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    ノノメメ、ハートブレイク　人物紹介


    



    



    東雲芽吹（しののめ・めぶき）


    バカ。女の子にフられ続ける運命を背負っている。


    



    天王洲（てんのうず）


    無表情。東雲の被害を一番被っている。神様。


    



    大崎　円（おおさき・まどか）


    頑張り屋。廃部寸前の野球部のマネージャー。


    



    十条　友（じゅうじょう・とも）


    消極的。近づく者に不幸を降りかからせてしまう。


    



    木場　真（きば・まこと）


    一途。芸人を目指すもツッコミの威力が殺人的。


    



    恵比寿会長（えびすかいちょう）


    謎。いつもニコニコしている生徒会長。
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    プロローグ


    



    　ここは、この世でもあの世でもない、神々の住む世界。天の国。


    　四面を白い壁に囲まれた、会議室を連想させる部屋に、テンションの高い声が響いた。


    「とんでもないミツになる可能性を秘めた少年を発見しました！」


    　声とともにスクリーンに映し出されたのは、まだ十歳にも満たないであろう少年の笑顔。その表情を見て、テーブルを囲んでいた神たちが、ざわざわと騒ぎ始める。


    「こんな幸せそうな表情をした少年が、本当にとんでもないミツになるというのか？」


    「ご心配には及びません。皆さん、お手元の資料にある彼の不幸数値ご覧ください」


    　枠からはみ出さんばかりに書かれた数字の桁数に、神たちは皆一様に目を丸くした。


    「なにかの間違いだろ、この数値は!?」


    「間違いではございません。この少年は、百年に一人、いや、千年に一人の逸材です！　つい最近も彼は両親に捨てられ、目下のところ、日替わりで親戚中をたらい回しにされているという有様です」


    「ほう、それはさぞかし、美味な霞かすみを出すミツになるじゃろうて」


    　彼らの言うミツとは何か？


    　それは神によって、ある特定の不幸を運命付けられた人間の呼び名である。


    　世の中には不幸の星の元に生まれた、根っからの不幸体質の人間がいる。その中でも、とびきり不幸度の高い者は、神に見み初そめられ、ミツとなる。


    　そして、ミツとなった人間は、それぞれに運命付けられた不幸に遭ったとき、その体から金色の霞を放出させるのだが、それこそが神々の欲するものだった。


    　では、神はその金色の霞をどうするか？


    　答えは、食べる、だ。


    『人の不幸はミツの味』とはよく言ったものだが、甘い香りと味のする金色の霞は、神たちにとっておやつと同じ、つまり、完全なる嗜し好こう品ひんなのである。たかが神々のおやつのために一生涯不幸な運命を背負わされるなど、人間にとって迷惑極まりない話だ。


    「さて、今日の議題はこちらです！　このミツとなる少年に、どんな不幸を運命付けるか。さぁ、皆さんいっしょに考えましょう！」


    「しかし……この少年、見れば見るほど、自分の境遇を少しも不幸に感じている様子はないのだが？」


    「本人が不幸に思っていようがいまいが、我々には関係ありません。重要なのは資料にある不幸数値と、どうやったら彼をさらなる不幸に叩たたき落せるかです」


    　人を不幸のどん底に叩き落すというのは、簡単なようでいて実は難しい。人それぞれ、なにに不幸を感じるかが違うからだ。


    　なんの案も出ないまま、どれくらい時間が経った頃ころか。一ひと柱はしらの神がおずおずと手を上げた。


    「あのぉ、彼の将来の夢の欄を見ると『愛する女性との幸せな結婚』と書いてありますよね。ですから、一生女性にフラれ続ける運命、というのはいかがでしょうか？」


    　周りの神たちは目を何度か瞬かせると、「それだ！」「それは、不幸のどん底に落ちること間違いなしですね！」と拍手をしながら、口々にアイディアを賞賛する。


    　そして、スクリーンに映る少年の顔に大きく『認定』の二文字が浮かんだ。


    「では、続きまして、少年が放出する金色の霞かすみを、誰に回収させるかを決めましょう」


    「あれほどの金色の霞を回収するとなると、かなり骨の折れる作業になるだろうな。怠けがちなうちの部下たちじゃ担当は務まるまい」


    「ていうか、あれを完璧に回収できるほど優秀な部下を持ってるヤツなんて、この場にいるのかよ」


    「うちの連中は優秀だが、あいにく今は全員出払ってるところだからなぁ」


    「どこかに、腕のいい回収者はいないものか……」


    　こうして、会議はつらつらと続いていった。少年の意志など、まったくお構いなしに。
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    第一話　　大崎円は修復したい


    



    「芽め吹ぶきにもいつか幸せが見つかるさ。たぶんね」


    　僕の父はそう言い残し、愛あい想そを尽かして出ていった母を追いかけて消えた。


    　当時、六歳だった僕、東しの雲のめ芽吹は、親しん戚せき中をたらい回しにされた挙げ句、繋つながりがあるのかないのか分からないくらいに微妙な関係である遠い親戚の家に預けられることになった。


    　親に捨てられた子供ということで、周囲の人間からはよくこう聞かれたものだ。


    「親を恨んでいないのか？」


    　正直、恨む理由がどこにあるのか、僕には分からない。僕は父を尊敬している。


    　愛する人のために全てを捨てられる。周りから見ればバカなことだろうが、そこまで一途に愛せる女性と出会えた父は幸せ者だ。


    　だから、僕は父に尋たずねたのだ。


    　僕も父のように、愛する女性を見つけることができるのかと。


    　腕時計の針が、午後四時を示す。


    　さて、回想は終了だ。


    　僕は愛する女性と一緒になり幸せを掴つかむため、廊下を全速力で駆け抜ける。


    　そして、行き止まりにある窓ガラスをジャンプで突き破った。


    　窓ガラスが砕け散り、重力から開放されたように体が浮遊感に包まれる。


    　三階の高さから望む町並みは、夕日をキラキラと反射するガラス片の効果も相まってなかなか見み応ごたえがある。やはり、三階の廊下から校舎裏へのダイブを選択したのは正解だった。


    



    「僕と付き合えぇぇッ!!」


    



    　某男性誌の記事にあった、女性が憧あこがれる男性ランキング。


    　その一位と二位である『野性味あふれるワイルドな男性』と『サプライズ演出の上手な男性』を見事に融合させたこの告白方法に死角はない。その証拠に、地上から僕を見上げている愛いとしの彼女が、あまりのサプライズぶりに言葉も出ないくらい感動している。


    　落下の勢いを殺すべく、空中で一回転すると、獣けもののように四つん這ばいで着地。ゆっくりと呼吸を整えながら、彼女へと顔を上げた。


    　黒縁眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは、獲物を狩る肉食獣の眼光を秘めていることだろう。


    　これで、知性の中に見え隠れするワイルドさが十分にアピールできたはずだ。


    　そんな僕の様子を眺めながら口をパクパクとさせている愛しの彼女。胸がいっぱいで、言葉に詰まってしまっているといったところか。


    　掌てのひらに付いた砂を軽く払うと、姿勢を正し眼鏡のブリッジを指で押し上げる。


    　彼女の手には、朝のうちに下駄箱へと忍ばせておいた恋文が、しっかりと、くっちゃくちゃになる勢いで握られている。


    　そんなに大事そうに持っているのなら、彼女の回答はもう出ているようなものだ。


    　だが、ここで焦あせってはならない。答えは決まっていても、彼女から直接返事が得られるのをじっと待つ。そうすることで、器の大きい男だということを十全に伝えることができる。


    　まさに完かん璧ぺき。完璧すぎるぞ、東しの雲のめ芽め吹ぶき！


    「あ、あぁ……」


    　ようやくこぼれた、彼女の言葉。


    　あ、から始まる返事とはなんだ？


    　あなたのことが、ずっと好きでした。


    　愛しています。結婚して下さい。


    　いや、もしかすると「アビスの底まで着いて来いッ」か!?


    　フフ……、フフハハハッッ!!


    　おっと、つい高笑いしてしまっていた。少し自重しなければ。


    　と、彼女が後ろへ一歩、二歩と下がってく。


    　なるほど、勢いを付けるための助走距離を取ろうということらしい。


    　どんな愛の表現であろうと、この僕ならば全て受け止める自信がある。さぁ、僕の胸に飛び込んでくるといい!!


    「あ、あぁ…………、ごめんなさいッッ」


    　両腕を広げた僕に背を向けて、愛いとしの彼女は走り去っていった。


    　永遠の助走距離を取るために。


    　僕は、両腕を広げたままの姿勢で、仰あお向むけに倒れた。


    　まるで十字架のような格好だ。まさに、今の僕にはお似合いの姿であろう。


    　そんな僕の体から金色の霞かすみが立ち昇り、周囲に甘ったるい匂においが満ちていく。


    「だから言ったじゃないですか、まだ早いって」


    　頭上から降ってきた声へ目を向けると、僕が飛び出した三階の窓から、おかっぱ頭の女子生徒──天てん王のう洲ず君が直立不動の姿勢でふわりと飛び降りてくる。


    「だいたい、三階から飛び降りるなんて人間離れした行動をすれば、相手に怖がられるに決まっているではないですか」


    　ミツの特性によって強化された、僕のこの身体能力を使えば、校舎の三階からのダイブ程度わけないのだ。せっかく不幸と引き替えに得た能力なんだ。使わない手はないだろうに。


    「その力も上う手まく使えば、色々とやりようがあると思うのですが。まぁ、私には関係ないですけど」


    　天王洲君は感情のこもらない瞳ひとみで僕を見下ろすと、掃除機のようなもので金色の霞を器用に吸い込んでいく。


    　毎度のことながら、あの掃除機は一体どこから取り出しているのだろうか……。


    　霞かすみを吸い取り終えると、周囲に満ちていた甘ったるい匂においも薄れ、やがて消えていく。


    「霞の回収者であるキミは、僕がフラれるのはさぞや嬉うれしいだろうな」


    「えぇ、それはもう。万歳三唱しながら踊りたいくらいです」


    「本当に嬉しいのかよ!?」


    「冗談です」


    　天てん王のう洲ず君が、掃除機のようなものを軽く撫なでる。すると、それは幼稚園児くらいの大きさの蜂はちへと姿を変えて、天高く飛んでいく。


    　何度見ても、巨大な蜂が飛ぶ姿というのは不気味なものだ。いまだに慣れない。


    「手伝えとは言わないが、せめてサポートをしてくれてもいいんじゃないのか？」


    「寝言は寝てから言ってください」


    　勘違いするなとでも言いた気な、天王洲君の無感情な声。


    「私の仕事は、ノノメメさんが放出した金色の霞かすみを吸い取って天の国に送ることですので」


    　ノノメメさん。この奇妙な呼び方は、十年前、僕らが出会った頃ころからのものだ。天王洲君が「シノノメ」を「ノノメメ」と言い間違えていたことに由来するのだが、いつの間にか、それに慣れてしまったようで、以来ずっと天王洲君はこの呼び方のままである。


    「キミと僕とは長い付き合いだ。少しは情というものが湧わいてもいいだろうが」
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    「情はありませんが、ありがたいとは思っていますよ。神たちから女性にフラれ続ける運命を定められているのに、まったく懲こりもせずに告白しまくってくれるんですからね。仕事がしやすくて助かります」


    「神ごときが僕の運命を決めようだなんて、傲ごう慢まんにも程があるな」


    「一体、何様のつもりですか？」


    　半眼で睨にらんでくる天てん王のう洲ず君に、僕は口の端を吊つり上げてみせる。


    「僕は東しの雲のめ様で、キミは神様だ」


    　舌打ちをする天王洲君の姿を見ていると、愉快な気持ちが溢あふれてくる。


    「ほら、いつまでもそんなところで寝ていないで早く帰りますよ」


    「どこで寝ようが僕の勝手だ。僕はこのまま校庭の一部となり、母なる大地へと還かえるのだ」


    「どことなく格好良く聞こえますけど、ただの野の垂たれ死にですからね、それ」


    「僕は地球の一部となり、みんなのことを見守り続けよう」


    　天王洲君が心底面倒くさそうに溜ため息いきをつく。


    「幸せな家庭を築くまで諦あきらめないんじゃなかったのですか？」


    「ふん、分かっている。ちょっとした冗談だ」


    　フラれた直後なんだから、もう少し労いたわってくれてもいいではないか。


    「めんどくせー人ですね、本当に」


    　倒れている僕の頭上から、天王洲君が手を伸ばしてくる。


    「仕方がないので、晩ご飯はノノメメさんの好きなカレーにしてあげますよ」


    　これで、顔を背そむけて頬ほおでも染めていたら少しは可愛かわいげがあるのだが、感情が一つも読めない無表情で言われても反応に困る。


    　しかし、カレーは悪くない餌えさだ。僕をどうやって釣るか心得ているあたりがなんとも腹立たしいが、カレーは食べたい。すごく食べたい。


    　天王洲君の差し出した手を仕方なく掴つかもうとして、あることに気がついた。


    　僕は黒縁眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「天王洲君、もう少し色気のある下着を穿はいたらどうなんだ？」


    　パンチラではない。パンモロだ。


    　どう考えても見せつけているようにしか見えない位置関係だが、見せつけるなら見せつける用の下着というのもあるのではないだろうか。


    　当の天王洲君は、身じろぎ一つせず茜あかね色に染まった空をぼぅっと眺めると、不意にジャンプをする。


    「えっち」


    　僕の顔面に着地するために。


    



    　　　■　■　■


    



    「何度、窓ガラスを割るなと言ったら分かるんですかッ」


    　私立隣りん会かい学園の生徒会室に、副会長の怒声が響き渡る。


    　わざわざ生徒会副会長様が教室まで迎えに来たのでついてきてみれば、これだ。


    　僕よりも頭一つ高い背丈の神経質そうな男子生徒。名前はなんと言ったか──まぁ、副会長で問題あるまい。


    「高校二年生にもなって毎日毎日……、今時中学生だって、ここまで頻ひん繁ぱんには割りませんよ。自分が皆に陰でなんと呼ばれているか知っていますか？　破壊王ですよ、破壊王!!」


    　普通の教室の半分にも満たない広さしかないのだから、怒鳴らなくても十分に聞こえるというのに。もう少し冷静に話すことはできないのだろうか。


    　そんな副会長とは対照的に、生徒会長はニコニコしながらこちらを見ている。もっとも、彼女の場合は、ニコニコしている表情以外を見たことがないのだが。


    　お嬢様然とした緩ゆるやかふわっふわのウェーブヘアーに、品の良さを感じさせる笑顔。僅わずかに肉付きのいい体型はいかにも男子好きしそうだ。出るところはしっかりと出ているしな。


    　だが、実は、万年イライラしている副会長よりも彼女の方が危険人物度は高い。


    「僕の話を聞いているんですか？」


    　副会長が目つきの角度をさらに鋭角に吊つり上げる。


    「ノノメメさんに理解できるわけがないですよ。できたらもうとっくにやっていません」


    　僕の横に突っ立っていた天てん王のう洲ず君が、ぼそりと呟つぶやいた。


    　副会長に倣ならって天王洲君を睨にらんでやるが、天王洲君は少し肩かたをすくめるだけだ。


    「天王洲さん、ちゃんと彼の手た綱づなを握っていて下さい」


    「そう言われましても、私はノノメメさんの保護者じゃないのですから知ったこっちゃねーって話ですよ。そもそも、私がここに呼ばれているのも納得できていないのですから」


    「なんだと、キミと僕は運命共同体じゃないのか!?」


    「冗談は存在だけにしてくださいよ。ノノメメさんの命は私のもの、私の命は私のもの。よく見たらノノメメさんの命は小汚かったので、燃えないゴミの日に出しておきました」


    「なんて極悪なジャイアニズム!?」


    「私のものをどうしようと私の勝手だと思うのですが？」


    「誰だれが漫才をやれと言いましたか……」


    　話に途中で割り込まないあたりが副会長の真ま面じ目めさを窺うかがわせるが、口に出すとさらに怒鳴られそうなので自重しておく。


    　さて、もう散々怒鳴られたことだし、そろそろ帰ってもいいだろうか。


    「副会長、そんなに怒っていると血圧上がるよー？」


    　今まで黙って見守っていた会長が、ふわりと言葉を発する。


    「東しの雲のめ君と天てん王のう洲ずちゃんを呼んだのは、窓ガラスのことを怒るためじゃないんだからさー」


    「では、なんの話があると言うのだ会長？」


    　僕の言葉に、会長が不満そうに頬ほおを膨らませる。


    「会長って呼び方、他人行儀すぎないかな。呼ぶなら、『恵え比び寿す会長』か『エビちゃん』のどっちかにしてよー」


    　どっちかと言いながら、後者を選べと訴えてくる会長の視線に気づかない僕ではない。しかし、それに素直に従うような僕でもない。


    「で、恵比寿会長、話とは？」


    「あれれ、そっち選んじゃうかー。まぁいいや。実は、お願いがあるんだけど。野球部を助けてもらいたいんだよね」


    「野球部？」


    　思わず間抜けな声を出してしまう。


    　野球部という言葉の意味が分からなかったわけではない。うちの学園に野球部があるという話を、これまで聞いたことがなかったのだ。


    　既に一年以上通っているのだから、存在しているなら一度くらい聞いたことがあってもよさそうなものだが。


    　隣の天王洲君に視線で尋たずねてみるが、やはり知らないようで首を傾かしげている。


    「聞いたことないかー。でもあるんだよ、野球部。すごく弱いけどね」


    　恵比寿会長が、笑顔でさらりと酷ひどいことを言う。


    「随分と昔には甲こう子し園えんに出場したこともあるらしいんだけど、今はすっかり落ちぶれちゃって練習試合ですら連戦連敗。高校生の部活なんだし、それでもいいかなって私は思うんだけど、学園長がさー。……ほら、最近新しい人に変わったでしょ？」


    　恵比寿会長に言われて学園長の顔を思い出そうとしてみるが、全然思い出せない。ハゲたオヤジから、女性に代わったというのは薄うつすらと覚えているのだが。


    「結果が全てみたいな人でね、『実績のない部活は全て取り潰つぶす』なんて言うから頭にきちゃって、『おい、このクソビッチ、私の学シ校マでなに勝手なことを言ってやがるんだ。あんまり調子に乗ってると二度と学園内を歩けない体にしてやるぞ』って言っちゃった、テヘ」


    　なにが面白いのか、恵比寿会長がニコニコと笑う。


    　その時も、こんな笑顔とゆるい声こわ色いろで言ったのだろう。なんだ、そのホラーすぎる状況は。冷や汗が止まらない。


    「そうしたらババア──じゃなかった、学園長とケンカになっちゃってね、売り言葉に買い言葉で勝負をすることになっちゃったのー」


    　副会長の青白い表情を見るだけで、どれほど壮絶なケンカだったのか容易に想像できる。


    「つまり、練習試合でもやって、うちの野球部が勝てば廃部は免除されるけど、負ければ取り潰つぶされると」


    「天てん王のう洲ずちゃんは話が早くて助かるよー」


    　恵え比び寿す会長が、今まで以上にニッコリと微笑ほほえむ。


    「私が本気になれば学園長くらい、ちょちょいのちょいなんだけどねー。前の学園長の時みたいに。でも、それだと芸がないでしょ？」


    　あれ、前の学園長が唐突に代わったのって……？　何か聞いてはいけないことを耳にしてしまったような気がする。


    「それに、私負けるの嫌いでしょ。だから、解決屋さんの東しの雲のめ君たちがちょこっと協力して、パパッと勝ってくれると嬉うれしんだけどなー」


    　天王洲君が、「たち？」と不満気に聞き返す。


    　なぜ、不満気なのだろうか。「たち」で合っているだろう。


    「学園内のどんなトラブルでも解消してくれるのが、解決屋さんなんだよね？　だったら、私のお願いも断らないよねー？」


    　恵比寿会長の言う通りだ。


    　解決屋とは、学園内で起こった、生徒会や教師たちでは解決することのできない様々な事件を見事に解決してみせる、一種のトラブルシューターである。


    　完かん璧ぺき超人である僕と、僕には圧倒的に劣るがまぁまぁ使える助手の天王洲君の手に掛かれば、どんな事件であろうともチョチョイのチョイなのだ。


    「解決屋といっても、要は体ていのいい会長の使いっパシリですけどね。巻き込まれる私の身にもなってほしいものです」


    「なにか言ったか、天王洲君？」


    「いいえ、なにも」


    　なにか聞こえたような気がしたが、空耳だったようだ。


    「そもそも私には、負けると分かっている賭かけになぜ乗ったのかが分からないのですが」


    「天王洲ちゃんには、分からないかなー。絶対に勝てると思い込んでいる相手を負かした時の表情を見るのって、すごく楽しいんだよ」


    　恵比寿会長のうっとりとした表情に、天王洲君が僕へと顔だけを向ける。


    「ドＳですね、このヒト」


    「Ｓじゃないよー。ただ、虐いじめるのが好きなだけ」


    　それをＳというのですよ、恵比寿会長。


    　まぁいい。そんなことはどうでもいい。


    「話は理解できた。では、僕たちは帰らせてもらう。いくぞ、天王洲君」


    「あれ、なんでー？」


    「決まっているだろ。僕たちには野球部を手伝うメリットが一つもないからだ」


    　ビシッと格好良く、人差し指を恵え比び寿す会長に突きつけてやる。


    「えー、解決屋さんなのに依頼を断っちゃうの？」


    「タダ働きはしない主義なのだ！」


    　いつも恵比寿会長の依頼を受けているからといって、僕がイエスマンだと思ってもらっては困る。これは、遊びではない。れっきとした仕事なのだからな。


    「野球部に感謝されるっていうのは、メリットにならない？　素敵なことだと私は思うけどな」


    「ならないな」


    「じゃあ、学園長の鼻を明かすっていうのは？」


    「それは、恵比寿会長のメリットだろうが」


    「副会長が、目でピーナッツを噛かむっていうのはどう？」


    「いらん」


    「絶対にやりません」


    　万策尽きたのか、恵比寿会長は「うーん」と唸うなりながら机を指で叩たたき始める。


    　これ以上ここにいても無駄なようだ。


    　僕は恵比寿会長に背を向け、生徒会室のドアを引く。──と同時に反対側からドアを押す人間がいた。


    「あっ……」


    　引く力と押す力が相まって、ドアの向こう側にいた人物が勢いよく僕の胸の中へと飛び込んでくる。


    　その時、僕は女神と出会った。


    　ジャージ姿の女神に。


    「野球部のマネージャーとお知り合いになれるっていうのは、東しの雲のめ君のメリットになるよねー？」


    　女神に目を奪われていた僕には、恵比寿会長がどんな表情を浮かべているのか分からないが、おそらくは満面の笑えみを浮かべて僕を見ていることだろう。


    「お怪け我がはありませんか？」


    　僕の顔を見つめたまま硬直してしまっている女神の肩を掴つかみ、あくまでも紳士的に引き離す。


    　本当ならそのまま抱きしめて「ヒャッホ──ッ!!」と言いたい衝動に駆られるも、僕は自制のできる男なのだ。


    「す、すいません！」


    　学校指定の白いラインの入った、青ジャージ。ズボンの裾すそを踝くるぶしあたりで折り返しているところが、スポーツ少女といった感じでグッドだ。


    　邪魔にならないようにまとめられたショートカットの髪は、少し日焼けした肌とマッチして、見る者に活発な印象を与える。かと思えば、この怯おびえた表情はなんだ。頭に犬耳を付けたら、最強ではないのか！


    「怯おびえた女子生徒に犬耳を付けて興奮するとは、ノノメメさんは変態ですね」


    「人の思考を勝手に読むな！」


    　なにがどうなってそういうことになっているのか分からないが、霞かすみの回収者である天てん王のう洲ず君は人の思考を読むことができるらしい。これは、完全にプライバシーの侵害だと思います！


    「ノノメメさんの思考しか読めませんから、プライバシーの侵害にはあたりませんよ」


    「僕をなんだと思っているんだ!?」


    　こんなヤツに頭の中を読まれているのでは、おちおち考えごともできない。と、女神に頭を下げさせたままだったのを思い出して、慌てて顔を上げさせる。


    「彼女は東しの雲のめ君と同じ二年生の大おお崎さき円まどかちゃん。野球部のマネージャーさんをしているの。どう、可愛かわいいでしょ？」


    　恵え比び寿す会長の意見に微み塵じんも異論がないので、力強く頷うなずいておく。


    　その際に、隣から溜ため息いきが聞こえたような気がするが、きっと気のせいだろう。


    「会長、なぜ私はここへ呼び出されたんでしょうか？　まさか、野球部が廃部になるとか……」


    「違う違うー。野球部の助すけっ人とに東雲君と天王洲ちゃんを呼んだんだけど、断られちゃってね。せっかく顔合わせをしてもらおうと思ったんだけど」


    「誰だれが断ると言った？」


    　僕の言葉に、恵比寿会長がキョトンとした表情を浮かべる。
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    「いま帰ろうとしてなかった？」


    「野球部を勝利へ導くために、ここから出て行こうとしていただけだ」


    「そっかー、私勘違いしていたみたいだね」


    　納得がいったように手を叩たたき、恵え比び寿す会長がウンウンと何度も頷うなずく。


    「完全に会長の掌てのひらの上で踊らされていますね」


    「黙っていろ、天てん王のう洲ず君」


    　踊らされているのではない。華麗なブレイクダンスを恵比寿会長に見せつけているのだ。


    「自己紹介が遅れました。僕は二年の東しの雲のめ芽め吹ぶき。こっちは僕の助手の天王洲です」


    「助手ではないですが、天王洲です。よろしく」


    　女神──大おお崎さきさんは僕たち二人の顔を呆ほうけたように見つめ、恵比寿会長へと視線を投げる。


    「本当に、天王洲さんと東雲さんが手伝ってくれるんですか？」


    「どうだろうー。直接聞いてみたら？」


    　再び僕たちへと戻ってくる大崎さんの視線。


    　不安そうな、それでいて期待のこもった視線に思わず口元がにやけそうになる。その視線で僕のことをずっと見つめていてくれないだろうか。


    「あなたのような可か憐れんな方の願いを無む下げにする男が、この世界のどこに存在するでしょうか」


    　決まった！


    　大崎さんは僕の言葉に心奪われたのか、ぽかんとした表情のまま再び恵比寿会長へと視線を投げる。


    「面白いでしょ。円まどかちゃんが聞いてる東雲君についての噂うわさの五倍は面白いと思うよー」


    「本当にお二人が手伝ってくれるなんて。あ、あ……」


    　この口ごもりは嫌いやな過去を思い出させる。主に、昨日の出来事だが。


    　しかし、僕の絶望的な過去の再現とはならなかった。大崎さんは九十度に近い角度で腰から頭を上げる。


    「ありがとうございますッ」


    　生徒会室に響く大崎さんの声。


    　ふむ、腹から出ているいい声だ。


    「だが、お礼を言われるのはまだ早いですよ」


    「え？」


    「お礼の言葉は、野球部を廃部の危機から救ってからにしていただきましょうか。そして、その暁あかつきには僕と結こ──ッ」


    　僕の脳天に天王洲君の音速チョップがめり込む。


    「のぐおぉぉ……」


    　頭を押さえて床を転げまわる僕を、天王洲君が羽虫を見るような視線で見下ろす。


    「だから、早いですよ。少しは自制して下さい」


    「そうだったな……。だが、叩たたかなくても僕は言えば分かる子だと思うんだ」


    「それは、失礼」


    　ひとしきり痛がると何事もなかったように立ち上がり、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「それでは早速、部室へ案内していただこうか？」


    「なんだか、少しだけ不安になってきたんですが」


    「大おお崎さきさん、その不安、大正解です」


    



    　　　■　■　■


    



    「天てん王のう洲ずさんと東しの雲のめさんにお手伝いいただけるなんて……、なんとお礼を言ったらいいか」


    「ノノメメさんに手伝ってもらうとか、罰ゲームでしかないですよ」


    「なぜ、罰ゲームなんだ。この僕が関かかわるのだから、ご褒ほう美びに決まっているだろうが！」


    「とにかく、期待しない方がいいです」


    　僕と大崎さんと天王洲君の三人は、一階の生徒会室を出て、そのままロの字型をした校舎の中庭へと移動。放課後にここで時間を潰つぶす生徒はほとんどいないようで、使い放題となっているベンチの一つを三人で占有している。


    「そんなことないです！　食堂立てこもり事件や連続下駄箱爆破事件、インフルエンザばら撒まき事件を解決したのは、天王洲さんだって聞いています」


    　うん、その数々の事件を解決したの、僕なんだけどね。しかし、今それを声高に言うほど空気の読めない人間ではない。


    「それに、文化祭での演劇部の劇。私、あれを見てすごく感動したんです。もしも、神様がこの世界にいるならきっと天王洲さんみたいな人なんだろうなって」


    　大崎さんの真まっ直すぐな言葉に、天王洲君は顔を逸そらす。


    「話が噛かみ合っていませんが、その、ありがとうございます」


    　口の中でボソリと天王洲君が呟つぶやく。


    　おかしいぞ、なぜ二人の親密度が上がっているのだ。僕の存在はどこに行った！


    　咳せき払いをして、僕の存在をアピールしておく。主人公は僕だ。


    「それで、僕たちは具体的になにを手伝えばいいのでしょうか？」


    　試合を手伝うのは一向に構わないのだが、生あい憎にくと体育の授業でしか野球をやったことがない。とは言え、僕が試合に出れば野球部の大勝利は間違いなしだが。


    「ノノメメさん、野球には殴り合いはないですけど大丈夫ですか？」


    　真剣な声こわ色いろで、天王洲君が念押ししてくる。


    「大丈夫だよ！　てか、ルールくらい知ってるよ！」


    「試合っていうのは、殺し合いの略称じゃないですよ？」


    「だから、分かってるよ!!」


    　天てん王のう洲ず君は、僕のことをどれだけ野蛮な人間だと思っているのだ。見てみろ、大おお崎さきさんが俯うつむいてしまっているではないか。


    「実は、天王洲さんと東しの雲のめさんに手伝ってほしいのは、試合じゃないんです」


    「試合ではない？」


    　僕の言葉に、大崎さんが勢いよく顔を上げた。


    「野球部を元に戻して下さい！」


    　そこから延々と大崎さんによる野球部についての語りが始まったのだが、割愛だ。


    　なぜなら、長いから。


    　要は、三年生になり、せめて最後の試合くらいは勝ちたいと思ったキャプテンに、部員たちも賛同して猛練習を開始したが、あまりにもキャプテンの練習がキツすぎるため部員たちがいなくなってしまったらしい。


    「本当は自分たちでなんとかしなくちゃいけないことだって分かっているんです。でも、私にはどうしようもなくて……」


    　大崎さんが悔しそうに膝ひざの上に置いた両手をキツく結ぶ。


    　確かにマネージャー一人が頑張ってどうにかなるような状況ではないだろう。


    「どうするのか？」と、天王洲君が視線で尋たずねてくる。


    　そんなことは初めから決まっている。女神が僕の胸に飛び込んできたその瞬間から。


    「解決屋・東雲芽め吹ぶきに任せてもらいましょう。交渉事は得意中の得意です」


    　ベンチの上に立ち上がり、大崎さんの不安を消し飛ばすように大きく胸を張る。


    「ノノメメさんと交渉事は、最も相性の悪い組み合わせだと思うのですが」


    「天王洲君、キミはこれまで一体僕の何を見てきていたんだ？」


    「見てきたからこその結論ですけど」


    　睨にらみ合う僕たち。


    　先に視線を外はずしたのは天王洲君だった。つまり、僕の勝ちだ。


    「時間もあまりないことですし、早く行動を始めましょう」


    「今、そう言おうとしていたところだ」


    「ありがとうございます！」


    　だから、お礼は早いと言っているのに。お礼なら任務が完了した時でいい。


    　そして、その時こそ、僕が彼女に告白をする時なのだ。


    「さぁ、頭を上げて下さい。キミの美しい顔が見えなくなってしまうから」


    「だっせー……」


    　天王洲君の声はもちろん無視をした。


    



    　静かだ。


    　放課後も夕方五時を過ぎると、校舎内にはまばらにしか人がいなくなる。こんな閑散としている場所に元野球部員がいるのかと疑問に思う。


    　それでも、「絶対ここにいます」と言う大おお崎さきさんに案内されたのは、僕たちの隣の教室。


    　野球部員め、こんな近くに潜ひそんでいたとは。灯台下もと暗くらしとはこのことか。


    　教室の前へと辿たどり着くと、大崎さんが僕と天てん王のう洲ず君に屈かがむように指示を出す。


    　それに従い、屈んだ姿勢のままこっそり教室の中を窺うかがうと、窓側最後尾の席に男子生徒が一人だけ残っている。


    「あの人が、キャッチャーの下しも田ださんです」


    　窓の外をぼぅっと眺めながら、たそがれている下田。五分刈りの精せい悍かんな顔つきは、いかにもスポーツマンといった印象だ。それが独りたそがれているのだから、なかなか絵になる光景ではある。僕の口からは舌打ちしか出てこないが。


    「いつも、部活が終わる時間までずっと外を眺めているんです。野球部に戻りたい気持ちはあると思うのですが、何度説得しても聞いてくれなくて」


    　説得した時のことでも思い出しているのか、大崎さんが子犬のようにしゅんと俯うつむく。


    　大崎さんを悲しませるとは万死に値する。


    　さて、どちらの方向に首を捻ねじ曲げてやろうかと指をゴキゴキ鳴らしていると、天王洲君が僕の腕を潰つぶさんばかりの力で掴つかんでくる。


    「大崎さんの話をちゃんと聞いていましたか？　あくまでも連れ戻すのが目的ですからね」


    「連れ戻すのは、生死問わずだったような気がするのだが」


    「どんな脳内変換ですかそれ」


    　冗談はこれくらいにして、早速仕事に取り掛かるとしよう。ここで格好良く交渉して下田を野球部へと連れ戻し、大崎さんの好感度を跳ね上げるのだ。


    「それでは、ミッション開始だ。天王洲君は、ここで待っていろ」


    「ノノメメさんに任せるとか、心配すぎるのですが」


    　心配するなと天王洲君の肩を叩たたき、僕は教室へと入った。


    　僕が近づいていることに気づいていないのか、それとも無視をしているだけなのか、下田はじっと外を眺め続けている。


    「キミが、野球部の下田だな？」


    　僕の声に下田がこちらへと視線を移し、ビシリという効果音が聞こえてきそうな勢いで顔面を硬直させた。


    「破壊王……」


    「その二つ名はあまり好きではないんだが、まぁいい。キミに話がある」


    　下しも田だが慌てて席から立ち上がろうとする。だが、交渉をする前から逃がす気はこちらにはさらさらない。肩を掴つかんで椅い子すへと押さえつけた。


    「お、俺には東しの雲のめとする話なんかない」


    「キミにはなくても、僕にはある。野球部に戻るよう交渉に来たんだ」


    　野球部という単語に、下田の表情が変わる。


    　それがどういう感情によるものなのかを計ることは難しい。だが、特別な感情を抱いていることは間違いないだろう。


    「俺は野球部には戻らない」


    「野球が嫌いになったのか？」


    「嫌いなわけないだろ、やれるもんならやりたいさ。でもな、あんな無茶な練習をしてたら体が壊れちまう。そんなのもう練習じゃないだろ！」


    　両肩を掴まれた下田が、なんとか席から立ち上がろうともがく。だが、僕の前ではその程度の抵抗などないに等しい。


    「勝つために練習するのは当たり前だと思うが？」


    　僕の圧倒的なパワーの前に、椅子から立ち上がることを諦あきらめた下田が、握りしめた拳こぶしで机を叩たたいた。


    「あれは練習って域を越えてるんだよ！」


    　練習がどうとか僕には特に興味はない。ただ素直に野球部に戻ってほしいのだが、そう言ったところで戻ってくれるとはとても思えない。


    「とにかく、俺は野球部には戻らない」


    　そう言って、下田は口を閉ざした。これ以上話すつもりはないらしい。どうやら、餌えさで釣るしかないようだ。


    「タダで野球部に戻ってくれとは誰だれも言っていない。そうだな、ここは天てん王のう洲ず君と一回デートで手を打とうじゃないか」


    　教室の外から凄すさまじい殺気を感じるが、そんなものは無視だ。むしろ、僕のために喜んで犠牲になってくれ天王洲君。


    「て、天王洲さんとデート……」


    　お、なんか若干釣れたぞ。今まで交渉の余地もなかった下田が腕を組んで悩み始めている。


    「でも、天王洲さんって東雲の彼女じゃないのか。同居してるって、学園中の噂うわさだぞ」


    「天王洲君が僕の彼女？　たちの悪い冗談はやめてくれ。確かに一緒に住んではいるが、天王洲君はあくまで居い候そうろうだ。断じてそんな関係ではないと宣言しておこう」


    　背中に突き刺さる殺気のこもった視線がさらに強化されているが、それでも無視だ。


    「そ、そうか。じゃあ、天王洲さんとデートしても……。いや、しかし……」


    　いい線まで来ている様子だが、まだ押しが足りないらしい。ならば、もう一枚カードを切らせてもらおうか。


    「そのデートには、天てん王のう洲ず君の手作り弁当が付いてくるとしたらどうだ？」


    「手作り弁当、だと!?」


    　下しも田だが驚きよう愕がくに震ふるえる。


    　僕にこのカードを切らせるとは、下田の奴やつめなかなかやる。だが、所しよ詮せんは高校生レベルの男。超絶高校生レベルの僕の前では赤子も同然だ。


    「中身はなんだ、中身を教えてくれ!!」


    「まぁ、そうガッツクな。中身はキミのリクエスト次第だ」


    　僕はニヤリと口の端を吊つり上げた。下田は自みずからの両手をわなわなと震わせる。


    「あの無表情な天王洲さんが、たこさんウィンナーとか、ケチャップで『ラブ』って書いたオムライスとか作ってくれるというのか！」


    「キミがそうリクエストすれば、な」


    　彼女がいそうな造りの顔してる割りにこの食い付き具合。さてはコイツ、彼女いないな？


    　下田よ、お前とは仲良くできそうな気がしてきたぞ。


    「いや、しかし、しかしだ!!」


    　ここに来て踏み止まるだと、下田。なんという男ッ。


    　正直、お前のことを見くびっていたようだ。いいだろう、この僕がお前を倒すために最強のカードを出してやろうじゃないか。


    　この僕のとっておきをな!!


    「下田よ……」


    　逃げる気を失った下田の両肩から手を離すと、並ぶようにして肩を組み耳元でそっと囁ささやく。


    「天王洲君の下着、欲しくないか？」


    「俺、野球部に戻るぜ」


    「天てん誅ちゆう」の声とともに繰り出された天王洲君の飛び蹴げりに、体が吹き飛ばされる。気づけば僕は窓ガラスを突き破って校舎の外へと飛び出していた。


    「何をするんだ、天王洲君──ッッ」


    　視界に映るのは、天王洲君に頭を踏まれて恍こう惚こつとした表情を浮かべている下田。


    「頭ず蓋がい骨こつを踏み砕かれたくなかったら野球部に戻って下さい」


    「戻ります、野球部に」


    　そして、僕の視界と体は校庭へと吸い込まれていった。


    



    「大丈夫ですか、東しの雲のめさん？」


    　大おお崎さきさんの心配そうな言葉に、僕は「まったく問題ありません」と笑顔で答える。全身包帯だらけだが。


    「それ、ミイラ男のコスプレですか？」


    「僕にコスプレをさせてくれてありがとう、天てん王のう洲ず君」


    　睨にらみ合う僕たちの間で、大おお崎さきさんが気まずそうに身を小さくする。


    「あの高さから落ちたというのにまだ動けるとは。ミツの特性というのも考えものですね」


    「普通の人間だったら死んでるからね!?　事件だからね、これ!?」


    「ミツってなんのことですか？」


    　それについては説明するのが大変なので、大崎さんの疑問の声は聞こえなかったことにする。


    　下しも田だとの交渉から一時間が経過し、空は夕焼けから闇やみ色へと変わり始めていたが、大崎さんが言うにはもう一人だけまだ学園内に残っているらしい。


    　包帯だらけの僕を心配しつつも、まだ交渉を続けさせようとする大崎さん。実に素敵だ！


    　保健室から校舎を通り、昇降口へ。そこからグラウンドへと出ると、陸上部の連中がまだ練習をしている。大会が近いのか、こんな遅くまでご苦労なことだ。


    「あそこです」


    　そう言って、大崎さんが陸上部員の一人を指差す。


    　元野球部員の松まつ原ばら。ポジションは、ライト。


    　体力を落とさないためなのか、単に体を動かしたいだけなのかは分からないが、野球部を辞めたあと陸上部へと移籍したらしい。


    　髪と汗をなびかせながら走っている姿は、なにかを必死に忘れようとしているかのようだ。


    　痛む体を引きずりながら、僕は松原へと近づいた。


    「キミが、元野球部の松原で間違いないな？」


    　僕の声に、タオルで汗を拭ふいていた松原がぎょっとした表情になる。


    「誰だれだ、君は!?」


    　しまった、ミイラ男のコスプレをしているのをすっかり忘れていた。


    　僕は自分の存在をアピールするべく、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「解決屋の東しの雲のめ芽め吹ぶきだ」


    「東雲芽吹!?　は、破壊王が僕になんの用だ……」


    　驚きのあまり、松原の顔が青白く変色していく。


    　まぁいい。驚かれることには慣れている。これも有名人の宿命というものだ。


    「早速で悪いが、キミには野球部に戻って──」


    　僕が言い終わるよりも早く、松原が脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。


    　なるほど、どうやら僕と追いかけっこがしたいようだ。


    　手首足首をグルグルと回して首をゴキリと鳴らすと、踏み抜かんばかりに地面を蹴ける。


    　徐々に加速していく体がなんとも気持ちいい。


    　陸上部員にも勝る僕の脚から、つい最近陸上部に入ったばかり男が逃げ切れるわけがない。


    　ゆっくりと差を詰めていく僕を確認しながら、松まつ原ばらは顎あごを上げて必死に走る。もう少し遊んでやりたいのはやまやまなのだが、僕も怪け我が人の身。ここは手早く──。


    「終わらせてもらうッ」


    　追い抜きざまに松原の襟えり首くびを掴つかんで捕獲。急ブレーキをかけたことで慣性の法則により松原の喉のどが絞まり、潰つぶれたカエルのような声が漏もれ出る。


    「僕の勝ちだ。約束通り、野球部に戻ってもらおうか？」


    　襟首を掴んだまま、僕よりも背の高い松原を目の前に吊つり上げた。


    「そんな約束はしてないだろ！」


    　言われてみれば確かにしてないような気がしなくもない。


    　だが、約束をしているかどうかなど些さ細さいな問題だ。


    「では、戻ってもらおうか」


    「どういう脈絡だよ！」


    　突然怒鳴られたので睨にらみつけてやると、松原は自分の両手で口を塞ふさぐ。


    　しかし、コイツも野球部には戻りたくないらしい。となると、天てん王のう洲ず君にまた協力してもらうしかないようだな。


    「今度は棺かん桶おけのコスプレをしてみたいようですね」


    　いつの間に背後に迫っていたのか、天王洲君が半眼の眼力で僕を殺そうとしてくる。


    「冗談に決まっているじゃないか。ハハハ……」


    「私だって冗談ですよ」


    　君の冗談は、冗談に聞こえないんだよ！　いつも無表情だし!!


    「松原さん」


    「大おお崎さきちゃん」


    　天王洲君に気をとられているうちに、大崎さんと松原がいい感じに見つめ合っていた。


    　なんだかムシャクシャしたので松原を投げ飛ばしてやった。後悔はしていない。


    「ほげぇッ」


    「大丈夫ですか、松原さん!?」


    　ほげぇだって、プププ。


    　僕の許可なく女神と見つめ合ったりするから天罰が下るのだ。


    「完全な人災でしたけどね」


    「松原を投げ飛ばせと神からの啓示が下ったのだ。これを天罰と言わずとしてなんと言う」


    「それを妄想と言う」


    　情けない格好で地面に這はいつくばった松原が大崎さんに助け起こされている。


    　ほほぅ、もう一度投げ飛ばされたいらしいな。


    　体に巻かれた包帯を引き千ち切ぎりながら松原へ近づこうとすると、天王洲君に足を引っ掛けられて盛大に顔面から転ぶ。


    「話が全然進まないので、そこで寝ていて下さい」


    　よっこらせと、天てん王のう洲ず君が僕の背中に腰掛けた。


    「松まつ原ばらさん、野球部に戻って下さい」


    　天王洲君の単刀直入な頼みに、松原は困ったように視線を宙にさまよわせる。


    「あの練習がなければ、僕だって戻りたいんだけど……」


    「だったら、私がキャプテンを説得しますから！」


    　力強い大おお崎さきさんの言葉を否定するように、松原は溜ため息いきをついた。


    「キャプテンが一度言ったことを変えると思う？」


    「でも、ちゃんと話し合えば！」


    「無理だよ」


    　松原の諦あきらめた声に、大崎さんは言葉を続けようとするがなにも出てこない。


    　二人の間に流れる沈黙が、キャプテンなる人物がどういう人間なのかを容易に想像させる。


    「大崎ちゃんには悪いけど、やっぱり戻れないよ。ごめん」


    　俯うつむく大崎さんの表情はここからでは窺うかがうことができないが、想像に難かたくない。


    　野球部員どもめ、揃そろいも揃って大崎さんを悲しませるとは。交渉という役目を負っていなければ、僕が全滅させてやるのに。


    　いや、野球部として復活させたあとに全滅させるのはありか？


    「なしですよ」


    「だから、勝手に読むなというのに」


    　腕立て伏せの要領で体を起き上がらせると、天王洲君が背中から飛び降りる。


    「本当に全滅させないでくださいよ？」


    「全滅させて大崎さんが喜ぶなら今すぐにでもしてやるが、ますます悲しませるだけだということくらい理解している」


    　俯いたまま動きを止めている二人の間に、無理矢理割って入る。大崎さんの視界に松原ごときが留とどまり続けるなど許されることではない。


    「要は、きつい練習がどうにかなれば、お前は野球部に戻るんだな？」


    　大崎さんと松原が同時に僕の方を見る。


    「そうだけど、練習をやめさせるなんて……」


    「できるかどうかはどうでもいい。練習が変われば戻ってくるのは他の部員たちも同じか？」


    「たぶん、そうだと思うけど……」


    　なにか言いたそうな表情の松原を無視して、脳のう味み噌そをフル回転させる。


    　大崎さんの依頼と、今日一日の自分の行動。そこから導き出される一つの答え。


    「どうやら僕たちは大きな勘違いをしていたようです」


    「勘違い、ですか？」


    　大おお崎さきさんの疑問に、首しゆ肯こうする。


    「部員たちを全員連れ戻したところで、練習自体が変わらなければ結局はまたバラバラになってしまう。それでは、なんの意味もない。つまり、僕たちがやるべきことは初めから一つだったのです」


    　そう言って人差し指を立てる。全員の視線が集まるのを待ち、僕はゆっくりと口を開いた。


    「キャプテンと交渉して、練習を以前のものへと戻す」


    　立てた人差し指で眼鏡めがねのブリッジを押し上げる。


    　あまりの名案に、全員言葉も出ないらしい。


    　一様に僕の顔を見つめて「そんな考え方があったのか！」という表情を浮かべている。


    「ノノメメさん、前々から思っていたのですが」


    「天才ですね、だと？　おいおい、そんな当たり前のこと、わざわざみんなの前で言うんじゃないよ。照れるだろうが」


    「ほんと、産業廃棄物みたいな顔をしていますね」


    「どういうこと、それ!?」


    「間違えました。ほんと、バカですね」


    「結局、バカにされてるじゃないか!!」


    　大崎さんまでが若干呆あきれ気味な表情をしている。


    「東しの雲のめさん、なんというか、キャプテンを説得した方が早いのは分かっているんです。それが難しいからこうして部員の方たちになんとか戻ってきてもらおうとしているんですけど……」


    　状況を理解できていなかったのは僕だけだったというのか？


    　おかしい、なにかがおかしいぞ。見た目は高校生、頭脳はアインシュタインのこの僕に理解できない状況などあるわけがない。


    「おかしいのは、ノノメメさんの頭ですよ」


    「勝手に読むな」


    　咳せき払いで、このふわっふわした空気を一喝する。


    「とにかく、作戦変更だ。明日からは、キャプテンを直接落としに行く」


    「ノノメメさん、だからそれは無理だと」


    「無理ではない！」


    　大崎さんは松まつ原ばらに対して言っていた。「一生懸命話して説得する」と。


    　彼女がしようとしたことを否定することは、彼女を否定するも同じこと。


    　それに、この解決屋・東雲芽め吹ぶきにかかれば、説得できない人間などいるはずがない。


    「大崎さんが望むなら、キャプテンの一人や二人必ずや説得してみせましょう」


    「東雲さん」


    　大おお崎さきさんが、感動した様子で僕を見つめている。


    　好感度の上がる音が聞こえてくるようだ。


    「あの、僕はそろそろ帰ってもいいでしょうか……」


    「なんだ、まだいたのか。明日練習に来なかったら、二度と練習のできない体にしてやるからな。覚悟しておけよ」


    　松まつ原ばらは「ひぃッ」と短く悲鳴を上げると、グラウンドから立ち去っていく。


    　あれだけ脅しておけば、練習に来ないということもないだろう。


    「これから人を説得しようとする者の言葉とはとても思えませんね」


    「東しの雲のめ流超攻撃的説得術だ」


    「つまり脅迫ですね」


    　睨にらみつけると、天てん王のう洲ず君は明後日あさつての方を向いて口笛を吹き始める。


    　天王洲君とはいつか本気で決着をつけなくてはならないようだ。


    「とにかく、大船に乗ったつもりで任せて下さい」


    「よろしくお願いします！」


    　大崎さんが嬉うれしそうに頭を下げるのとは対照的に、天王洲君は胡う散さん臭そうな視線を僕へと向けてくる。


    「なにか作戦でもあるのですか、ノノメメさん」


    　よくぞ聞いてくれた天王洲君、と口の中で笑いをこぼす。


    　そう、この僕が無策で相手に挑むわけがない。常に相手の一歩先を読み続ける男。それが、東雲芽め吹ぶきだ。


    「明日を楽しみにしているんだな」


    



    　　　■　■　■


    



    「無茶苦茶な練習をやめてもらおうか」


    　学園近くにある公園内のグラウンドに僕の美声が木こ霊だまする。


    　一晩明けて、翌日。の放課後。


    　今まで野球部員の姿を見かけなかったことが不思議だったのだが、学園内に練習場がないのだから姿が見えないのは当たり前のことであった。というか、部活なのに練習場がないとか、どれだけ冷遇されているのだ……。


    　それはさておき、グラウンドで一人練習していたユニフォーム姿の野球部キャプテン──三さん軒げんが大きく息を吸い込む。


    「断るッ」


    　こちらの体をビリビリと震ふるわせる気迫。


    　ただの野球部員だと思っていたが、この男、他の部員とはワケが違うようだ。


    　面白い！


    「断るを断るッ」


    　気合一いつ閃せん、三さん軒げんの体を吹き飛ばさんばかりの勢いで腹から声を浴びせかける。


    　この攻撃には三軒も上半身を反そらさずにはいられない。


    　だが、仁王立ちの姿勢のまま決して足を退さげようとはしない三軒に、自然と口元が綻ほころぶ。


    　そんな僕の様子に、向こうも本気になったようだ。グローブを外はずすと、両腕を中腰に構えて言葉を放つ。


    「断るを断るを断るッッ」


    　口からエネルギー波が出ているのではないかと感じるほどの迫力。


    　だが、こちらとて負けてはいない!!


    「断るを断るを断るを断るッッ」


    「小学生ですか、あなたたちは」


    「邪魔をするな天てん王のう洲ず君！　これは真なる男同士の戦いだぞ!!」


    「説得はどうしたんですか」


    　むっ、そうだった。


    　あまりにも白熱した戦いに、すっかり目的を忘れていた。


    「無茶苦茶な練習をやめてもらおうか」


    「断るッ」


    「なんだと、断るを断るッ」


    「ループしていますよ」


    　この僕の完かん璧ぺきな作戦を撥はね除のけるとは、最初に睨にらんだ通り、やはり只ただ者ものではないようだ。


    「作戦って、普通に『やめろ』って言ってるだけじゃないですか。え、こんなので自信満々に『楽しみにしているんだな』とか言ってたんですか？」


    「天王洲君、知らないのか？　シンプルイズベストという言葉を」


    「ここまでノノメメさんが阿あ呆ほな人間だったとは知りませんでしたよ」


    「シンプルイズベスト、つまり単純なものこそが最強だという意味だ」


    「全然話きいてねーし」


    　天王洲君とくだらないやり取りをしているうちに、三軒はこちらを無視して練習に戻ってしまっている。


    　キャッチャーもいない、専用の器具もない状態で一人投球練習をしている姿というのは、壁当てをして遊んでいる子供のようでどこか間抜けだ。


    　いや、キャッチャーとライトならいる。下しも田だと松まつ原ばらだ。僕との約束をしっかりと守ったようだが、二人は息を潜ひそめるようにグラウンドの片隅でひっそりと練習している。いまだ三軒と関かかわりを持つ気はないようだ。


    　とは言え、「みんなが戻ってくるまで全力で練習だ！」と地獄のような練習に付き合わされる方はたまったものではないというのも分かる。


    　もちろん僕ならば、どんな練習だろうとも余裕で乗り越える自信があるが。


    「その練習になんの意味がある。チームメイトがいないのでは試合もできないではないか」


    　僕の言葉を無視して、三さん軒げんはボールをひたすら投げ続ける。


    「いつやるのか知らないが、恵え比び寿す会長と理事長の賭かけ試合に勝たなければ廃部になるんじゃないのか。廃部になったらその練習も意味がなくなるぞ」


    「三日後だ」


    　三軒の足もとの籠かごからボールがなくなる。


    「練習試合は三日後だ」


    「だったらなおさら、野球部を元の状態に戻さなければマズイと思うのだが」


    「どのみち勝ち目はない。相手は甲こう子し園えん常連校だ」


    　なんだと……。


    　練習試合でさえ一勝もできない奴やつらが、甲子園常連校に勝てるわけがないだろうが。


    　恵比寿会長はそれを知っていて理事長と賭をしたというのか？


    　売り言葉に買い言葉だとしても、無謀すぎる。一体なにを考えているんだ、恵比寿会長は。


    「キャプテン、それでも最後はみんなで試合をしましょうよ」


    　大おお崎さきさんの瞳ひとみから、今にも涙が溢あふれ出しそうになっている。


    　雨の日に捨てられた子犬のような表情に、思わず抱きしめたくなる衝動に駆られるが、ここは我慢だ、東しの雲のめ芽め吹ぶき。今抱きついたりしたら、ただの痴漢だ。


    「いいや、最後になんて決してしない。今はまだ勝てないが、三日後には必ず勝ってみせるッ」


    　三軒の背景から炎が噴き出さんばかりの気迫を感じる。


    　この男、一人になってしまったというのにまだ諦あきらめていなかったのか。


    「一人でどうやって勝つつもりなんですか！」


    「俺はみんなが帰ってくると信じている。だから、その時のために俺は全力で練習をするッ」


    　ここで、三軒の本当の気持ちを知った部員全員が戻ってきてくれたりすると劇的なのだが、そんな気配はまるでない。現実とは、かくも厳しいものである。


    「全力での練習大いに結構。相手が強豪チームなら今まで以上の練習をしなければいけないことも分かる。だが、他の部員たちはキミの練習にはついていけないのだよ。キャプテンだったら、少しは周りのことを考えてみてはどうだろうか？」


    「おお、ノノメメさんが珍しくまともなことを。これは雪が降りますね」


    「余計なことを言うな」


    「これは、失礼」


    　天てん王のう洲ず君が無表情のままペコリと頭を下げた。


    　全然反省してないだろ、コイツ。


    「そうですよ、キャプテン。練習前のウォーミングアップでフルマラソンを走らせるなんてやりすぎです！」


    「本当にやりすぎだろ、それは!?　マラソン選手でも育てたいのかお前は！」


    「それくらいしなければ、あのチームには勝てないんだッ」


    　自分たちの無力さを嘆くように、三さん軒げんが奥歯を噛かみしめながら憎々しそうに言う。


    「いや、フルマラソン走るよりもっと効率のいい練習が絶対あるだろ。てか、フルマラソン走ったら練習終わっちゃうだろ」


    「二時間でゴールすれば余裕だッ」


    「世界記録を超えてるじゃないか!!」


    　そんなことができるのなら、マラソン選手になればいいだろうが。なにを言っているんだ、コイツは。


    「ノノメメさんに突っ込まれるとは、只ただ者ものではありませんね」


    　天王洲君を半眼で睨にらみつけた。


    　話がまったく前に進まない。


    「とにかく、物事には限度があるだろ。そんなことでは、部員は一人も帰ってこないぞ」


    「俺たち野球部の絆きずなも知らないで知ったふうな口を利くなッ。俺は、あいつらのことを信用しているんだ。現に、二人戻ってきているッ」


    　グラウンドの隅っこでは下しも田だと松まつ原ばらが無心でバットを振っている。まるで恐怖を振り払うかのように。いや、あれは僕が連れ戻したんだけどな。


    「俺の努力がきっと仲間たちに通じたに違いないッ。もっと、もっと努力すれば全員戻ってくるはずだ。うぉー!!　根性ーッッ!!」


    　もの凄すごい勢いで投球練習をし始める三軒の姿に、唖あ然ぜんとならずにはいられない。


    　こいつは本物のアホだ。しかも、極上の。


    「キャプテン、ちょっとは人の話を聞いて下さい！」


    「ド根性ーッッ」


    　背景に炎を浮かべている三軒の耳には誰だれの言葉も届かないらしい。


    　面白い、相手にとって不足なしとはまさにこのこと。


    　地球語の通じない相手だとしても、必ず説得してみせる。東しの雲のめ芽め吹ぶきの名にかけて!!


    「おい、三軒」


    「うぉーッッ」


    　とりあえず練習を止やめさせようと三軒の肩を掴つかむが、動きを止めようとしない。


    「とりあえず、練習を止めろ」


    「うぉーッッ」


    　どれだけ集中すればこんな状態になるのか、体を揺さぶっているというのに投球フォームがまったく崩れない。


    「数秒で済むから止まれ」


    「うぉーッッ」


    「おい、聞こえているんだろ。いいから、止まれ」


    「うぉーッッ」


    「最終手段をとるが、止まるなら今のうちだぞ？」


    「うぉーッッ」


    　最後通告も無視されてしまった。


    　そもそも僕の言葉がちゃんと届いているのかも怪しい状態だ。


    　ならば致し方あるまい。


    　三さん軒げんから少し離れて、地面に落ちていたボールを拾い上げる。


    「とりゃ」


    「うぉー、ぼめらッッ」


    　僕の投げ放ったボールが三軒の脇わき腹ばらにめり込み、体を大きく弾はじき飛ばす。


    　おぉ、空中で三回転！　と、感動している場合ではない。


    　三軒は受け身も取れずに、頭から地面へと突っこんでしまう。


    　ミツの特性のことをすっかりと忘れて、少々やりすぎてしまった……。


    「なにをするッ」


    　もしかしたら永眠したかもしれないと心配したが、元気そうでなにより。


    「キャプテン！　大丈夫ですか!?」


    　パタパタと駆け寄った大おお崎さきさんが三軒を助け起こす。


    　なんとも羨うらやましすぎる光景だ。


    「大崎君、彼は一体なんなんだッ。あんな暴力的な人間見たことないぞッ!?」


    「キャプテンが人の話をちゃんと聞かないから悪いんですよ」


    　ぷんぷんとでも擬音を付けたくなる様子で怒っている実に愛らしい大崎さんに、三軒は困ったように「むぅ」と唸うなる。


    　だから僕はもう一度、三軒にボールを投げつけた。


    「へぶらいッ」


    　三軒の頭が残像を引く速度で大きく揺れる。


    　ふぅ、すっきりした。


    「今のは、なんでボールをぶつけられたんだッ!?」


    「すまない、手が滑った。だが、後悔はしていない」


    「故意だ、わざとだッ」


    　大おお崎さきさんが怒鳴り続ける三さん軒げんをなだめ、頭の傷の様子を見ている。


    「大丈夫ですキャプテン。傷はありませんよ」


    「本当か、大崎君ッ。なんだかもの凄すごく痛いのだがッ」


    　三軒の言葉に、大崎さんが再び頭に触れる。


    　どうやら、痛みを感じられないように頭を吹き飛ばしてほしいらしい。


    　幸いにも残弾数に困ることはない。足もとに、大量に転がっているからな。


    「やめい」


    　横殴りの衝撃に、僕の視界が一回転する。体が宙を舞い、このままどこまでも飛べそうだ！　などと思う暇ひまも与えられずに地面へと叩たたきつけられる。


    「なにをするんだ！」


    　体を起こせば、目の前には天てん王のう洲ず君。


    「大丈夫です、傷はありませんよ。あったとしても、ツバを付けておけば治ります」


    「本当にツバを付けるバカがどこにいる！」


    　どこの世界に頭をがっしりと固定してツバを吹きかけてくる人間がいるんだ。


    「すみません、人間じゃないもので」


    「だから、頭の中を読むなと言っているだろうが」


    　アホなやり取りをしているうちに大崎さんによる検診は終わったらしい。


    　僕だって怪け我が人なのに、なぜ診みてくれないんだ。


    「キャプテン、みんなと仲直りして下さい」


    「ケンカなんて最初からしていないッ」


    「そんなこと言って。練習を今まで通りに戻して下さい。キャプテンと同じ量の練習を全員ができるわけじゃないんですから。……もしかして、私のせいですか？」


    「前にも言ったじゃないか、大崎君のせいではない」


    　大崎さんの言葉に、三軒の表情がこれまで以上に真剣なものへと変わる。


    「大崎君は、今までと同じ練習をして甲こう子し園えん常連校に勝てると思うか？」


    「それは……」


    　野球のことをそれほど知っているわけではないが、練習試合ですら一勝もできないようなチームが、廃部の危機に瀕して突然勝つなんて奇跡が起こったりはしないだろう。


    　だからこそ、この僕が呼ばれたわけだが。


    「俺は野球部を愛している。野球部が俺の全てだと言ってもいい。終わらせたくないんだ。みんなも俺と同じ気持ちだと信じている。だから、無茶で無謀な練習だとしても終わらせないために努力するしかないんだ」


    「キャプテン……」


    　眩まぶしそうに三さん軒げんを見つめる大おお崎さきさんの姿に歯は軋ぎしりが止まらない。


    「バカですね、本当に」


    　天てん王のう洲ず君が無感情な冷たい声を、三軒へとぶつけた。


    　その意見には激しく同意するが、天王洲君、空気読めないな！


    「俺のどこがバカだって言うんだッ」


    「確かに今までの練習量では勝つ確率は１％もないでしょう。ですが、部員がいない状態では０％ですからね。１と０どちらが少ないか、バカなあなたでも理解できるでしょう？」


    「ぬ、どういうことだッ？」


    　あ、理解できてなかったわ、この人。本物のバカでした!!


    「天王洲さんが言いたいのはですね、部員が戻ってこなければ試合ができないので、その時点で負けてしまうってことですよ」


    「だから、戻ってくるのを信じていると言っているだろうがッ」


    　力強く叫ぶ三軒に、天王洲君はやれやれと首を振る。


    「では、部員が戻ってくる確率は何％ですか。戻ってきたとして、厳しい練習で部員が壊れない確率は？　再び逃げ出さない確率は？　短い期間の練習で勝てる確率は？」


    　頭が弱いのか、三軒は完全に天王洲君の話についていけてない。


    　そんな三軒の様子に、天王洲君は盛大に溜ため息いきをついた。


    「バカですね、本当に」


    「バカと言った人間がバカなんだぞッ」


    「……黙れバカ」


    　天王洲君の眼光に射ぬかれて、あの三軒が押し黙る。大崎さんに至っては、小刻みに震ふるえながら三軒の服の裾すそを掴つかんでいる。


    　クソ、僕の方が頼りになるというのに。


    「三日くらい練習したところでたいして変わりはしねーんだから、とっとと今まで通りの練習に戻せばいいんですよ」


    「ひどい、酷ひどすぎるぞ、天王洲君！」


    　確かにそうだろうけど、そんなにはっきりと言わなくても……。


    「はっきり言わないと伝わりませんからね、あのバカには」


    　人を抉えぐり殺すような天王洲君の辛しん辣らつな言葉に、三軒が激しく反論する。


    「努力を笑う奴やつは努力に泣くぞッ！　努力を重ねていれば、どんな不可能に思えることだって実現できるんだッ」


    「では、あなたのその努力がどれだけ無駄かを証明してみせましょう」


    「証明するだとッ？」


    「いちいち暑苦しい人ですね。二日後、あなたが散々練習して培つちかってきた能力を打ち砕いてやりますよ」


    　天てん王のう洲ず君は三さん軒げんの元まで歩いていくと、大おお崎さきさんの肩を抱き自分の元へと引き寄せた。


    「大崎さんがね」


    「私が、ですか!?」


    　突然、自分に話を振られて驚きを隠せない大崎さん。


    　そんな大崎さんに天王洲君は無表情でコクリと頷うなずく。


    「大崎さんがあなたの球を打てたら、練習を元に戻してもらいますよ」


    　ここで退ひくことは、自分の努力を否定することになる。それすらも三軒には理解できないのではないかと不安になったが、さすがに理解はできたようだ。


    「仲間である大崎君と戦うのは心苦しいが、努力の大切さを証明するため、この勝負勝つッ」


    　三軒の背景が炎から火山の噴火に変わる。なんという熱血野郎。


    　だが、嫌いじゃないぜこういうタイプは。


    　大崎さんと一緒にいるのを見ると、殺したくなるけどな!!


    「無理です、無理無理。私にキャプテンの球が打てるわけないじゃないですか！」


    「これは、大崎さんにしかできないことなんです」


    　天王洲君が大崎さんの両肩を掴つかみ、瞳ひとみの中をじっと覗のぞき込む。


    「あなたが野球部を救うんです」


    「私が、野球部を……」


    　うわ言のような呟つぶやきに、天王洲君が首しゆ肯こうする。


    　その瞬間、僕のマサイ族並みの視力が、大崎さんの瞳に力強い炎が宿ったのを確かに見た。


    「キャプテン。私、キャプテンに勝ちます！」


    「望むところだ、大崎君。正々堂々戦おうではないか！」


    　バチバチと火花を散らす両者を見て、僕は思う。


    　野球部の絆きずなを取り戻すどころか、かえってバラバラにしているのではないだろうか？


    「交渉完了です」


    　そんな僕の思いを無視して、天王洲君はすごく格好いい感じでそう言った。


    



    　　　■　■　■


    



    　大崎さんと会う時はいつも放課後だ。


    　会えるまでの時間がなんとももどかしい。恋というのはいつだって辛つらいものだ。


    「そういうのいいですから、手伝って下さいよ」


    　校庭の中心に立って気持ちのいい風を受けていたというのに、余計な一言のせいで台無しだ。


    　声の方に目を向ければ、天王洲君がラインマーカーでダイヤモンドを引いている。


    　普段は陸上部とサッカー部が校庭で練習しているのだが、誠意を見せて頼んだら泣きながら丸々譲ってくれた。一部分だけでいいというのに、ありがたいことだ。


    　バッターボックスには僕とペアルック、学校指定ジャージ姿の大おお崎さきさん。ヘルメットをかぶっている姿も可か憐れんだ。そんな彼女が、なんとも危なっかしい動きで、一生懸命にバットを振っている。これがまた堪らないです！　実際には、バットに振り回されているのだが。


    　そして、大崎さんにバッティングを指導しているのが下しも田だと松まつ原ばらだ。


    　僕が手取り足取り教えると立候補したのだが、天てん王のう洲ず君によって却下された。曰いわく「プロがいるのに、素しろ人うとが教える意味が分からない」とのこと。いや、高校の部活なんだから向こうも素人だろうが。しかも、万年負けっぱなしの。


    　というわけで、僕は特にやることもなくこうしてマウンドの上に立ち、ぼぅっとしているという次第である。


    　天王洲君のラインが引き終わり、体育の授業のような即席の野球グラウンドが完成する。


    「軽く投げてみてくれー」


    　キャッチャー役の下田が、僕に向かって手を振ってくる。


    　実際にボールの感覚を掴つかんだ方が早くバッティングに慣れるだろうとのことらしい。向こうは『プロ』なのだから、『素人』の僕は素直に従っておくのが筋というものだろう。


    　松原と天王洲君が守備位置に立っているのは、雰囲気作りのためらしい。


    　どうでもいいが、天王洲君はなんで制服のままなのだろうか？


    　とにかく、大崎さんにボールを当てて怪け我がをさせないようにと細心の注意を払いながら、ボールを軽く投げる。


    　軽く投げたボールは水平移動で下田のキャッチャーミットへと吸い込まれ、下田の体を後ろへと吹き飛ばした。


    　目で追えないほど激しく回転して、ようやく動きを止めた下田に、松原と天王洲君が慌てた様子で駆け寄っていく。


    　飛んでいった下田の様子を眺めていた大崎さんがゆっくりと僕の方へと振り返った。


    「……東しの雲のめさん、下田さんになにか恨みでもあるんですか？」


    　大崎さんが表情を青ざめさせ、冷や汗を流す。


    　違うんだ、本当に手加減したんだ。そうだ、下田が自みずから後ろに跳んだに違いない。だいたい、人があんなに簡単に吹き飛ぶわけがないじゃないか。完全に僕は嵌はめられている。裁判長、僕は無罪を主張します!!


    　天王洲君が持ち上げていた下田の手を離すと、腕がだらりと地面に落ちた。


    「有罪ですね、これは」


    　ピッチャー＆キャッチャー交代。


    　ピッチャーは天王洲君に、キャッチャーは松原に交代となった。


    　僕は外野から大おお崎さきさんの応援だ。


    　天てん王のう洲ず君が緩ゆるやかに投げたボールを、大崎さんが勢いよく空振りする。


    　バットからボールまでの差は十センチ以上。なんというか、うん、可愛かわいいな。


    「大崎さん、もっとボールをよく見ましょう」


    「はい、頑張ります！」


    　天王洲君がもう一度ゆっくりとしたボールを投げるが、やはりバットを掠かすりもしない。


    　というか、ボールが届く直前に目を瞑つぶってしまっている。


    　ボールを怖がる大崎さんも素敵だ。


    「目を閉じていますね。頑張ってボールを見て下さい」


    「はい！」


    　威勢はいいものの、そう簡単に恐怖は取り除けない。


    　何度ボールを投げても、大崎さんはやはり目を閉じてしまう。


    「困りましたね」


    「すいません……」


    　大崎さんが、力なくしゅんと俯うつむく。


    　特訓を始めたばかりだというのに、いきなりボールに慣れろと言うのが無茶な話なのだ。だが、いかんせん時間がない。となれば、いよいよ僕の出番のようだ。


    「いいアイディアがある」


    「却下です」


    「まだ、なにも言ってないだろうが！」


    　天王洲君が僕の思考を読めることは重々知っているが、せめて言ってから却下してくれ！


    「読まなくても、ノノメメさんの顔を見ていればなにを言うとしているのかくらい分かります」


    　ほう、読まなくても分かるのだったら、僕がなにを言おうとしているのか当ててもらおうか。


    「大崎さんの下着って何色かなー、ですよね？」


    「ですよね、じゃねぇよ！　そんなこと考えているわけないだろ!!　てか、それアイディアじゃないからね!!」


    　なに、「え？　私の読みが外はずれるなんて……」みたいな意外そうな表情を浮かべてるんだよ。


    　見てみろ、大崎さんを。完全に引いちゃっているではないか。


    　天王洲君め、いらない前ふりをしやがって。ここはビシリと決めて、大崎さんの好感度を上げるしかない。


    「それでは、発表しよう──」


    　僕は勿もつ体たいつけながら、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    



    「これは、なんの拷問なんだろう？」


    　校舎の屋上の縁に立つ松まつ原ばらが、ぽつりと呟つぶやく。


    　ロープで体を巻かれた姿はなにかの拷問のように見えなくもないが、これはれっきとしたバッティングの練習である。


    「僕のアイディアとは、ボールが飛んでくる恐怖を上回る恐怖を体感することで、克服させようという試みだ。題して、『大は小を兼ねる作戦』だ！」


    「やはり、ロクでもないアイディアでしたね。言葉の意味も間違っていますし」


    　天てん王のう洲ず君を無視して、落下防止用に立てられた柵さくにしっかりとロープが結びついているか確認する。これだけ堅く結ばれていれば、たぶん大丈夫であろう。


    「よし、行ってこい！」


    「ちょっと待って、心の準備──ッッ!?」


    　背中を押してやると、松原は声も出さずに屋上から落下していく。


    　根性なしだと思っていたが、なかなかに肝の据わったヤツだ。


    　柵に結びつけたロープが、松原の体重に鈍い音を立てる。


    　ゴム製のロープを使ったバンジージャンプとは違い、こちらはただのロープなのでほとんど跳ね上がらない。見ていて、非常に地味な光景である。


    　ロープの先の松原はグッタリとしていて、生きているのか死んでいるのか屋こ上こからでは確認できない。肝は据わっているが、体の造りは脆ぜい弱じやくなようだ。自力で戻ってきてほしかったが、無理そうなので仕方なく引き上げてやる。


    「中身が全部飛び出るかと思った……」


    「やはり、ロープと体の間になにか挟んでおくべきだったか」


    「最初に気づいてよ、それ!!」


    　その言葉を最後に、松原はだらりと意識を失った。まったくもって情けない奴やつである。


    「ノノメメさんのロクでもなさは、天井知らずですね。大おお崎さきさん、グラウンドに戻って練習を続けましょう」


    　天王洲君の言葉に、大崎さんが首を横へと振る。


    「私もやります」


    「正気ですか。これは、ただの拷問ですよ？」


    「それでも、やります」


    「ここまでやる必要がどこにあるのか、私には分からないのですが」


    「私が勝たないといけないんです」


    　決意に満ちた大崎さんの言葉。


    　彼女がやるというのならば、僕は黙って協力するだけである。


    



    　体にロープを巻き付けた大崎さんが屋上の縁に立つ。


    　風に吹かれて、ショートカットの髪が揺れる。


    「自分のタイミングで飛べばいい」


    　僕の言葉に、大おお崎さきさんは振り返らずに頷うなずいた。


    「松まつ原ばらさんの時は押したくせに」


    「忘れたな、そんな過去のことは」


    　大崎さんは心を落ち着かせるように深い呼吸を数回繰り返すと、迷うことなく飛んだ！


    　叫び声を上げる余裕すらなく、体を硬直させた大崎さんが落下していく。


    　大崎さんの代わりに、荷重のかかったロープがギチリと嫌いやな悲鳴を上げた。それと同時に、大崎さんの体が僅わずかに跳ね上がる。


    　ようやく動きが止まったところで、力なくぶら下がっている大崎さんを、屋上まで引き上げた。


    「大丈夫か、大崎さん？」


    　屋上で倒れたままの大崎さんに声をかけると、かろうじてという感じで腕が上がる。


    　これ以上は無理かとロープを外はずそうとすると、大崎さんの手がそれを止めた。


    「目を瞑つぶってしまいました。もう一度お願いします」


    　大崎さんは自力で起き上がると、よろよろと柵さくを乗り越えそのままダイブした。


    　ロープが伸びる音に続いて、大崎さんがわずかに跳ね上がる。


    　引き上げると大崎さんは、「また目を閉じてしまいました」と悔しそうに唇くちびるを噛かみながら、再び屋上から飛び降りる。


    　何回、飛び降りと引き上げを繰り返しただろうか。


    「なにをしてるんですか、あなたたちは!!」


    　聞き慣れた怒声に思わず振り返ると、そこには予想通りの男子生徒、名前をど忘れしてしまったが、とにかく副会長が立っていた。


    「やっぱり、あなたでしたか。私に怒鳴られるのが趣味なのですか？」


    「僕を怒鳴るのが趣味なんだろ？」


    　副会長が、僕から天てん王のう洲ず君へと視線を移す。すると、天王洲君は肩をすくめてみせた。


    　そんな僕たちの会話が聞こえていないのか、大崎さんがゆっくりと柵を乗り越えていく。


    「そこの人、危ない真ま似ねは止やめて今すぐこちらへ戻ってきて下さい」


    「危ない真似ではない。これは、野球の練習だ」


    「どこの世界に、屋上から飛び降りる練習があるというのですか！」


    　一向に戻ってくる気配のない大崎さんに、副会長が柵へと近づいていく。


    「すまないが、邪魔をさせるわけにはいかないな」


    　僕が行く手を阻はばむと、副会長は不機嫌そうに鼻を鳴らした。


    「こんな危険な真似が許されるとでも」


    　副会長が横を通り過ぎようとするのを、腕を広げて妨害する。副会長は煩わずらわしそうな表情を浮かべると、迂う回かいしようと逆側へと回った。僕はさらにそれをブロックする。。


    　その隙すきに大おお崎さきさんが、「今度こそ」と屋上の縁から飛んだ。


    　それを見た副会長は僕を押し退のけ、声にならない悲鳴を上げながら柵さくから身を乗り出す。


    　副会長に続いて、僕も柵へと駆け寄った。


    　小さなバウンドのあと、大崎さんがゆっくりと左右に揺れる。


    　固かた唾ずを飲んで見守る僕たち。


    　数秒のようにも数十分のようにも感じられる曖あい昧まいな時間が流れ、大崎さんがゆっくりと親指を立てるのが見えた。


    　思わずガッツポーズをする僕とは対照的に、副会長は安あん堵どの溜ため息いきとともにへなへなとその場に腰を落とした。


    「まったく、あなたと関かかわるとロクなことがない」


    「その意見には、激しく同意します」


    　天てん王のう洲ず君、キミはどっちの味方なんだ？


    



    　　　■　■　■


    



    　日が沈んでまた昇り、今再びの放課後。


    　今日もグラウンド全面を貸してくれる気のいい陸上部とサッカー部であった。


    　ジャージに着替え、制服姿のままの天王洲君と並んで校庭へ出ていくと、ジャージ姿の大崎さんの周りにはユニフォーム姿の男が増えている。


    　具体的には六人ほど。


    　野球部員たちに囲まれてバッティング練習をしている大崎さんの姿は、今まで見たことがないくらい楽しそうに見える。なんだか複雑な心境だ。


    「どういうことだ、下しも田だ。昨日に比べて人数が増えているようだが？」


    「マネージャーが必死に特訓しているのを見ていて、戻ってきてくれたんだ。やっぱり野球をやりたいって気持ちはみんな同じだったみたいだな」


    　校庭で特訓していたのも無駄ではなかったらしい。


    「天王洲さん、東しの雲のめさん、今日もよろしくお願いします」


    　笑顔で頭を下げる大崎さんの姿に、モヤモヤとしていたものがどこかに飛んでいく。


    　やはり、大崎さんの笑顔は素敵すぎるな。


    「任せてもらおうか」


    　自信を溢あふれさせながら眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げ、ピッチャーマウンドへと向かう。


    　今日こそは、僕の華麗なピッチングを大崎さんに披露しなくてはならない。


    「おい、なに普通にボール投げようとしてんだよ。昨日のこと忘れたのか!?」


    「忘れたな！」


    「忘れんなよ!!」


    　東しの雲のめが投げるなら、キャッチャーはやらないと下しも田だがごね始める。


    　だが、こちらも退ひくわけにはいかない。そろそろ大おお崎さきさんに格好いいところを見せないといけないからな。たとえ下田を犠牲にしてでも、僕はボールを投げてやる！


    「下田さん、キャッチャーは私がやりましょう」


    「天てん王のう洲ずさんが!?　東雲のあの球を受けるなんて無理だろ!?」


    「ただ球を受けるだけなら、私にもできます。それに、試合まで二日しかないのですから、下田さんも練習をした方がいいでしょう？」


    　感動している様子の下田には、「ノノメメさんに壊されても困りますしね。替えの選手がいないのですから」という天王洲君の言葉は聞こえていないらしい。やる気に満ち溢あふれ、無駄にバットを振り回している。


    　天王洲君のナイスなアシストを無駄にするわけにはいかない。昨日と同じように軽く、と念じながらボールを投げた。


    　真まっ直すぐに飛んでいったボールは、天王洲君の構えるキャッチャーミットの中へと綺き麗れいに吸い込まれた。もちろん、球を受けた天王洲君が、下田のように後ろにふっ飛んでいくこともない。さすがは僕の助手だ。


    「ノノメメさん、今の見てましたか？　大崎さん思い切り空振りしたのですが。昨日の練習はなんだったのですか？」


    　天王洲君の言うとおり、大崎さんは派手に空振りしていた。


    　だが、そんなことはどうでもいい。注目するべきは、その両目。見事にパッチリと開かれているではないか！


    「見てみろ、大崎さんは恐怖心を克服したのだ。ちゃんと昨日の練習の効果は出ているぞ！」


    「それはそうかもしれませんが、ただ目を開けているからといってボールを打てるわけではないのでは？」


    　確かに、天王洲君の言うとおりだ。目を開けていたら打てるんだったら、バッティングの練習なんていらないよね。


    「で、結局どうすんだよ。このままじゃ、キャプテンに勝てないだろ？」


    　下田ー!!　昨日、気絶していたクセにエラソーにしやがって。


    　またボールをぶつけてやろうか。


    「ふん。問題ない。まだ、練習方法はある」


    「本当ですか!?」


    　落ち込んでいた大崎さんが、僕の言葉に元気を取り戻す。


    　大崎さんの頑張りを無駄にしてたまるものか。恐怖を乗り越えることができたのだ。あと一歩進めば必ずボールは打てるはずだ。


    「大おお崎さきさんに足りないもの、それは動体視力です」


    「動体視力、ですか？」


    「飛んでくるボールを目で追えていないから、打つことができない。これを克服できれば、絶対に打つことができるはずです」


    　なるほど、と大崎さんが納得したように頷うなずく。


    「東しの雲のめ、確かにそうかもしれないが普通にバッティングの練習をした方が早くないか？」


    　下しも田だの意見を、僕は即座に否定する。


    「一日で打てるようになるには、普通の練習ではダメだ。この方法でいくしかない！」


    「で、具体的にはどうするのですか？」


    　天てん王のう洲ず君、いい質問だ。


    　僕はマジックを取り出すと、ボールに文字を書く。


    「このボールに書いてある文字を読み取るだけでいい。これができた時、大崎さんの動体視力は格段に跳ね上がっているはずだ」


    「分かりました。頑張ります！」


    　天王洲君が投げてこいと頷く。僕はそれに応こたえるべく、思い切りボールを投げた。


    　激しい衝突音を響かせながら、ボールがキャッチャーミットへと収まる。


    　昨日は加減をしすぎてフラストレーションが溜たまっていたが、今日はすこぶる調子がいい。


    　持つべきものは、勝手知ったる助手といったところだろうか。


    「大崎さん、なんて書いてあるか分かりましたか？」


    　天王洲君が声をかけると、大崎さんは棒立ちしたまま首をゆっくりと左右に振った。


    「読むとか、そういうレベルではなかったです……」


    「ノノメメさん、もう少し抑えて下さい。動体視力を鍛えるためとはいえ、最初からあの速度は難易度が高すぎます」


    　天王洲君の言うとおり。限界まで軽く投げたボールですら目が追いつけてないのだ。あの速さで読み取れというのはやはり無理があるか。


    「いえ、今のスピードのままでお願いします！」


    　大崎さんの凜りんとした声がグラウンドに響く。


    「大崎さん、万が一にもあの球が当たったら怪け我がじゃすみませんよ？」


    　なにを言っているんだ、天王洲君。超絶コントロールを持つ僕が、大崎さんにボールをぶつけるわけがないだろうが。


    　ほら、天王洲君の余計な一言のせいで、大崎さんが怖がってしまっているではないか。


    「絶対にキャプテンに勝ちたいんです。だから、お願いします！」


    「三さん軒げんさんでも、ノノメメさん並みの速度は出せないと思いますけど。まぁ、大崎さんがそう言うのでしたら」


    　このまま続けてくれと、天てん王のう洲ず君が手を挙げて合図をしてくる。


    



    　それは、まるで屋上でやった練習の繰り返しのような光景だった。


    　ボールを投げ続ける僕と、ボールに書かれた文字を読み取ることのできない大おお崎さきさん。


    　何回、このやり取りが繰り返されただろうか。


    「一旦休憩にしよう」と大崎さんと天王洲君に告げたタイミングで、天王洲君が僕の元へと駆け寄ってくる。


    　そして、ゼロ距離でボールを投げつけてきた。


    「がにめでッ!?」


    　顔面にボールを食らい、首にとんでもない衝撃がかかる。


    「なにをするんだ、天王洲君!?」


    「いつボールをぶつけてやろうかとタイミングを窺うかがっていたのですが、なんですかこれは？」


    　天王洲君が、僕の顔にボールを押し当ててくる。


    　痛いから、結構痛いからそれ。


    「なにって、普通のボールではないか」


    「文字ですよ、ここに書かれている」


    　顔からボールを離し、文字を見せつけてくる。


    　そんなことをしなくても、僕が書いたのだから分かるに決まっているというのに。


    「なにが不満なんだ。普通に『大好きです、東しの雲のめさん』と書いてあるだけではないか！」


    「てりゃ」


    「へげもねッ!!」


    　先ほどよりも強力なゼロ距離投とう擲てきに、鼻が消し飛んだかと錯覚する。


    「なんの恨みがあるんだ、一体!?」


    「気持ち悪いものを見せられ続けた恨みです」


    「おい、気持ち悪いとか言うんじゃないよ!!」


    「では、言い換えましょう。邪悪な物を見せ続けられた恨みです」


    「余計に悪くなってるわ!!」


    　見てみろ、大崎さんが暇ひまを持て余してしまっているではないか。


    　こうやってる時間も勿もつ体たいないというのに。


    「とにかく、文字数を減らして下さい」


    「仕方がない。『好きです』にしておくか」


    「またボールをぶつけられたいみたいですね。マゾなんですか、ノノメメさんは？」


    「天王洲君の言う通りに減らしただろうが!?」


    　もういいです、と持っていたボールを明後日あさつての方へと投げ捨て、別のボールに天てん王のう洲ず君が文字を書く。随分と当たり障りのない文字になってしまった。


    　だが、文句を言うとまたボールをぶつけられそうなので、黙っておく。


    　さらに時間は経過して、辺りは闇やみに包まれ始めていた。


    　この暗さではボールに書かれた文字を読むことなどできそうにもない。


    　大おお崎さきさんの体力的にも限界だろう。


    「今日は、もう終わりにしましょう」


    　天王洲君が声をかけると、大崎さんは肩で荒い息をつきながら首を振った。


    　もう、言葉も出せないくらいに消耗しているではないか。


    　なにが彼女をそこまで突き動かすのだろう。


    「明日は、万全の状態で挑まなければなりません。だから、今日はもう終わりです」


    　天王洲君がそう言うと、大崎さんは力が抜けたように、地面へと座り込んだ。


    　大崎さんの頑張りを労ねぎらうように天王洲君は肩を軽く叩たたいてから、僕の方へと歩み寄ってくる。またボールをぶつけられるのではないかと、条件反射で身構えてしまう。


    「大崎さん、勝てると思いますか」


    　身構えてしまったのがバカらしく思える、普通の質問。だから、僕も普通に答える。


    「まず勝てないだろうな」


    「ですよね」


    　天王洲君と揃そろって、大崎さんへと視線を送る。


    　いまだにボールに書かれた文字は読めず一球も打つことができていないが、それは僕が投げた球での話だ。恐怖心はすでに克服しているし、だんだんフォームも良くなってきている。バッティングセンターの球くらいなら容易に打ち返せることだろう。


    　しかし、相手はあの三さん軒げんである。練習風景を見ただけだが、あの球速に対応できるとは到底思えない。だが……。


    「なにか考えがあるんじゃないのか？」


    　よくぞ聞いてくれたとばかりに、天王洲君は勿もつ体たい付けながらこちらへと視線を投げてくる。


    　もちろん、無表情でだが。


    「私を誰だれだと思っているんですか？」


    「そんなの決まっている。神様だろ？」


    　僕は悪役よろしく、ニヤリと笑えみを浮かべた。


    



    「ここからは、私の番です」


    



    　　　■　■　■


    



    　教室の窓から見える景色は、すっかりと墨すみ色に染まりきっていた。


    　人影のなくなったグラウンドは、眺めているだけで寂しさが込み上げてくる。


    　無人の場所というのは、どうにも好きになれない。


    「お待たせしました」


    　がらりと教室の扉が開き、制服へと着替えた大おお崎さきさんが入ってくる。


    　私は、目の前の席に座るように促うながす。


    「すみません、こんな遅い時間に」


    「大丈夫です、天てん王のう洲ずさん。あとは帰るだけですから。それで、話というのは？」


    　大崎さんが笑顔で尋たずねてくる。


    　そんな彼女の表情が私を責めているように思えるのは、きっと申し訳ない気持ちで心が埋め尽くされているからなのだろう。


    　私は感情を排して、淡々と語る。


    「時間も遅いですし、単刀直入に聞きます。大崎さんが、野球部を元に戻したい本当の理由はなんですか？」


    　私の質問に、大崎さんが目を大きく見開いた。


    　彼女の態度に、私の中で一つ一つの情報が繋つながっていく。


    「これは、私の勝手な妄想です。独り言ですから、聞き流して下さい」


    　相手が聞き流せないと分かっていながら言うのだから、私は本当にたちが悪い。


    「大崎さんが野球部を元の形に戻したい理由とはなんでしょうか。マネージャーとして、野球部を元に戻したい。なにもおかしなところはありませんし、その理由を嘘うそだとも思わない。でも、私にはそれだけが理由だとは思えないのです。


    　きっかけは、大崎さんが不意に漏もらした一言でした。ノノメメさんが三さん軒げんさんに直接交渉した時、大崎さんは三軒さんにこう言いましたよね。『もしかして、私のせいですか』と。果たして、なにが『私のせい』だったのでしょうか。野球部が分裂した理由は、キャプテンの練習量に部員がついていけなくなったためでしたよね。それは、下しも田ださんも松まつ原ばらさんも認めていました。なのに、大崎さんはなぜ自分を責めているのか。大崎さんから三軒さんに練習量を増やすように進言したようにも見えませんしね。私は大崎さんのあの一言がどうしても気になり、申し訳ないと思ったのですが少し調べさせてもらいました。


    　大崎さん、あなたが所属していた部活はこれまで全てが廃部になっていますね。その理由は部内の仲なか違たがいだったり、自然消滅だったりと様々で、一つとして大崎さんが原因となったものはなかった。それでもあなたは、自分のせいだと思うようになってしまった。部活に不穏な空気を持ち込んでいるのは自分なのだと。いくつかの部活を渡り歩いた中学時代、あなたはついに部活動から遠ざかってしまった。


    　そうなると、新たな疑問が湧わいてきます。なぜ、高校では野球部に入ったのか。


    　自分が所属したら部活が潰つぶれてしまうと思い込んでいる人間が、果たして自分から入部するでしょうか。しないとは言い切れませんが、少なくとも大おお崎さきさんから感じる私の印象としては自分から入部するようには思えません。


    　そこで登場するのが、三さん軒げんさんです。大崎さんと三軒さんは同じ中学に通う先輩後輩の関係だった。三軒さんは中学校でも野球部で、大崎さんはそのマネージャーをしていた。しかし、野球部は消滅。三軒さんはもちろんその原因が大崎さんにはないことを知っていた。また、大崎さんがそれを自分のせいだと責めていることも。


    　同じ高校へと進学してきた大崎を三軒さんは、それが大崎さんのせいではなくただの偶然だったのだと証明するために高校でも野球部へと誘った。しかし、野球部はまた消滅の危機を迎えてしまう。大崎さんはやはり自分のせいだと思い、必死に野球部を戻そうとした。しかし、自分一人ではどうしようもできない。そんな時に生徒会長が現れた」


    　果たして、会長の言っていた、理事長との賭かけという事実が本当にあるのか私には分からない。だが、あのヒトのことだ。大崎さんが抱かかえているものを知り、面白半分でノノメメさんをけしかけているに違いない。本当にあのヒトは。


    「もう、私のせいでみんながバラバラになるのはイヤなんです」


    　大崎さんが疲れたように、深く息を吐き出す。


    「先ほども言ったように、大崎さんのせいではありません」


    　大崎さんが、駄々をこねる子供のように大きく首を振る。


    「キャプテンもそう言ってくれますけど、やっぱり納得できないんです。だっておかしいじゃないですか、私が入った部活が全部潰れるなんて。きっと、私はそういう運命を背負っているんです！」


    「それは違います！」


    　私がそう言うと、大崎さんが小さく肩を震ふるわせた。


    　少し語気が荒くなってしまったか。気を付けなくては。


    「大崎さんは、そんな運命なんか背負っていませんよ。それは私が保証します」


    「なんで、天てん王のう洲ずさんにそんなことが分かるんですか？」


    　大崎さんの怒ったような言葉。私はそれに対する答えを一つしか持っていない。


    「それは、大崎さんがミツではないからです」


    　オウム返しに「ミツ？」と尋たずねてくる大崎さんに、私は首しゆ肯こうで返答する。


    「金色の霞かすみを放出させるために、神々によって不幸を運命付けられた人間。それが、ミツです」


    　大崎さんには私がなにを言っているのか、理解はできないだろう。頭がおかしい奴やつだと思われても、仕方のない内容なのだから。


    「ミツを見分けることができる私には断言できます。大崎さんは、不幸を運命付けられてはいないと」


    「天てん王のう洲ずさんって、何者なんですか？」


    「しがない平ひらの神です」


    　大おお崎さきさんは一瞬、呆ほうけたような表情浮かべるが、次第にそれは笑えみへと変わっていく。


    「天王洲さんでも、そんな冗談言うんですね」


    「まぁ、たまには」


    　どちらも言葉は発さず、ゆっくりと時間だけが流れていく。


    「ごめんなさい、天王洲さんと東しの雲のめさんを騙だますような真ま似ねをして。こんなに一生懸命に手伝ってもらってるのに」


    　大崎さんがポツリと言葉を漏もらす。


    　一体なにを騙したというのか、大崎さんは机に額ひたいを擦こすり付けるようにして頭を下げる。


    　私はただ妄想を語っただけ。大崎さんを責めるつもりなど微み塵じんもないというのに。


    　いや、こうなることは最初から分かっていた。


    　大崎さんなら、こうするだろうことも。


    　それでも、はっきりと伝えておきたかったのだ。


    　あなたは、不幸な運命など背負っていないと。


    　私の自己満足のために。


    「私の知り合いにバカがいるのですが、そのバカがどうにかして大崎さんを喜ばせたいみたいなんです。バカがなにをしようが知ったことではないのですが、私も居い候そうろうの身なもので。これでも、結構義理堅い性格でして」


    　ゆっくりと大崎さんの頭が上がってくる。


    　私は大崎さんを正面から見るのが気恥ずかしく、少しだけ視線を逸そらした。


    「それに、私も大崎さんの喜ぶ姿が見たいですから」


    　見えていなくても、大崎さんが微笑ほほえんでいるのが分かる。


    　やはり、らしくないことは言うものではない。どうにも調子が狂って仕方がない。


    　私は咳せき払いをして気持ちを入れ替えると、今度こそ大崎さんを正面から見据える。


    「だから、大崎さんには運命ではなくただの偶然なのだと証明するために、ただの偶然を自分の手で打ち破っていただきます」


    「私に、そんなことができるんでしょうか」


    　大崎さんの質問に、私は力強く頷うなずく。絶対の自信を持って。


    「それでは、ここからが本題です」


    



    　　　■　■　■


    



    　試合の日は訪れた。


    　練習試合を無事に行うために、散り散りになった部員たちを再び集めるための試合というややこしい上にわけの分からない試合だが、試合は試合である。


    　場所は、学園近くの公園のグラウンド。いつもと同じく閑散としている。


    　なんであれ試合は人目が多い場所でやった方が盛り上がると思うのだが、天てん王のう洲ず君が言うのには「この場所の方が、都合がいい」らしい。


    　とはいえ、ギャラリーが恵え比び寿す会長だけなのは、さすがに寂しい気がするが……。


    　グラウンドでは、既に三さん軒げんが雄お叫たけびを上げながら投球練習をしている。一方、大おお崎さきさんは、準備があると天王洲君とどこかに行ってしまったため、残念ながらこの場にはいない。


    　これはあれだろうか。


    　今のうちに三軒を弱らせておけという、天王洲君からのメッセージなのだろうか。


    　だが、真剣勝負に水を差すほど僕は野暮ではない。それに、恵比寿会長がさっきからニコニコとこちらを見張っているしな。


    　それにしても、三軒はいつも以上に気合いが入っている様子だ。


    　大崎さんが相手だからといって、手加減するつもりは毛頭ないらしい。


    　僕の隣で三軒の様子を眺めていた下しも田だが、呆あきれた声を出す。


    「キャプテンは本物の野球バカだからな。手加減って言葉は端はなっから存在してないんだろ」


    　面倒な奴やつである。


    　こちらは既に部員を八人揃そろえているのだ。三軒が折れれば今すぐにでも練習を開始できるというのに。


    「あの、やっぱりこれ、おかしくないですか？」


    「大丈夫です。全然おかしくないです」


    　グラウンドの入り口の方から聞こえてきた声に目を向ければ、そこには制服姿の天王洲君と、同じく制服姿の大崎さんが──って、なぜ制服姿なのだ!?


    　いや、制服姿の大崎さんもとても素敵だが、どう考えても野球をする格好ではないだろう。


    　三軒もそれに気づき、両手をわなわなと震ふるわせる。


    「大崎君、いつものジャージはどうしたんだッ。着替えるのを忘れたのなら、待っているから早く着替えてきたまえッ」


    「着替える必要はありません。これがユニフォームです」


    　そう言われても制服がユニフォームに見えるわけもなく、三軒が不満の表情を浮かべる。


    「運動をするには、それにふさわしい格好というものがあるだろうッ。それとも君は、野球を侮ぶ辱じよくするつもりかッ!?」


    　こちらの想像を裏切ることなく、三軒が暑苦しさを爆発させる。それを眺めて、天王洲君は煩うるさそうに顔をしかめた。


    「ふさわしいと思っているから、この格好をしているのです。そうですよね、大おお崎さきさん？」


    「私はふさわしいとは、あんまり……」


    「彼女もふさわしいと言っています」


    　全然言ってなかったではないか！


    　なぜ、そこまで制服を推しているのか分からないが、僕に気を遣ってくれているのだろう。


    　大崎さんのジャージ姿しか見たことがなかったからな。


    　グッジョブ、天てん王のう洲ず君！


    「見損なったぞ、大崎君ッ。昨日までは膝ひざ下したまであったスカートの丈を、そんなに短くして。まるで、ギャルではないかッ」


    　三さん軒げんの言う通り、大崎さんのスカートの丈がやたらと短いのである。


    　これが、そこら辺にいるような普通の女子生徒ならば「流行なのか」と思うだけだが、大崎さんのような生き真ま面じ目めな女子が短いスカートを穿はいていることで、ぐっとポイントが上がる。


    　しかも、恥ずかしそうに裾すそを気にしているあたりなど、もうなんというか、ヒャッホーッて感じである。


    「俺の魂のこもった球で、大崎君を改心させてみせるッ」


    「あなたの暑苦しさともども、打ち返してやりますよ」


    「あぁ、私を置いて話が進んでいく」


    　僕も同じですよ、大崎さん。


    　ここ数日、存在しているだけのモブキャラと化しているような気がする。


    　これではただの解説キャラではないか！


    　解説キャラを好きになるヒロインがどこの世界にいる。


    　このままではバッドエンド一直線だ……。


    



    「三振する前に、一球でも打てたら大崎さんの勝ちです」


    　グラウンドの隅に集まってのルール確認に、大崎さんが力強く頷うなずく。


    　ピッチャーマウンドには、腕組みをしながら瞑めい想そうしている三軒。準備は万端のようだ。


    　そんな三軒を、大崎さんが真剣な眼まな差ざしで見つめる。


    「東しの雲のめさん、私勝ちます。絶対に」


    「大崎さんならできる。僕が保証しよう」


    　大崎さんは力強く頷くと、バッターボックスへと向かう。


    　部員たちの声援が大崎さんへと飛ぶ中、僕はただ黙ってことの成り行きを見守る。


    　大崎さんが戦地に立った以上、僕にできることはなにもない。僕にできることなど、せいぜいミニスカートから伸びる足を眺めることくらいである。


    「天てん誅ちゆう」


    　天てん王のう洲ず君が唐突に放った正せい拳けん突きによって、僕の肺の空気が全て吐き出される。


    「なにするんだ、いきなり!?」


    「大おお崎さきさんに対して、えっちな想像をした報むくいです」


    「ちょっと待て。だったら、コイツらだって同罪だろうが！」


    　僕が指差すと同時に、野球部員たちが一斉に視線を逸そらす。


    　死なばもろともだ。全員、天王洲君にぶっ飛ばされるといい。


    「そんなこと、できませんよ」


    「なんでだよ!?」


    「そんな推量で人を殴れるわけないじゃないですか。常識で考えて下さい」


    　そういえば、天王洲君の読心術は僕の思考しか読めないのだったか。


    　だけど、あの顔見たらエロいこと考えてるって分かるよね。


    　てか、常識で考えてるなら、殴らないで言葉で言えよ！


    「おふざけはここまでです。そろそろ始まりますよ」


    　そう言って天王洲君は、大崎さんと三軒へと視線を向ける。


    　いきなり鳩みぞ尾おちに正拳突きを入れてきたのは天王洲君だけどな！


    「大崎君、覚悟はいいか？」


    「必ずキャプテンを倒してみせます！」


    　僕たちのやり取りなど意にも介さない程に、いつの間にか二人の集中力は高まっていた。


    　大崎さんがバットのグリップを握り込み、両足を肩幅に開く。


    　フォームは様さまになっているが、果たして三さん軒げんのボールを打てるのか。


    「行くぞッ」


    　ゆっくりとした動作で振りかぶった三軒が、全身のバネをフルに使いボールを投球する。


    　速い。


    　練習の時とは比べものにならない速度の球に、大崎さんは対応しきれず完全に振り遅れる。


    　だが、腰の入ったいいスウィングだ。


    　その勢いに釣られるようにして、短いスカートがふわりと舞い上がる。


    　露あらわになる、大崎さんの白い太ふと股もも。


    　部員たちから「おおッ」と歓声が上がる。その中の一人は、僕だ。


    　もう少し、もう少し勢いよく振ればスカートはさらに捲まくれ上がり、お宝シーンが拝おがめるかもしれない!!　とは、決して思ったりしない。なぜなら、僕は紳士だからだ。


    「大崎君ッ、せめてスカートの下にジャージを穿はきたまえッ」


    「どうしてですか、キャプテン。なにか問題でもありますか？」


    　顔を赤らめながら、大崎さんが挑発的な言葉を投げかける。


    　一方、三軒はそんな大崎さんに返す言葉を持ってはいなかった。


    　なんだ、これは。


    　なんなんだこの、俺得な状況は!!


    「題して、『パンチラ大作戦』」


    　裸眼の分際で、天てん王のう洲ず君が眼鏡めがねのブリッジを押し上げる動作をする。


    　それは、僕の決めポーズだろうが。


    　いや、そんなことはどうでもいい。なんと、心躍る作戦名だろうか。


    「野球バカとはいえ、所しよ詮せん男子高校生。いや、野球バカだからこそ、この方面に対する耐性が低いと思っていたのですが、正解でしたね」


    　驚きよう愕がくのあまり、声すら出せない。


    　なんという策士なんだ、天王洲君。仲間でよかったと、心から思う。


    「彼の生き真ま面じ目めさが仇あだとなりましたね。もう、一球目ほどの速度は彼には出せません」


    　天王洲君の言うように、三さん軒げんの投球フォームはあからさまにおかしくなっていた。


    　三軒が投げた球は、確かに一球目ほどのキレはなくなっているが、それでもまだ大おお崎さきさんが対応するには厳しい速度だ。


    「大崎さん、そこです」


    　天王洲君の呟つぶやきが届いたのか、派手にバットを振った大崎さんが、バットに引きずられる格好で転倒する。
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    　尻しり餅もちをついている大おお崎さきさんの両足が大きく開かれ、禁断の園が露あらわに──なっていない!!　見えそうで見えないギリギリの位置。


    　太ふと股ももは先ほどよりも大胆に露出しているというのに、決して園を見せようとはしないスカート裾すその完かん璧ぺきなポジション。まさに、神がかっている。


    　イタタッ、と目を瞑つぶっていた大崎さんが大きく足を開いてしまっていることに気づき、慌てて両足を閉じる。


    　そして、「見えてないですよね？」と頬ほおを朱色に染めながら、三さん軒げんを上目遣いに見上げた。


    　子犬のような、愛くるしい瞳ひとみで。


    　なにが起こっているのかまるで理解できない。得体の知れない恐怖が、体中を這はいまわる。


    「完璧です。一生懸命、練習をした甲か斐いがありました」


    「じょ、冗談だろ。あれを狙ねらってやったというのか？」


    　あまりの恐ろしさに、無意識に唾つばを飲み込む。


    　周りの部員たちも僕に釣られるように生唾を飲み込んだ。色々な意味で。


    「当然です。あんな偶然、起こるわけがありませんよ」


    　さも当然といった具合に語る天てん王のう洲ず君に、僕は戦せん慄りつを覚える。


    　コイツ、野球を教えないで一体なにを伝授したのだ。


    「まだ終わっていません。ここからが、本番です」


    　立ち上がった大崎さんが、バットを構え直す。


    　だが、明らかに先ほどまでの構え方とは違う。


    　両足を肩幅よりも大きく開き、というか開きすぎではないか!?


    　足をじりじりと開いていくに連れて、少しずつスカートが太股を上へ上へと上っていく。


    　見えちゃう、これ以上開いたら見えちゃうから!!


    　今すぐにでもボールを投げれば、三軒の勝ちだ。あれほどまでに足を開いた状態で、まともにバットが振れるわけがない。


    　だが、悲しいかな三軒もまた男であった。白い山を登っていくスカートという名の登山者に目を奪われ、ボールをなかなか投げることができないでいる。


    　大崎さんは戦っていた。


    　顔が尋常ではないくらいに赤く染まっている。今すぐにでも逃げ出したいという衝動に駆られているのだろう。


    　それでも、戦っているのだ。


    　大好きな野球部を元に戻すために。


    　三軒がボールを握り直す。


    　三軒もまた戦っていた。


    　男子高校生永遠の桃源郷である山頂は見たい。だが、信じる野球部のため、努力は決して無駄ではないと伝えるため、大おお崎さきさんを倒さなくてはならない。


    　そして、彼は己おのれの欲望に打ち勝った。


    　三さん軒げんが大きく振りかぶる。


    　自分の野球人生の全てを懸かけた一球を放つために。


    「マズいぞ！」


    　その時、一陣の風が吹いた。


    　神風と呼ぶにふさわしい風が。


    　大崎さんのスカートが吹き上げられ、三軒の手から力なくボールが放ほうられる。


    　それは、紙風船を放るような山なりの緩ゆるやかな球。


    『いけ──ッッ』


    　グラウンドに野球部員たちの声が重なり、響く。


    　大崎さんは素早く足の位置を戻し、バットを力一杯振るう。


    　バットから放たれる、心地よい金属音。


    　だが、神風は三軒にとっても救いの風であった。


    　打ち上げられたボールは風によって急速に勢いを失い、三軒の頭上でその動きを止めた。


    　このままボールを捕られれば、ピッチャーフライでアウトだ。


    　もはやこちらには為なす術すべはなく、ただ見守ることしかできない。


    　祈るような面おも持もちでボールを見つめる大崎さんと部員たち。だが天てん王のう洲ず君は、勝負を見届けもせずグラウンドから去っていく恵え比び寿す会長の後ろ姿をじっと見つめていた。


    　風が止み、打ち上げられたボールが三軒の頭上へと落ちてくる。


    　そして、ボールは三軒の頭へと直撃。そのまま、グラウンドへと落ちた。


    「えっ……？」


    　それは誰だれの言葉だったのか、三軒はマンガのように鼻から一筋の血を流すと、仰あお向むけに倒れていった。


    



    　　　■　■　■


    



    「俺の完敗だ、大崎君。よく頑張ったなッ」


    　鼻にティッシュを詰めた三軒が、したり顔で大崎さんを労ねぎらう。


    「キャプテン……」


    「約束通り、練習は今までのものに戻そう」


    「あのさ、キャプテン」


    　一つにまとまりかけていた雰囲気に水を差すように、下しも田だが言葉を挟む。


    　ここで、「やっぱり、野球部を辞めるわ」と言ったら、宇宙の果てまで吹き飛ばすしかないな。


    「みんなで相談したんだけどさ、俺たちは今までの倍頑張るから、キャプテンは半分だけ妥協してくれよ」


    「ん、んん？　どういうことだ？」


    　その場にいた全員の溜ため息いきが重なる。


    「キャプテンがやろうとしていた練習量を半分にしてくれってことですよ。そしたら、どっちも半分我慢しておあいこじゃないですか」


    「いまいちよく分からないが、負けた俺に異存はないッ。時間はないぞ、早速今から練習だッ」


    『お──ッ!!』


    　九人に戻った野球部員たちが、グラウンドに散っていく。


    　てか、最初から練習量を半分にすれば問題なかったのではないか。


    　結局は、全員がバカだったという話か。


    「ノノメメさんにバカだと言われていたら、世話ないですね」


    「天てん王のう洲ず君」


    　僕の押し殺した声に、天王洲君がひらひらと逃げていく。


    　と、そこへ───、


    「東しの雲のめさん、本当にありがとうございました」


    　全てが解決しての大おお崎さきさんのお礼。


    　いよいよ、来たようだ。僕にとっての勝負の時が。


    　いざ、告白の時!!


    　目の前に、大崎さんがいる。


    　この世界に僕と大崎さんだけが取り残され、他の全てが消えていく。そんな錯覚に陥る。


    「全部、大崎さんが頑張ったからですよ。僕はなにもしていない」


    「そんなことないです！」


    　必死になって否定してくれる大崎さんに、僕はゆっくりと首を振った。


    「本当になにもしていない。だから、今回のことは全て忘れて聞いてほしいんです」


    　僕の言葉に、大崎さんはいずまいを正した。


    　これから僕がなにを言おうとしているのか、察したのかもしれない。


    「生徒会室で初めて出会った時から、あなたのことが好きでした。部員集め、三さん軒げんとの試合と一緒に行動する中で、あなたの頑張る姿にどんどん心惹ひかれていった。必ずあなたを幸福にすると誓います。だから、僕と一緒に幸せな人生を歩んでくれませんか」


    　真まっ直すぐに、大崎さんの瞳ひとみを見つめる。


    　大崎さんの目は泳ぎ、先ほどの試合中のように顔が赤らんでいく。


    　ただじっと言葉を待つ時間。


    　ようやく、大崎さんが口を開いた。


    「それは、付き合ってほしい、ってことですか？」


    「結婚を前提に付き合ってほしい」


    「あ、あう……」


    　大おお崎さきさんはますます顔を赤くする。


    　口をパクパクと餌えさをねだる鯉こいのように動かし、必死に言葉を探しているようだが、なかなか見つからないらしい。


    「今回手伝ったことは一切考慮しないで下さい。大崎さんの素直な気持ちが知りたいんです」


    「私の……素直な気持ち」


    　大崎さんは心を決めたように真剣な顔つきになると、勢いよく頭を下げた。


    「ごめんなさい、東しの雲のめさんとは付き合えません」


    　礼儀正しく断られたー!!


    　結構いい感じだと思ったんだけどなぁ。


    「今は野球部のみんなと一緒にいたいから。まだ、誰だれかと付き合うとか考えられないんです。告白してくれたことは嬉うれしいんですけど、本当にごめんなさい」


    「謝る必要なんてないです。僕が勝手に告白しただけですから、ハハハ……」


    　遠くで、大崎さんを呼ぶ声を声がする。大崎さんの大好きな野球部員の誰かだろう。


    「では、また学校で！」


    　花が咲いたような笑顔とは、こういう表情のことを言うのだろう。


    　大崎さんは笑顔で別れを告げると、僕の元から去っていった。


    　東雲芽め吹ぶき、儚はかない恋であった。


    
      ──完──

    


    



    　力なく仰あお向むけに倒れる。


    　あぁ、空はなんて広いのだろうか。


    「はい、お疲れ様でした」


    　フラれたことで、ミツとして運命付けられた不幸が発動し、僕の体から金色の霞かすみが立ち昇る。天てん王のう洲ず君は、それを掃除機のようなものでキレイに吸い取っていく。


    「練習試合に参加して活躍すれば、ちょっとは結果が変わったかもしれないというのに。バカですね」


    　僕はゆっくりと左右に首を振る。


    「あの中に、僕が入り込む隙すき間まがあると思うか？」


    　天王洲君は練習をしている野球部へと目をやり、僕の方へと戻した。


    「確かにないですね」


    　霞を吸い取り終わると、掃除機を一ひと撫なで。すると、掃除機のようなものは巨大な蜂はちへと姿を変え、天へと昇っていく。


    　天の国に住むとかいう神たちは、金色の霞かすみから生まれたあの蜂をどうやって食べているのだろうか。どう考えても不ま味ずそうなんだが……。


    「不味いですよ、実際」


    　え、不味いの!?　不味いのに食べられてるのかよ、僕の不幸!!


    「冗談です」


    　天てん王のう洲ず君の冗談は、分かりづらいんだよ。いつも無表情だし。


    「いいことを思いつきました。今日はフラれたお祝いにカレーにしましょう」


    「フラれたのに、なぜ祝う必要があるんだ!?」


    　人がせっかくいい気分だったというのに、台無しにしてくれやがって。


    　あれか、天王洲君は気分クラッシャーなのか。


    「フラれたのにいい気分とか、気持ち悪いのですが」


    「気持ち悪いとか言うな！」


    　冗談だか本気だか知らないが、結構傷付くんだぞ。


    「これで、野球部に勝ち目はなくなりましたよ。生徒会長になんて言い訳するつもりですか？」


    「ふん、そんなのなんとでもしてやるさ」


    「結局フラれただけの、なんの実りもない数日でしたね。まったく、不幸を運命付けられるというのも厄介な話ですよ」


    「そんなことはない」


    　天王洲君の手を借りて、体を起き上がらせる。


    「あんなにいい笑顔が見られたんだ。幸せに決まっているだろうが」


    　笑えみを浮かべて眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げると、天王洲君はこれでもかというくらいに盛大な溜ため息いきをついた。


    「本当にバカですね、ノノメメさんは」


    　そう言いながらも天王洲君が楽しそうに見えたのは、僕の思い過ごしだろうか。


    「思い過ごしです。本当に気持ち悪い」


    「だから、頭の中を読むなと言うのに」


    　背中に野球部員たちの掛け声を受けながら、僕たちはグラウンドをあとにするのだった。
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    第二話　　十条友は一人でいたい


    



    　手と手が触れ合う。


    　視線が重なる。


    　恋に落ちるには、それだけで十分だった。


    



    　五月半ばのある日の昼休み。


    　僕は、愛を求めて図書室の中をさまよっていた。


    　愛といっても、出会いを求めていたわけではない。


    　フラれにフラれ、フラれ続ける僕には、きっと足りないモノがある。それを補うために、先人たちの知恵を借りようと思ったのだ。


    　僕は、他人の意見を素直に聞き入れることができる人間なのである。


    　滅多に足を運ぶ機会がないので、これがいつものことなのかたまにのことなのか分からないが、昼休みの図書室というのはとても静かだ。


    　意味もなく大声を出したくなる、そんな静けさに満ちている。


    　賑にぎやかな校舎とは隔絶された、別世界のようだ。もっとも、一階の渡り廊下を通らないと校舎から図書室には来られないので、実際に隔絶されている訳なのだが。


    　それはともかく、こうして巨大なドミノのように並ぶ本棚を流し見ていると、『愛』とタイトルにつく本がいかに多いかが実感できる。


    　それだけ、人類は愛に飢えているのだろう。


    　二メートルは優に超える大きな本棚にビッシリと詰まった背表紙をつらつらと目で追って、一冊抜き出す。


    　そして、紙面の文字の多さに目眩めまいを覚えて本棚に戻すという作業をすること十数回。


    　本を抜き出そうと伸ばした手に、小さな手が重なる。


    　顔を向けたその先には、サイドテールの小さな女子生徒。


    　制服の赤いネクタイが、一年生であることを示していた。


    　視線と視線が重なる。


    　怯おびえと驚きの交じったような瞳ひとみの色。


    　全体的に小柄な体格も相まって、ハムスターのようだと感じる。


    　さて、なんと話しかけたらよいものだろうか。


    　出会いというのは、ファーストインパクトが重要だ。まずは、相手の記憶に刻み込んでもらわなければ話にならない。ウィットに富んだ小こ粋いきなジョークでもないものかと考えていると、本を抜き出そうとしていた本棚がグラリと大きく揺れた。


    　降り注ぐ本の雨。


    　二人を押し潰つぶそうと倒れてくる巨大な本棚。


    　僕は見知らぬ女子生徒を救うべく、本棚に掌しよう底ていを食らわせる。


    　捻ねじれながら宙を舞う本棚は、他の本棚を巻き込みつつ貸し出しカウンターへと激突、大破し、本を収納するという役目を完全に終えた。


    　貸し出しカウンターの奥から、図書委員が恐る恐るといった風に顔を覗のぞかせる。


    「お怪け我がはありませんか？」


    　優しく語りかけながら、床に腰を落としていた女子生徒へと手を差し伸べる。


    　まさに、紳士的行為!!


    　女子生徒は差し出した手をしばらく見つめてから、僕の顔へと視線を上げる。


    　そこでようやく思考が追いついたのか、みるみるうちに顔を青ざめさせていく。


    　本棚が倒れてきたのだ、さぞや怖かったことであろう。


    　慌てて立ち上がると、女子生徒は勢いよく頭を下げる。


    「も、申し訳ありません……」


    　そして、そのまま図書室から走り去っていった。


    　ありがとうなら分かるのだが、なぜ謝られたのだろうか。しかも、めっちゃ丁寧に。


    　僕は女神の背中を眺めながら、首を傾かしげることしかできなかった。


    



    　　　■　■　■


    



    「窓ガラスの次は図書室の本棚ですか。次は、教室でも破壊するつもりですかね？」


    「教室を破壊するとなると、随分と手間がかかりそうだな」


    「少しは反省したらどうなのですか!!」


    　毎度お馴な染じみの生徒会室。そして、毎度お馴染みの、名前はなんだったか──とにかく、副会長の怒声である。


    　図書室で出会った女神を捜すべく、授業が終わると同時に行動しようと思っていたのにこの仕打ちである。


    　僕になんの恨みがあるのだろうか。


    　放課後まで行動を制限されては、たまったものではない。


    「あなたの頭を開けて、覚えの悪い脳のう味み噌そに直接『反省』という文字を刻み込むしかないようですね」


    「なかなか面白いことを言うではないか、副会長。だが、大事なことを忘れてはいないか？」


    　副会長が「何を言っているのだコイツは」とでも言いたげな、不審な目を向けてくる。


    　まったく仕方のない奴やつだ。本当に忘れているらしい。


    「野球部が練習試合に勝利したことで、窓ガラスの件は完全に白紙に戻ったはずだ。つまり、僕に反省することなどなに一つないというわけだ！」


    　はい、論破！


    「そうだよねー、野球部の奇跡的な大勝利のお陰で、ババア──、じゃなかった、学園長の悔しがる姿を見られて、満足でしたー」


    　奇跡的という部分を強調しながら、恵え比び寿す会長が意味ありげに笑う。


    　恵比寿会長の言うとおり、あれは奇跡としか言いようのない勝利であった。相手チームである甲こう子し園えん常連校が、悪送球やトンネルなどの初歩的なエラーを連発するとは。だが、勝ちは勝ちである。さぁ、副会長よ。反論があるのならば言ってみるがいい！


    「確かに、野球部は勝ちました。それによって、今までの窓ガラスの件は不本意ながら不問となりましたが、あなたはそれから、何枚の窓ガラスを割っていると思っているのですか？」


    　あ、あれ？　僕の思っていた展開と、なにか違うぞ。


    「窓ガラスだけではありません。学園の備品、廊下、壁、天井。もちろん、今日の図書室の分もしっかりとカウントされていますよ」


    　睨にらむような副会長の視線に、言葉が出てこなくなる。ぐうの音も出ないとはこのことか！


    「これでもまだ、反省することはないと言いますか？　言えますか？　あなたがどれだけ理屈をこねくり回そうとも、僕が全て論破してみせますよ」


    　違う違う違う。論破するのは僕の役目で、副会長は悔しそうな顔をする役だろうが。


    　これでは、完全に逆転してしまっているではないか。


    「毎回、私まで一緒にここへ呼ばれる意味が分からないのですが」


    　僕の横で置物のように突っ立ていた天てん王のう洲ず君が、無表情のまま副会長に疑問を投げかける。


    「おい、キミと僕は一いち蓮れん托たく生しようだろ!?」


    「一緒にいながら彼を止めようとしない、あなたも同罪です！」


    「ノノメメさんを止められるわけがないじゃないですか」


    　あれ、一蓮托生はどこいったの？


    　完かん璧ぺきにスルーされたけど。


    「はいはい、お説教はそこまでー」


    　気の抜けるような声と手を叩たたく音に、三人の視線が恵比寿会長の座る机へと集まる。


    　そこにいるのは、ふわっふわのウェーブヘアーにニコニコ顔のお嬢様。ご存じ、生徒会長である。


    「東しの雲のめ君は、なんで図書室を壊しちゃったのかな？」


    「壊したのではない。女子生徒を助けた結果、壊れてしまったのだ」


    「んん？　どういうこと？」


    「安定性の低い本棚が突然倒れてきたので、仕方なく本棚を吹き飛ばして──と、そんなことはどうでもいい。聞きたいことがあるのだが」


    　いくら一年生だと分かっていても、それだけのヒントで人を捜すにはこの学園は広すぎる。


    　というわけで、恵比寿会長の出番である。


    　この人なら、学園中のことを知っていそうだからな。


    　僕の質問に恵え比び寿す会長は小首を傾かしげると、引き出しから分厚いファイルを取り出し、パラパラとめくっていく。


    　そして、とあるページで手を止めると、ファイルを僕の方へと向けた。


    「この子じゃないかなぁ？」


    　覗のぞいてみると、生徒の詳細なデータが書かれた用紙がファイリングされている。


    「また勝手に……。問題ですよ、これは」


    　副会長の呆あきれた口調に、恵比寿会長は笑って誤魔化す。


    　だが、そんなことはどうでもいい。


    　僕の意識は、この用紙に集中しているのだから。


    「十じゆう条じよう友とも」


    　口から自然と、女神の名前がこぼれ落ちる。


    　脳のう髄ずいに刻み込まれる、女神の名前、クラス、出席番号……。覚えるデータが多すぎるぜ！


    「はい、おしまい！」


    　唐突に会長がファイルを閉じる。


    　くそッ、まだ全部は覚えきれていないというのに!!


    「東しの雲のめ君、友ちゃんに惚ほれちゃったのかなー？」
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    「うん、惚ほれちゃった」


    「惚れちゃったじゃねーよ。気持ち悪い」


    　横でぼそりと天てん王のう洲ず君が毒づく。


    　ナチュラルに、気持ち悪いとか言うんじゃないよ！


    　寝る時とか思い出して、凹へこむだろ!!


    「いいところに目をつけたねー、東しの雲のめ君。彼女はオススメ物件だよ」


    　でもね、と恵え比び寿す会長は続ける。


    「友ともちゃんは難しいよー。東雲君に彼女が落とせるかな？」


    「というと？」


    「それは、内緒ー。やっぱり、こういうのは自分の力でやらないとね」


    　恵比寿会長のウィンク攻撃に、僕の体がグラリと揺れる。もちろん、ダメージ的な意味で。


    　やはり、このヒトは苦手だ。少しでも隙すきを見せたら、噛かみ殺されそうな気がする。


    「誰だれを好きになろうと構いませんが、くれぐれも行きすぎた行為には十分に注意して下さい。特に、学園施設の破壊には」


    　副会長の厭いや味みったらしい言い方に、僕は鼻を鳴らした。


    「話は終わったようなので、これで失礼させてもらう」


    「それでは、また近々」


    「まだ、話は終わってないよー」


    　恵比寿会長の言葉に、帰ろうとしていた僕と天王洲君は足を止める。


    　これ以上、なんの話があるというのだろうか。一刻も早く、女神を捜しに行きたいのだが。


    「東雲君じゃなくて、用事があるのは天王洲ちゃんになんだよねー。だから、東雲君と副会長は、さっさとお帰りください。これから、女子だけの秘密のお話があるのです」


    「私には、特に話すことはないのですが」


    　天王洲君の不快感をあらわにした言葉をさらりと躱かわし、恵比寿会長が笑えみを強くする。


    「ふーん、天王洲ちゃんは上司に逆らっちゃうんだ？」


    　生徒会室の温度が一気に氷点下まで下がったような錯覚に陥り、僕と副会長は揃そろって体を震ふるわせた。だというのに、天王洲君は諦あきらめたように溜ため息いきをついただけだ。


    　体感温度がおかしいに違いない。


    「ほらほら、男子はさっさと帰るー」


    　言われるまでもなく、さっさと出て行くつもりだ。このあと、恵比寿会長が天王洲君に対してどんな話をするのか、想像もしたくない。


    　僕は天王洲を慰めるように、肩を叩たたいた。


    「頑張れ」


    「気の利いた応援を期待した、私がバカでした」


    



    　　　■　■　■


    



    　翌日の昼休み。


    　僕は早速、会長から得たデータを元に十じゆう条じようさんの教室へと出向いていた。


    　天てん王のう洲ず君が朝からいないのが気になるが、恵え比び寿す会長に何かやらされているのだろう。


    　達者でやっていると良いのだが……。


    　それはさておき、目的の十条さんは教室にいなかった。


    　口々に「破壊王だ……」だの、「この教室はもう終わりだ」だのと、わけの分からないことを言っている一年生の中から一人を捕まえて居場所を聞いてみるが、震ふるえるばかりで話にならない。


    　ふむ、これは困った。


    　昼休みの残り時間を考えると、回れる場所はあと一箇所くらいだろうか。これは外はずすわけにはいかない。


    　だが、思い当たる場所があるわけがなかった。まだ、知り合いにすらなれていないのだから、分かるわけがない。となれば、行くべき場所は一箇所だけだ。


    　初めて出会った場所、図書室である。


    　不慮の事故によりダメージを負った図書室は、一日では復活できなかったようだ。壊れた本棚が片付けられただけで、他はそのままの状態である。


    　それでも、立ち入り禁止になっていないだけ、対処としては素早い方であろう。片付けを手伝わされなくて。本当によかった。あれを片付けるのは、かなり骨が折れそうだからな。


    　一列まるまる本棚がなくなっているとはいえ、図書室の広さを見れば死角は非常に多い。だが、捜すまでもなく十条さんは簡単に見つかった。


    　図書室の隅、窓側の席で十条さんは本を読んでいた。


    　僕は十条さんを驚かせないようにそっと回り込むと、隣の席へと座る。


    「昨日はどうも」


    　サイドテールを揺らしながら、十条さんが視線を上げた。


    　そして、僕の顔を見るなり硬直してしまう。


    　指で突いたら、そのままの姿勢で倒れてしまうのではないかと思える程の固まり具合。実に、見事である。


    　しかし、これでは声をかけたところで、聞こえているのかかなり怪しい。


    　揺さぶったら復活するだろうか。


    「あなたは……」


    　お、復活した。


    　あなたはと聞かれたら、答えるしかあるまい。


    　僕はキレのある動きで眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「学園のトラブルシューターこと、解決屋の東しの雲のめ芽め吹ぶきです」


    「爆殺シューター……!?」


    　爆殺シューターって僕のことだろうか。


    　いやいやいや、人殺しなんかしたことないからね。てか、どんな聞き間違えだよ!?


    　耳大丈夫か、マジで。そんなところも、可愛かわいいけどさ！


    「お似合いの名前ですよ、ノノメメ──爆殺さん」


    「物騒な名前で呼ぶな!!」


    　いつからそこにいたのか、いつの間にか天てん王のう洲ず君が僕の隣に座っていた。


    　忍者か、コイツは。


    　天王洲君の心ない一言のせいで、十じゆう条じようさんが怯おびえきってしまっているではないか。


    　僕は安心を与えようと、口の端を吊つり上げた。だが、僕の思おも惑わくに反して、十条さんは窓ガラスに張り付くようにしてさらに離れてしまう。


    「す、すみません。私、なにかしましたでしょうか？」


    「ほら、昨日本棚のとこで」


    　必死に自分の顔を指差すと、十条さんはサイドテールの先っぽをいじりながら「あぁ」と小さく反応する。


    「昨日助けていただいた……。その節は、ありがとうございました」


    　消えてしまいそうな声で、それでもしっかりとお礼を言う礼儀の正しさ。


    　天王洲君にも見習ってほしいものだ。


    　とにかく、十条さんの記憶に残っていたらしい。第一関門は突破といったところだろうか。


    　だが、安心するにはまだ早い。ここからが重要だ。


    「すみません、私はこれで……」


    　あれ、なぜ立ち去ろうとしているのだろうか。話はこれからだというのに。


    　もしかして、これはヤバイパターンのあれか。あれなのか？


    「ちょっと待って下さい、十条さん」


    「なんで、私の名前を知っているんですか？」


    　やっちまったー!!


    　面識がほとんどないのに、なぜか名前を知っている怪しい奴やつになってしまった！


    　考えろ、考えるんだ、東雲芽吹。きっと最良の解決策がどこかにあるはずだ。


    「それは、その……、とある筋から情報を仕入れまして」


    「とある筋？」


    　選択肢を間違えたー！


    　自分の正直さが憎い!!


    　うわぁ、すんごい怪しい人を見る目つきになっちゃってるよ。その上、完全に逃げる体勢になっちゃってるからね。


    　ここで取り戻さなければ、終わる。なにもかも全てが。


    「つまり、あなたのことならなんでも知っているということです」


    「ストーカーなんですか……？」


    　僕はなにを言っているんだ!?


    　よりによって、その選択肢を選ぶか普通。アドリブに弱いにも程があるだろうが。


    　戻してくれ。時間を巻き戻してくれ。


    「十じゆう条じようさんは図書室によく来ていますよね。この学園では図書室を利用する生徒が少ないので、ちょっとした有名人になっているんですよ」


    　ナイスだ、天てん王のう洲ず君。


    　頼りになるやつだとは前々から思っていたが、ここまでできるとは。


    　やはり、持つべきものは優秀な助手である。


    「それとは関係なく、爆殺さんは十条さんのストーカーですけどね」


    「キミを褒ほめた全ての言葉を僕に返せッ!!」


    　取り返しのつかないくらいに、十条さんが怯おびえてしまっているではないか。


    　しかし、瞳ひとみを潤うるませながら小さく震ふるえているところを見ると、やはりハムスターぽくてなんというか非常にくるものが……。


    「おい、変態」


    「誰だれが変態だ!!　それと、思考を読むな!!」


    　天王洲君の不用意な発言が、僕の心をどれだけ傷付けているのか分かっているのか。


    　こう見えて意外と繊せん細さいなんだ。細心の注意を払ってくれないと困るよ、まったく。


    「天王洲君の言葉は全て冗談なので気にしないで下さい」


    「ノノメメさんに対する言葉は全て事実ですけどね」


    「いらんことを言うな、殺すぞ!!」


    「なんて恐ろしい。爆殺されてしまう」


    　連続で舌打ちをしながら天王洲君を睨にらみつけてやると、天王洲君はペロッと舌を出してみせた。もちろん、無表情で。


    　可愛かわいくないんだよ。むしろ、怖いんだよ。


    　急に出てきて、なんなのだろうか。あれか、僕に何か恨みでもあるのか？


    「僕は、十条さんと話がしたいだけなんです」


    「私には、爆殺先輩と話すことはありません……」


    「爆殺先輩っておかしくない!?」


    　叱しかられたように十じゆう条じようちゃんがしゅんとなる。


    「いや、これは怒ってるんじゃないからね！」


    　突然、何かが衝突したような重たい音が窓ガラスを叩たたく。


    　その音の正体が突風だと気づいた時には、図書室の窓ガラスは砕け散り、鋭利な粉雪のように僕たちへと襲い掛かってきていた。


    　天てん王のう洲ず君を、窓ガラスとは反対方向へと突き飛ばす。その反動で十条さんへと飛びつこうとし、信じられない光景を目まの当たりにした。


    　割れた窓ガラスは、意思を持っているかのように十条さんを避よけながら飛んでくる。


    　何が起こっているのか理解できない僕に、次々と降り注いでくるガラス片。


    「ノノメメさんッ」


    　背後から天王洲君の焦あせった声という、世にも珍しい音が聞こえてくる。


    　まったく、ガラス片くらいで何を焦っているのだか。


    　十条さんと天王洲君が無事だと確認できれば、ガラス片ごときが僕の相手になるわけがない。


    　両手を袖そでの中にしまって、顔をガードする。ただそれだけのこと。


    　あとに残ったのは、床に散乱したガラス片の山。


    「怪け我がはないですか」


    　僕の紳士的な声こわ色いろは微み塵じんも効果を発揮せず、十条さんは昨日と同じように顔面を蒼そう白はくにして苦しそうに胸を押さえている。


    　ガラス片が当たっている様子はなかったが、精神的なショックが大きかったのかもしれない。


    　保健室に連れて行った方がいいだろうかと手を伸ばすが、その手を避けるように十条さんは図書室の出入り口へと走っていってしまう。


    　通り過ぎざまに聞こえた「すみません」とはどういう意味なのだろうか。それに、よく知ったこの甘ったるい香り。


    　その答えを聞くよりも早く、十条さんの背中は消えてしまっていた。


    「大丈夫ですか、爆殺さん」


    「そのネタはもういい」


    　咄とつ嗟さのことだったので手加減なしに突き飛ばしてしまったが、天王洲君も怪我はないらしい。


    　僕ほどではないが、彼女も丈夫だからな。


    「そういえば、天王洲君はなぜ図書室にいるんだ？」


    「仕事です」


    　そう言ったきりあとを続けないということは、詳しくは聞くなということなのだろう。


    　十条さんがいる図書室に天王洲君がいる理由はすごく気になるが、言いたくないならあえて聞くまい。


    「どうせ、説明したところで理解できないと思いますし」


    「人の思考を読むな」


    　ガラスのなくなった窓枠を見ていると、なぜか副会長の顔が浮かんでくる。


    「これは僕のせいではないから、呼び出されることはないよな？」


    「副会長さんが、ちゃんと理解してくれるといいのですが」


    　さすがに今回は図書委員という目撃者もいたので文句を言われることはなかった。


    　なかったのだが、図書室の出入り禁止を食らった。


    　理不尽すぎるだろ、副会長。


    



    　　　■　■　■


    



    　時刻は、午前六時半。


    　まだ生徒たちが登校してくる時間でもないのに、僕がこうして校門の正面で仁王立ちしているのには理由がある。


    　それは、十じゆう条じようさんと会話をするためだ！


    　昨日の放課後、再び十条さんの教室に突撃しようとしていたのだが、副会長の邪魔が入ったため中止に。しかも、図書室に入れないとあっては、いつになったら十条さんと会えるのか分かったものではない。


    　そこで僕は一計を案じた。


    　隣りん会かい学園の五角形をした敷地の、丁度底辺から中心へと向かって真まっ直すぐに伸びる並木道。


    　ここにある正門を通らなければ、校舎に入ることはできない。つまり、ここで待ち伏せしていれば、必ず十条さんと会えるという寸法である。


    　冴さえまくっているぜ、僕の頭脳！


    　フフフフフ……。


    　フフフ……。


    　フフ……。


    　フ……。


    　……。


    「朝っぱらからこんな所で何をしているのですか？」


    　目を開くと、目の前に天てん王のう洲ず君が立っていた。


    　はッ!?　目を開くと、だと？


    　なぜ、開いていたはずの僕の目が、また開いたんだ!?


    　辺りを見回すと、生徒たちが続々と登校しているではないか。


    　彼らは校門のど真ん中に立つ僕を、猛獣でも見るような表情を浮かべながら避よけていく。


    　立ったまま眠っていたというのか!?


    　何が起こっているのかと尋たずねようとして、天てん王のう洲ず君の隣に立つ人物に視線が止まる。


    「これは一体どういうことなんだ、天王洲君！」


    「十じゆう条じようさんと一緒に登校して来たんですよ」


    　え、なにそれ!?


    　いつの間に、天王洲君と十条さんがそんな関係になっているんだ!?


    「十条さん、バカは放ほうっておいて行きましょう」


    　十条さんが軽く僕へと会釈して通り過ぎていく。


    　すぐさま追いかけると、十条さんを天王洲君と挟むような形で、僕も並んで歩く。


    「これ以上、邪魔をしないで下さい。ノノメメさんのせいで、私まで図書室に入れなくなったしまったんですよ。まったく、いい迷惑です」


    　文句を言う相手が間違っているぞ、天王洲君。文句は、僕ではなく出入りを禁止した副会長に言うのだな。それに、今はキミの相手をしている暇ひまはない。十条さんと、お話ししないといけないのだからな。


    「おはよう、十条ちゃん。今日はいい天気だね」


    　昨日までの堅苦しい言葉遣いが良くなかったのかもと、フレンドリーに話しかけてみる。


    「おはようございます……、爆殺先輩」


    「まだ、そのネタ引っ張るんだ!?」


    　思わずツッコんでしまうと、十条ちゃんは飛び上がるようにして離れてしまう。


    「好きに呼んでもらっていいんだけど、爆殺っていうのは正直どうかなって思うんだよね。ちょっと、不穏すぎる名前じゃない？　普通に、東しの雲のめ先輩って呼ぶというのはどうだろうか」


    「す、すみません。東雲先輩と呼びますから、爆殺だけは……」


    「しないよ、爆殺なんてしないからね！」


    　笑えみを浮かべて、人畜無害な人間であることを全身でアピールする。


    「昨日も言ったけど、十条ちゃんと友達になりたいだけなんだ」


    「そんな話、聞いていません」


    　呟つぶやくような十条ちゃんの小さな声に、昨日の記憶を辿たどってみる。


    　確かに言っていなかったかもしれない。だけど、今言ったからセーフということにしよう。


    「いい加減にして下さい、ノノメメさん。分からないようなので、はっきりと言います。十条さんには近づかないで下さい」


    　天王洲君が、僕と十条ちゃんの間に体を割り込ませてくる。


    　その時、僕は全てを理解した。


    　なるほど、そうか。そういうことか。


    　しかし、そうならそうと早く言ってくれれば良かったものを。


    「天王洲君、キミの気持ちはよく分かった。ならば、正々堂々と戦おうではないか。たとえ、解決屋コンビが解消になったとしても！」


    　愛の形はヒトそれぞれだ。天てん王のう洲ず君が十じゆう条じようちゃんを好きになったところで、何もおかしなことはない。むしろ、こんなに可愛かわいい人を好きにならない方がおかしい。そこそこ優秀な助手を失うのは惜しいが、愛の前ではそれも仕方のないことだ。


    「ノノメメさんが全然分かっていないということは、今はっきりと分かりました」


    「あ、あの……」


    　おっといけない。天王洲君とやり合っているうちに、十条ちゃんを置いてけぼりにしていたようだ。


    「私と友達になっても、一つもいいことなんかありませんよ」


    　十条ちゃんは僕たちの後ろで足を止め、瞳ひとみの端には涙を浮かべている。


    「いいことはある。十条ちゃんと話しているだけで、僕は幸せな気持ちになれるんだ！」


    　世界中に宣言するように、並木道に声を響かせた。


    　女神と話せる以上の幸福が、この世界のどこにあるというのだ。


    　あるのだったら、聞いてみたい。そして、それをぶっ壊して十条ちゃんと話すことを一番にしてみせる。


    　しかし、十条ちゃんは僕の言葉を否定するように首を左右に振る。


    「幸せになんてなれません。不幸になるだけです」


    　十条ちゃんの言葉に反応するように、幾いく重えにも重なる甲かん高だかい鳴き声が空から降ってくる。


    　視線を上げたその先には、僕を威い嚇かくするように旋回しているカラスの群れ。


    「なんだ、これは」


    　空だけではなかった、目の前を黒猫の行列が通り過ぎていく。


    「まったく、ノノメメさんは」


    　天王洲君は舌打ちをしながら十条ちゃんの手を掴つかむと、僕から引き離してしまう。


    「私は、誰だれも不幸にしたくないんです。だから、近づかないで下さい」


    「僕は、十条ちゃんと話せるだけで幸せだと──ッ!?」


    　空から急襲してくる一羽のカラスが、僕の言葉を止める。


    　バックステップでそれを躱かわすと、カラスは地面に衝突する寸前のところで急浮上。上空で旋回する群れの中へと戻っていく。


    　ほんの数秒のやり取りの中で、十条ちゃんは僕との距離をだいぶ開けていた。


    　走り去らなかったのは、カラスに襲われていることが気になったのか、僕に気があるからか。


    「これでも、まだ幸せだって言えますか？」


    「言えるッ!!」


    　十条ちゃんの呟つぶやくような小さな声に、僕は力強く答える。


    　その声を号令に、空からはカラスの群れが、地面からは黒猫の行列が僕へと向かい襲い掛かってくる。


    　どうなっているのだ。普段なら、僕が近づく前に動物の方が逃げていくというのに。


    　驚きの表情の十じゆう条じようちゃんの顔が、カラスの攻撃で見えなくなる。


    　なんだかよく分からないが、僕に攻撃してきたことを後悔させてやろう。


    「ノノメメさんは大丈夫ですから、行きましょう」


    　天てん王のう洲ず君の声に続いて、足音が遠ざかっていく。


    　二人を追おうにも、カラスと黒猫が邪魔で前に進むことすらできない。


    　いいだろう、ここは天王洲君にポイントを譲ってやる。だが、最終的に十条ちゃんのハートを射止めるのは、この僕だ。


    　小さくなっていく足音を聞きながら、僕はカラスをデコピンで弾はじき飛ばした。


    



    「十条ちゃん、お昼の時間だ！」


    　昼休み。一年生の教室を訪れた僕は、十条ちゃんの前でお弁当の包みを掲げる。


    　席に着いたまま、ぽかーんと僕を見上げる十条ちゃん。


    「どういう、ことですか？」


    「お昼ご飯を一緒に食べようってことさ！」


    「いえ、そうじゃなくて……」


    　十条ちゃんが悲しそうに顔を伏せた。


    「今朝のこと、忘れたんですか」


    　上目遣いで尋たずねられて、僕の体がグラリと揺れる。


    　絶対に、お昼ご飯を一緒に食べたいです！


    「ヒトがいない間になにをしているんですか、ノノメメさん」


    　聞き慣れた声に振り返れば、恋こい敵がたきである天王洲君が無感情な瞳ひとみで僕を見つめていた。


    「お昼ご飯を食べようと十条ちゃんを誘いに来たんだ、なにか文句があるのか？」


    「文句しかありません。言いましたよね、十条さんには近づかないでくれと」


    「確かにそれは聞いた。だが、近づかないとは一言も言っていないぞ」


    「ノノメメさん、あなたは本当に空気が読めませんね」


    　天王洲君は溜ため息いきをつきながら、首を左右に振る。


    「私がなぜ、十条さんと一緒にいるのか。付き合いの長いノノメメさんなら、理解はできなくても察するくらいはできるでしょう？」


    「あぁ、それくらい分かっている。分かった上で、こうして来ているんだ」


    「分かっているなら、なぜ来るのですか。そんなに私の邪魔をして楽しいですか？」


    　付き合いの長い天王洲君なら、理解はできなくても察することはできるだろうと、さっきの言葉をそのまま返してやりたい気分だ。


    　僕は呆あきれながら、眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「放ほうっておいたら、天てん王のう洲ず君の方がポイントを稼いでしまうからに決まっているだろうが！」


    「十じゆう条じようさん、私と一緒にお昼ご飯を食べませんか？」


    「無視かーい!!」


    　自分で聞いたくせに無視とか、どうなってるんだ一体。


    「ノノメメさんには本当に落胆しましたよ」


    　しかも、落胆されたし!!


    　自分が好きになったのだから、僕に諦あきらめろとでも言うつもりだろうか。


    　こちらは正々堂々と勝負をしようとしているのに、なんてあくどいヤツなんだ。


    「行きましょう、十条さん」


    　十条ちゃんの手を引いて、天王洲君が教室から出て行く。


    　出て行く直前、十条ちゃんが僕に向かって小さく頭を下げた。


    　僕に謝る必要など、なにもないのに。


    



    「確かに、十条さんが謝る必要はないですね」


    　十条ちゃんと並んで中庭のベンチに座った天王洲君が、冷たい視線で僕を見つめた。


    「ついて来ていますし、あの人」


    　中庭を風が通り過ぎる。気持ちのいい風だ。


    　天王洲君たちの座るベンチの隣の、さらに隣のベンチに一人で座らされている僕は、一人お弁当を食べる。


    「十条さん、本当にすみません」


    「私の方こそ、東しの雲のめ先輩と険悪な感じにさせてしまって、すみません」


    「いや、私たちはいつもこんな感じですから」


    　天王洲君が十条ちゃんに言った「すみません」が、なにに対してなのか分からない。


    　まぁ、気にすることもあるまい。細かいことを気にする男は嫌われるしな。


    「ノノメメさんは、もう少し細かいことを気にするべきです」


    「僕の思考を勝手に読むなと言っているだろうが」


    「私にも落ち度があります。ノノメメさんにはどうせ理解できないだろうと、ちゃんと説明しておかなかったのが失敗でした」


    　なにを言っているのかよく分からないが、バカにされているのだけは分かった。


    「ノノメメさんにも、いま十条さんが置かれている状況を説明します。十条さんいいですね？」


    　十条ちゃんが不安そうな表情を浮かべながら、小さく頷うなずいた。


    「十条さんは、ミツです」


    　ミツという単語に、箸はしを咥くわえた格好のまま固まってしまう。


    　天に住む、神と呼ばれる存在によって不幸を運命付けられた人間。それをミツと言う。


    　ミツは僕一人しかいないと思っていたわけではないが、これ程近くに他のミツが存在していたとは。これはもう、運命の赤い糸で結ばれているのは確定ではなかろうか。


    「通常、個々に運命付けられた不幸が発動した時、不幸は金色の霞かすみという形へと変換されます。それを私たち回収者が収穫し、天へと送り届けるのですが、十じゆう条じようさんの場合、担当の回収者がいなくなってしまったのです」


    「回収者がいなくなるとどうなるのか、よく分からないのだが……」


    「説明は最後まで聞いて下さい」


    　普通に怒られました。


    「回収者によって収穫されなかった金色の霞は、一部は天へと昇っていき、残りは放出させたミツの体内へと戻っていきます。戻った金色の霞は、いわば不幸の沈殿物のようなもの。本来、体内にあってはいけないものなのです」


    　だから、それと金色の霞が出ないことが繋つながらないのだがと言おうとして、口を噤つぐむ。さすがに、二回も同じことで怒られたくはない。


    「沈殿物は血けつ栓せんのように、新しく出ようとする金色の霞の放出を阻害し、放出されなかった霞はさらに体内へと溜たまり、新たな沈殿物となってしまいます。やがてそれは許容量の限界を超え、暴走し始めるのです」


    　天てん王のう洲ず君は、僕が説明を聞いたところで理解できるわけがないと言っていたが、まさにその通りであった。なにを言っているのか、さっぱり分からない。


    「私は会長の命令で、いなくなった回収者の代わりがやって来るまでの代理として、十条さんの暴走を食い止める手伝いをしています。といっても、沈殿物を取り除く方法は見つかっていませんので、現状できることと言えば、せいぜいこれ以上沈殿物を増やさないようにすることくらいですが」


    　天王洲君が、意味あり気に僕へと視線を送ってくる。


    　こっちに来て一緒にお弁当を食べましょう、ということだろうか。


    「ちげーよ、ばーか。話を聞いていたんですか？」


    「言葉遣いが悪いぞ、天王洲君!!　というか、人の思考を読むなと言っているだろうが!!」


    「十条さんは、自分に近づく人間を不幸にしてしまうミツです。つまり、誰だれも近づかなければ、沈殿物が今以上に増えることもなく暴走することもありません」


    　ん？　つまり、どういうことなんだ？


    　天王洲君が大きな溜ため息いきをつく。


    「逆の言い方のほうがわかりやすいかもしれませんね。つまり、ノノメメさんが十条さんに近づくことで、十条さんを徐々に危険な状態に陥れているのですよ」


    「そういう大事なことは、一番最初に言わないと駄目だろうが！」


    「だから最初から言っているじゃないですか、近づくなって」


    「ただ、近づくなと言われても分かるわけがないだろうが。ちゃんと説明してくれないと」


    「先ほどした、説明。ちゃんと理解できたのですか？」


    　なにも言い返すことができないほどに、天てん王のう洲ず君の言葉は正論であった。


    　しかし、それでは十じゆう条じようちゃんと仲良くなることができないではないか!!


    「今回ばかりは諦あきらめて下さい。事は、ノノメメさんが思っている以上に窮しているのです。自分が不幸になるタイプとは違い、十条さんは周囲の人間を不幸にしてしまうタイプ。このタイプが暴走したら、周囲にどれだけの被害が出るのか想像もできません」


    　十条ちゃんは、そんな重いものをその小さな体で支えながら生活していたのか。


    　じっと黙って話を聞いていた十条ちゃんへと視線を向ける。


    　こちらの視線に気づいたのか、十条ちゃんは困ったように笑えみを浮かべた。


    「ごめんなさい、東しの雲のめ先輩。そういうわけなので、私には近づかないで下さい」


    　小さな小さな、十条ちゃんの声。


    　そんな悲しそうな笑顔を見せられて、黙っていることなど僕にはできそうにもない。


    「十条ちゃん、一人で辛つらくないのか？」


    「一人は慣れていますから」


    「そうじゃない。僕は辛くないのかと聞いているんだ」


    　十条ちゃんは表情を歪ゆがませると、自分の膝ひざを見つめてしまう。


    「現状、解決する方法はないと天王洲君は言っていた。もしかすると、ずっとこのままなのかもしれないんだぞ。十条ちゃんは、それでも耐えられるのか？」


    「耐えるしか、ないじゃないですか。だって、私たちはそう運命付けられているんですから」


    「十条ちゃんは、運命を見たことがあるかい。僕は見たことがない。だから、自分が不幸を運命付けられているなど信じない。そんな運命など、僕が否定してやる」


    　ぞふりと、奇妙な音が十条ちゃんの体から響き、黒い霞かすみが立ち昇り始める。


    「神なんて、わけの分からないヤツらに運命を決めさせてたまるか。自分の運命を決めるのは自分だ！」


    　ぞふりぞふりと断続的に響く不気味な音とともに、黒い霞が十条ちゃんから排出され、辺りがうっすらと黒く染まっていく。


    「沈殿物が放出されている？」


    　天王洲君が言っている意味も分からなければ、どういう状況なのかもさっぱりと分からない。


    　だが、僕がやるべきことは一つだけだ。


    　黒い霞の中、十条ちゃんの座るベンチへと近づいて行く。


    　それに気づいた十条ちゃんはベンチから立ち上がり、慌てて中庭から出て行こうとする。


    　いつの間に学園内へと入ってきたのか、気づけば僕の足は十数匹の犬に噛かみ付かれていた。


    　ダメージはそれほどないのだが、とにかく重たい。


    「先ほどの天てん王のう洲ず君の話だと、十じゆう条じようちゃんは周りの人間を不幸にするタイプのミツだそうだが、残念ながら僕は不幸にはなっていない」


    　足を止めた十条ちゃんは僕を振り返った。


    「……そんな状態で不幸じゃないなんて、ただの強がりです」


    　足を引きずるようにしながら、立ち止まったままの十条ちゃんの前へ立つと、僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    「なぜ、強がりだと思う。十条ちゃんには、僕の心が見えるのかな。だとしたら、僕が不幸だと思っていないと分かるはずだ。僕が不幸だと思っていない以上、僕は不幸ではない」


    「そんなの、屁へ理屈です……」


    「屁理屈だって、理屈のうちさ」


    　それきり十条ちゃんは俯うつむいたまま黙り込んでしまう。


    　天王洲君が掃除機のようなもので吸い取っていくと、黒い霞かすみは徐々に薄れていく。


    　十条ちゃんは「すみません……失礼します」と頭を下げると、中庭をあとにしてしまった。


    「ノノメメさんは、本当にバカですね」


    　呆あきれたように溜ため息いきをつきながら天王洲君が掃除機のようなものを一ひと撫なですると、それは巨大な黒い蜂はちへと変化して、天へと昇って行った。


    「あんなもの送っていいのか？」


    　神は金色の霞をおやつにしていると聞くが、黒い霞から生まれたあの黒い蜂も食べるのだろうか。どう考えても、具合が悪くなりそうなのだが……。


    「こちらでは、霞の処理をできませんから。それに、間違って食べて具合が悪くなればいいと思います」


    　天王洲君は相変わらずの無表情だが、少し怒っているように感じられるのは気のせいだろうか。


    「それにしても、沈殿物を放出させる方法があったとは意外でした。ミツ同士の何かが作用しているのでしょうか」


    　それはつまり、何かしらの解決策が見つかったということなのだろうか。十条ちゃんとお昼を食べるせっかくのチャンスを失ってしまったのは残念だったが……。


    「このまま沈殿物の放出を続けられれば、暴走を阻止できるかもしれません。仕方ないですから、明日は十条さんとお昼を一緒に食べてもいいですよ」


    　聞こえた言葉に自分の耳を疑う。天王洲君は、今なんと言ったのだ？


    「駄目だと言ったところでどうせ来るでしょうし、何をしでかすか分かりませんからね。それなら、目が届く場所にノノメメさんを置いていた方がマシなので」


    　歓喜の雄お叫たけびを上げる僕の横で、天王洲君が「早まりましたかね……」と言っているが聞こえないフリをしておく。


    　もう言い直しは聞かないぞ、天てん王のう洲ず君。明日は、良い日になりそうだ！
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    「東しの雲のめ先輩、本当に痛くないんですか？」


    「まったくもって、問題ない」


    　体中をパグ犬に噛かみ付かれながら、食べるお昼ご飯というのもなかなか乙おつなものだ。


    　日にちが変わって、翌日の昼休み。


    　天王洲君から許しが出たことで、こうして中庭のベンチに座り十じゆう条じようちゃんとお弁当を食べている。


    「私もいますけどね」


    「言わなくても分かっているから、人の思考を勝手に読むな」


    　昨日と変わらず、十条ちゃんと天王洲君の二人が座る隣の隣のベンチに一人で座らされているが、十条ちゃんのお弁当に犬の毛が入ったら大変なので仕方がない。


    「天王洲先輩の作ったお弁当、とてもおいしいです。お料理上手なんですね」


    「そんなことないです。このくらい覚えれば誰だれにでもできますよ」


    「私にもできますか？」


    「もちろんです。教えましょうか？」


    　二人が仲良さげに話している。それはまぁいいとしよう。問題は僕のお弁当だけないということである。


    「このお弁当、本当は東雲先輩の分だったんじゃないですか……」


    「いいえ、それは十条さんのために作ったものです。だいたい、毎日私にお弁当を作ってもらえるのを当たり前のことと思われても困ります。私はノノメメさんの家政婦ではないので」


    　まったくの正論に言葉もない……。


    「あの、東雲先輩。よかったら少し食べますか？」


    　十条ちゃんが弁当を差し出してくれる。


    　僕、箸はしを持っていないのだけれど、十条ちゃんが使ってるその箸を使ってもいいということなのかな？　それってアレだよね。凄すごくアレだよね。


    　でも、紳士だからね、僕。そういうのはちょっとどうかなと思うわけですよ。


    　とはいえ、せっかく勧めてもらったものを無む下げにするといのも紳士としてどうかと……。


    「こんな腐れ外げ道どうにお弁当を分けてあげる必要はありませんよ」


    「腐れ外道ってどういうことだよ!?」


    「でも、十条さんが気にされるのであれば、分かりました。こんなこともあろうかと、ちゃんとノノメメさんのお弁当も用意していたのです」


    　そう言って天てん王のう洲ず君がこちらへ放ほうり投げてきたのは、生身のあんパン。


    　せめて何かに包んでおいてくれよ、直にポケットに入れてたろこれ。なんか、生暖かいし。そもそも、お弁当じゃないじゃないか。


    「嫌いやなら食べなくてもいいのですが？」


    「私、やっぱり……」


    　僕に申し訳なさそうな顔を向けてくる十じゆう条じようちゃん。


    「十条ちゃん、実は僕はあんパンが何よりも大好物なんだ。今日だって、もう朝から食べたくて食べたくて仕方がなかったんだよ。だから、そのお弁当は十条ちゃんが食べてくれ。僕は今からこのあんパンを貪むさぼり食べる」


    「そうですか。それじゃあ、お言葉に甘えて」


    　ようやく、十条ちゃんも安心したようだ。


    　と、その時、今まで僕の体に噛かみ付いていたパグ犬たちが、一斉にあんパンへと飛びかかる。


    　パグ犬って、あんパン食べるんだ。


    「申し訳ありません、東しの雲のめ先輩。やっぱり、私には近づかない方が……」


    「実は最近、ダイエットしたいと思っていたんだ。犬にあんパンを持っていかれてラッキー！」


    　十条ちゃんが目を丸くする。


    「でも、東雲先輩、全然太ってないですよ」


    「いや、駄目だ。もっと痩やせなければ。具体的には三十キロ台に」


    「痩せすぎだと、思うのですけど……」


    　十条ちゃんが心配そうな目でこちらを見てくる。


    　見つめる時に少し上目遣いになる感じが、たまらないですね。この光景を額がくに入れて、家に飾っておきたいくらいだ。もしそれが可能ならば、僕は家に引きこもって一日中その光景を眺め続けているだろう。


    「ノノメメさん、気持ち悪いので今すぐトラックに跳ねられて下さい」


    「天王洲君はそんなに僕のことが嫌いなのか!?」


    「嫌いさ余って、憎さ百倍ってところですかね」


    　嫌われている上に、憎まれてもいたー!!


    「さすがに、トラックに跳ねられろというのは酷ひどいと思うのですが……」


    「大丈夫ですよ、十条さん。ノノメメさんは丈夫さだけが取り柄ですから」


    「そういう問題ではないような」


    　十条ちゃんはこんなにも心配してくれているというのに、なんなのだ天王洲君のこの態度は。


    　十条ちゃんの優しさに感動しながら、ベンチへと近づく。すると、十条ちゃんは小さな悲鳴を上げて離れていってしまう。ぞふりぞふりと黒い霞かすみを立ち昇らせながら。


    　いつものことだが、やはりこのリアクションはショックが大きいな……。


    「大丈夫、この僕は決して不幸になったりしな──ッ」


    　どこからともなく落下してきた金ダライが、「ぐわらんっ」と激しい音を立てて、僕の首を数センチ体にめり込ませる。


    　オーケー、問題ない。気分を入れ替えていこう。


    「僕は絶対に不幸になったりし──ッ」


    　先ほどよりも一周りは大きな金ダライが、僕の首をさらに体へめり込ませた。


    　このままでは、首がなくなってしまいそうだ。


    「東しの雲のめ先輩、やっぱりやめた方が」


    「なぜ、やめる必要がある。僕は不幸にな──ッ」


    　どうやら、金ダライは僕の首を完全に消し去りたいらしい。


    　いいだろう。僕の首がなくなるのが先か、それともセリフを言い切るのが先か勝負してやろうじゃないか！


    「盛り上がっているところ申し訳ないのですが、このくだり飽きたのでやめてもらえますか？」


    「飽きたとか言うなよ、こっちは一生懸命やってるんだから！」


    　これでは、僕の首がただ短くなっただけではないか。


    　損しかないぞ、こっちは。


    「とにかく、沈殿物を排出させることが暴走の解除に有効か否か分からない以上、あまり不用意に十じゆう条じようさんに近づかないようにして下さい」


    「十条ちゃん。明日は休みだし、どこかに行かないか？」


    「聞けよ、人の話」


    　天てん王のう洲ず君は、なにも分かっていないらしい。


    　僕がなんの考えもなく、十条ちゃんを遊びに誘うとでも思っているのだろうか。


    「はい、思っています」


    「人の考えを読むなよ！」


    　もうね、僕の計算され尽くした流れを断ち切るのは止やめていただきたい。全然、話が先に進まないからね。このまま、昼休みが終わっちゃうから。


    「分かりましたから、早く言って下さいよ」


    　天王洲君が早く話せと、人差し指をクイクイと曲げて催促してくる。話す意欲をなくさせるのには、絶好のジェスチャーであった。


    　僕は咳せき払いをして、気分を切り替える。


    「天王洲君は、回復するのかどうか分からないと言ったな。ならば、明日一日を使って試してみればいい」


    「試した結果、駄目だったでは洒しや落れにならないのですが」


    「だが、他に解決策もないのだろう。まさか、このまま現状維持していればいいなどと思っているわけでもないだろう？」


    「それはそうですが」


    　天てん王のう洲ず君は十じゆう条じようちゃんへと視線を向けた。


    「ノノメメさんはこう言っていますが、どうしますか？」


    　十条ちゃんは、言葉を詰まらせる。


    　どうしますかと聞かれたところで、答えを出すのは難しいだろう。十条ちゃんの性格を考えれば、なおさらだ。


    「十条ちゃんがどうしたいのか、言えばいいと思う」


    「私は……」


    　言葉に出そうとしては飲み込み、また出そうとしては飲み込む。十条ちゃんの中で色々な葛かつ藤とうが起こっているのだろう。


    　僕は、その決着がつくのをただ黙って待つ。


    「私は……、遊びに行きたいです」


    　楽しそうに言えばいいものを、十条ちゃんは申し訳なさそうにそう言った。


    　それを聞いて、天王洲君は仕方ないですねとばかりに溜ため息いきをついた。


    「わかりました。では、明日の午後一時に駅前集合としましょう。それまで、ノノメメさんは十条さんに近づかないようにして下さい」


    「なぜ、助手である天王洲君に命令されないといけないのだ」


    「十条さんの件に関しては、会長から私に一任されています。文句があるのなら、会長に言って下さい」


    　くそう、恵え比び寿す会長の名前を出されては、黙るしかないではないか。


    　なぜ、よりにもよって天王洲君に全権を与えてしまったのだ、恵比寿会長は。


    「それでは、また明日」


    　軽く頭を下げて、十条ちゃんは天王洲君とともに屋上をあとにした。


    　まぁ、いいさ。明日になれば十二分に十条ちゃんと会うことができる。そこで、一気に好感度を稼いでやるぜ！


    　それにしても、腹が減ったな。
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    　今日は行楽日び和よりとでもいうべき、雲一つない快晴である。


    　僕の頭上以外は。


    　まるで、カーテンで仕切られているかのように、僕の周りにだけ雨が降っている。局地的大雨という言葉を聞いたことがあるが、それにしてもピンポイントすぎるだろうが。


    「申し訳ありません、私のせいで」


    「十じゆう条じようちゃんのせいではない。これは、異常気象のせいだ」


    　十条ちゃんが頭を下げるのを、僕は慌てて止める。せっかくの楽しい雰囲気を、台無しにするべきではない。


    　それにしても、十条ちゃんの私服姿は本当に可愛かわいいな。こういうのをなんと呼ぶのか知識のない僕には分からないが、非常に清せい楚そな感じがして大変良いと思います。


    　それに対して、天てん王のう洲ず君ときたら……。


    　なんで、いつもと同じ制服姿なんだよ。あれか、学生たるもの外出する時はいつでも制服を着用しなければいけない的な真ま面じ目めなヤツか。


    「ノノメメさんに私服を見せるのは勿もつ体たいないので」


    「何その理由。勿体ないってどういうこと!?」


    「あまり近づかないでもらえますか。雨で濡ぬれるんですけど」


    「酷ひどすぎるだろ、天王洲君！　あれか、僕のことが嫌いなのか？　嫌いなら嫌いだとはっきり──」


    「はい、嫌いです」


    「食い気味にはっきりと言った!!」


    　違う違う、そうじゃないんだよ。


    　天王洲君と話がしたいんじゃなくて、僕は十条ちゃんと話がしたいの！


    　なんなのもー。これでは、いつもと変わらないではないか。


    「天王洲先輩と東しの雲のめ先輩は、本当に仲がいいですね」


    　クスクスと十条ちゃんが笑う。


    　その可愛さといったらビッグバンクラスなのだが、僕の心は頭上の雲のようにどんよりとしていた。だって、僕は天王洲君とではなく十条ちゃんと仲良くなりたいのだから。


    「私とノノメメさんは犬猿の仲、水と油、豚に真珠くらい仲が悪いと評判です」


    「最後の諺ことわざだけ、意味が違うからね！」


    「ほら、やっぱり仲良しじゃないですか」


    　違うんだ、十条ちゃん。これは仲良しとかではなく、ただツッコんじゃう体質なだけなんだよ。だから、全然仲良しとかじゃないんだよー。


    「私と二人でいる時も、天王洲先輩、よく東雲先輩の話をしていますよ」


    　天王洲君へと視線を投げると、向こうも視線を返してくる。


    「なんですか？」


    「僕のいない所で、悪口ばかり言っているんだろう」


    「バレましたか」


    　そうやって、僕の好感度を下げていたのか。どおりで、十じゆう条じようちゃんの好感度がなかなか上がらないと思ったら！　この、策士めが。


    　だが、今日一日で挽ばん回かいしてやるぞ。


    「では、行きましょうか」


    



    　行き先も分からないまま、天てん王のう洲ず君に連れられて見慣れた風景を眺めながらただただ歩き、辿たどり着いた先は、隣りん会かい学園であった。おいッ。


    「もっと、色々と遊ぶ場所はあるだろうが！」


    「万が一にも暴走したら大変ですからね。なるべく人がいない場所と考えた結果、ここになりました。嫌いやなら、帰ってもらっても結構ですが？」


    「帰らないよ、絶対帰らないからね！」


    「私も、ここでいいです」


    　十条ちゃんがそう言うのなら、仕方がない。


    　日曜日だというのに、なぜわざわざ学校に来ているのだろうか。それも私服で。


    　これだったら、制服の方が──。


    「だから、天王洲君は制服を着ていたのか」


    「正解です」


    　だったら先に言っておけよ、畜生。


    「そんなこと言って、後悔しても知りませんよ。せっかくいい場所へ案内しようと思っているのに」


    　果たして学園内にいい場所などあっただろうか、と頭を巡らせるが、そんな所など一つも思い浮かばない。だが、天王洲君の自信に満ちた言葉から察するに、ハッタリでは無さそうだ。


    　扉が開いていた昇降口から校舎へと入り、階段を一番上まで昇っていく。その先にあるのは、野球部での練習以降、閉鎖されていた屋上への扉。


    　天王洲君は制服のポケットから鍵かぎを取り出すと扉を開き、屋上に入っていく。


    「おい、天王洲君。屋上に何があるんだ？」


    「は？　別に屋上には何もありませんよ」


    　いい場所って言ったよね、さっき!?　自信に満ちたあの言葉は一体なんだったんだよ。


    「雨に濡ぬれるノノメメさんが見られる、私にとっていい場所に決まっているではないですか」


    「そんなの分かるわけないだろ!!　というか、イジメかこれは!?」


    　僕が雨に濡れる姿を見て楽しむとか、どんな趣味だよ。これ以上付き合っていられるかと、校舎に戻ろうとすると、十条ちゃんの「わぁ」という嬉うれしそうな声が耳に届いた。


    「私、屋上に来たの初めてです。街が一望できるんですね」


    　振り返れば、十条ちゃんが柵さくに手を置き楽しそうに風景を眺めている。


    　十じゆう条じようちゃんがいいのなら、屋上でも構わないが。だが、「どうですか？」とでも言いたげな視線を僕に向けている天てん王のう洲ず君のことは、絶対に許さないぞ。あとで、文句を言いまくってやる！


    「そういえば、ずっと気になっていたのですが。ノノメメさんの足に付いているそのアクセサリー、どこで買ったんですか？」


    「なるほど、天王洲君にはこれがアクセサリーに見えると、そういうわけか」


    　言いながら、柴犬に噛かみ付かれた足を天王洲君の前へと上げてみせる。


    　それを見た十条ちゃんの表情が瞬時に曇る。


    「やっぱり、私……」


    「柴犬可愛かわいいなぁ。あれだよね、すごく癒いやされるよね。めっちゃ噛み付いてくるけど」


    　噛み付こうとしてくるのをなんとか躱かわしながら、柴犬の頭を無理矢理撫なでてやる。


    　ぞふりぞふりと十条ちゃんから放出される黒い霞かすみ。


    　天王洲君は掃除機のようなもので、それを器用に吸い取っていく。


    「ところで、ノノメメさん、お昼ご飯は食べて来ましたか？」


    「いや、まだだが」


    「それは丁度よかった」


    　屋上の真ん中にレジャーシートを敷いた天王洲君は、手にしていたバッグから三つのお弁当箱を取り出すと、そのうちの一つを僕に手渡す。


    「十条さんが、朝から頑張って作ってくれたんですよ」


    「天王洲先輩に教えてもらいながらですけど……」


    　本当に食べてもいいのかと二人に確認を取ると、「もちろん」と二人揃そろって頷うなずいてくれる。


    　こんなサプライズを用意していたとは……。なんか、涙が出てきそうになってきた。天王洲君のことを酷ひどい奴やつだと思っていた自分が恥ずかしい。


    　包みをほどくと、二段に重ねられたお弁当箱の上段を開く。


    　中には、びっしりとあんパンが敷き詰められていた。


    　あれ、なんかおかしいな。


    　下段にはきっと色々なものが入っているのだろう、そう思いながら開くと、上段と同じように敷き詰められた、あんパン。


    　十条ちゃんが少し照れながら言う。


    「昨日、東しの雲のめ先輩があんパンが大好きだと言っていたので」


    　言った、確かに言いました。


    「上はこし餡あんで、下は粒餡です。遠慮せずに食べて下さいね」


    　いや、うん、なんだろう。手作りっていうのは、すごく嬉うれしいよ。


    　嬉しいんだけどね、これ何か違わないかな？


    「よかったですね、ノノメメさん、大好きなあんパンがたくさん食べられて」


    　お前の仕業か。


    　天てん王のう洲ず君たちがお弁当箱を開くと、そこには普通のお弁当が入っていた。


    「では、私たちもいただきましょうか。十じゆう条じようさんのお弁当楽しみです」


    「ほとんど、天王洲先輩が作ったみたいなものですけどね」


    「そんなことないですよ」


    　なに、十条ちゃんとイチャついてるんだよ。


    　それをやりたいのは、僕だからね。今すぐ、立ち位置を替われ、天王洲君。


    「すみません、ノノメメさん。水滴がお弁当の中に入るので離れてもらえますか。三メートルくらい」


    　二人が楽しそうにお弁当を突ついているのを眺めながら、一人あんパンを齧かじる。


    　これって、中庭でのやり取りと変わらなくない？


    「東しの雲のめ先輩も一緒に食べましょ」


    「でも、雨に濡ぬれるから」


    「そんなの、大丈夫ですから。私も、雨好きです」


    　ぞふりと黒い霞かすみを放出しながら手招きをしてくれる十条ちゃんが、本物の女神のように見える。その隣で舌打ちをする天王洲君は悪魔に違いない。
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    　僕は十じゆう条じようちゃんの隣に腰を下ろして、傘かさを十条ちゃんの方へと傾ける。だが、不思議と雨は十条ちゃんを避よけ、僕だけを濡ぬらし続けるという世にも奇妙な現象が起こっている。


    「十条さんは、ミツの特性で自分が引き起こした不幸を受けることはありませんからね」


    　天てん王のう洲ず君の言葉に、僕はなるほどと納得する。図書室でガラス片が十条ちゃんを避けていたのも、そのためだったというわけか。


    　しかし、そうだと分かっても、僕は十条ちゃんに傘を差し出さずにはいられない。


    　だって、相合傘がしたいからね！


    「私の頭部は、防水加工されていないのですが」


    　天王洲君が、傘から落ちる雨粒をもろに受けている。くくく、いい気味だ。


    



    　楽しい時間はどうしてこうも早く過ぎてしまうのだろうか。どうでもいい時間だと過ぎるのが遅いというのに。


    「時間の流れは常に一定ですよ。ノノメメさんの体内時計がおかしいだけです」


    「情緒の欠片かけらもないな、キミは！」


    　学園からの帰り道。


    　夕日が射す道を、三人で並んで歩く。いまだに僕の周りにだけ雨が降り続いているが。


    「楽しかったですか、十条さん？」


    　天王洲君が横を歩く十条ちゃんに尋たずねると、十条ちゃんは小さく頷うなずいた。


    「こんなに楽しかったのは、久しぶりです」


    「お友達と、遊びに行ったりしないんですか？」


    「私、友達いないですから……」


    　寂しそうな、十条ちゃんの声。


    　僕の差した傘に当たる雨音が、より一層寂しさを際立たせる。


    「なるほど。それでは、私たちと一緒ですね」


    　天王洲君が無感情な視線を向けると、十条ちゃんも同じように視線を向ける。


    　なぜ、僕を差し置いて二人で見つめ合っているのだ。


    「ノノメメさんと一緒にいると、なぜか友達ができないんですよ」


    「僕のせいだと言いたいのか、天王洲君？」


    「別に、私は何も言っていませんが」


    　いや、完全に僕のせいだと言っていただろうが。


    「それに、天王洲君と一緒にしてもらっては困る。僕には友達がいるのだからな」


    「それ、人間ですか？」


    「人間だよ！　人間以外の友達ってなんだよ!!」


    「その足に噛かみ付いているやつかと」


    　天てん王のう洲ず君の視線を辿たどると、足に噛かみ付いているコーギーが二匹。


    　コーギーが友達とか悲しすぎるだろうが。可愛かわいいけどな。


    「犬などではない。僕の友達は、そこにいる十じゆう条じようちゃんだ！」


    「えっ……？」


    　ビシリと十条ちゃんを指差すと、小さな声を上げて固まってしまった。


    　歩みを止めてしまった十条ちゃんに釣られて、僕と天王洲君も足を止める。


    「十条さん、えらく驚かれているみたいですけど」


    　十条ちゃんのこの反応をどう受け止めたらいいのだろうか。驚くほどに嬉うれしかったということか？　それとも、「友達なんて酷ひどいです。私たち、恋人じゃないですか……」ってことか!?


    　あるぞあるぞ、その可能性は大いにあるぞ！


    「ねーよ、バーカ」


    「口が悪すぎるだろ！」


    　立ち止まったまま、十条ちゃんが声を出す。


    「東しの雲のめ先輩……」


    　僕の名を呼びかけたまま、しきりにサイドテールの先をいじり始める十条ちゃん。天王洲君と僕は彼女の言葉をじっと待つ。


    「……あの時、言ってくれたこと、本当ですか？」


    　十条ちゃんが言う「あの時」がいつを示しているのかが分からず、首を傾かしげた。


    「東雲先輩、言ってくれましたよね。私にも──」


    　唐突に十条ちゃんの声が消え、代わりに急ブレーキとクラクションの音が鼓膜を震ふるわせる。


    　視界には、歩道に乗り上げながら突進してくる二トントラック。


    　天王洲君と十条ちゃんの背中を押しながら、前にもこんなことがあったなと思い出す。


    　その時は窓ガラスの破片だったが、相手がトラックではさすがの僕でもどうしようもない。


    　これを避よけるのは、不可能だ。


    　トラックと激しく衝突した僕の体は、軽々と宙へ弾はじけ飛んだ。


    　ぞふり、ぞふり──。


    



    　　　■　■　■


    



    「……ノノメメさん、私を置いて行ってしまうなんてあんまりです」


    　学園の中庭のベンチに力なく座りながら、天王洲君は溜ため息いきとともに言葉を吐いた。


    　うっすらと浮かんだ涙を、指でそっと拭ぬぐう。


    　夕暮れの色がいつもより寂しく感じられるのは、気持ちのせいだろうか。


    「なぜ、死んでしまったのですか……」


    「さっきから、ずっと隣にいるだろうが!!」


    「あれ、なんで生きているのですか？」


    「ガッカリそうな顔をするんじゃないよ。傷つくだろうが!!」


    　どれだけ、僕のことを殺したいのだ。


    「トラックに跳ねられたら、普通死にますよ」


    「そもそも、跳ねられていない。トラックにぶつかる瞬間、フロントを蹴けり飛ばして反動で逃げたからな」


    「その芸当は、既に人間の領域を超えていますね」


    　そう、トラックを見事に躱かわした僕は無傷だった。咄とつ嗟さの判断で突き飛ばした、十じゆう条じようちゃんと天てん王のう洲ず君も無傷だった。


    　にもかかわらず、なんで十条ちゃんは僕と会ってくれなくなってしまったんだ!!


    　学園には来ているはずなのに、十条ちゃんのクラスに行っても会えないということは、休み時間の度に図書室にこもっているのだろう。そうなると、出入り禁止にされている僕と天王洲君には手の出しようがない。


    「完全に避けられてますね……。しかし、私まで避けられるようになるとは計算外でした」


    　二人で揃そろって溜ため息いきをつく。


    「なにより計算外だったのが、暴走が全く収まっていなかったことです。あれだけ放出されれば、すぐに暴走ということにはならないでしょうが、それもいつまで保もつか」


    　なんとかしたいという気持ちは十二分にあるのだが、接触すらできないのでは為なす術すべがない。


    　まずは、十条ちゃんと話をする必要があるだろう。避けられている理由を聞かなければ、話が始まらない。


    「そこからですか？」


    「不満そうだな。言いたいことがあるなら言った方がいいぞ」


    「いいえ、別に」


    　言いたいことが絶対にある感じだが、あえて聞くまい。


    　どうせ、ロクでもないことに決まっている。


    「一番の問題は、どうやって十条ちゃんと会うかだな」


    「避けられていますからね。ノノメメさんが性的な嫌いやがらせをしたせいで」


    「するかそんなこと！」


    「トラックから助けるふりをして、ベタベタと体に触ったんじゃないですか？」


    「あの状況のどこに、そんな余裕があったというんだ……」


    　いや、余裕があったとしても、そんな卑劣な行為はしないけどな。


    「前みたいに、朝早く校門の前で待ち伏せするのはどうだろうか？」


    「こちらを見つけた瞬間に逃げてしまうでしょうね」


    「だったら、授業中に教室に乗り込むのは？　これなら逃げられまい」


    「そのまま、職員室に連行されるでしょうけどね」


    　八方塞ふさがりとはこのことか。


    　どのアイディアも、出す側そばから天てん王のう洲ず君に潰つぶされてしまう。なんかこう、常識の壁をぶち壊すような、斬ざん新しんなアイディアでも思いつくことができれば……!?　これだ！


    「閃ひらめいたぞ、天王洲君！」


    　毎度のことだが自分の頭脳が恐ろしすぎる。


    　テンションの上がる僕に、天王洲君が冷たい視線を向けてくる。


    「まともな発想だと良いのですが」


    



    　僕の眼下には、文庫本に視線を落としながら図書室へと向かう十じゆう条じようちゃんの姿。


    　やはり僕の読みどおり、図書室にこもることで僕たちから隠れていたようだ。学校を休むという選択をしないところが生き真ま面じ目めな十条ちゃんらしいが、それが仇あだとなったな。


    　そのまま図書室へと入ろうとした十条ちゃんは、突如、頭上から聞こえてきた音に足を止めた。空から降り注ぐのは、窓ガラスの破片と僕。


    「東しの雲のめ先輩!?」


    　十条ちゃんの驚く声とともに、着地の振動が僕の足に伝わる。


    「こんなところで会うなんて、偶然だね」


    「偶然って……」


    　そう、これは偶然だ。


    　校舎の三階から飛び降りたら、たまたま目の前に十条ちゃんがいたのだ。


    「そういえば、最近僕と会ってくれないが、なにかあったのかな？」


    　僕の質問に、十条ちゃんが押し黙る。


    　やはり、こうなってしまったか。


    　しかし、人間計算機・東雲芽め吹ぶきには、既にこの展開も予測済みだ。


    「本当のことを話そう。実は、偶然というのは嘘うそなんだ」


    「それは、分かっています……」


    　なんだと、バレていただと!?


    　やるではないか、十条ちゃん。しかし、ここから先の展開は読めるかな。


    「こうやって十条ちゃんに付きまとうのは僕の本望じゃない。だから、はっきりと言ってくれ。キミが付きまとわないでほしいというのなら、今後一切、僕はキミに近づかない」


    　どうだ、この完かん璧ぺきなセリフは。


    　十条ちゃんの僕への好感度は出会った当初よりも随分と上がっているはず。それは、ここ数日会わなかったくらいのことでは揺るがないだろう。


    　だから、この先の展開はこうなるはずだ。


    『東しの雲のめ先輩は意地悪です。こんなに好きなのに、付きまとわないでほしいだなんて言えるわけないじゃないですか』


    『では、なぜ僕を避けていたんだ？』


    『怖かったんです。私、面倒な女だから。先輩のことを独占したいって思ってしまうから……』


    『バカだな。僕の心はもう、キミだけで埋まってしまっているというのに』


    『嬉うれしい。私だけの先輩になってくれますか？』


    『もちろんさ』


    『好きです、東雲先輩』


    　来たよコレ。コレ来た。


    　僕の時代、来たよコレ！


    「東雲先輩は意地悪です……」


    　ほらね。はい来た、ドーン!!


    　これ、夢なんじゃなかろうか？


    　夢じゃねーよ、バーカ。


    　もう、自分で何を言ってるのかさっぱりだぜ、ヒャッハーッ!!


    「もう、付きまとわないで下さい」


    「では、なぜ僕を避けて……えッ？」


    「迷惑なんです」


    　これは、夢なのではないだろうか。


    　十じゆう条じようちゃんの瞳ひとみの端に涙が溜たまっていく。


    「さようなら、東雲先輩」


    　涙がこぼれ落ちるよりも早く、十条ちゃんは図書室へと走り去ってしまった。


    　あれ、十条ちゃん。セリフ間違っているよ。


    　そういう流れではないでしょ、ここは。


    　周囲に充満する甘ったるい香りが、鼻の奥をツンと刺激する。


    　視界も金色の霞かすみのせいでよく見えない。


    　なんでこの夢は、いつまで経たっても覚めないのだろうか。


    　学校に行くのだから、早く目覚めなくては。


    　僕はもう起きたいんだ。


    　僕は……。


    



    「はッ!?」


    　目を開くと、そこには見慣れた自分の部屋の天井があった。


    　なんだ、夢か。


    「ノノメメさん」


    　部屋の外から、天てん王のう洲ず君の声がする。


    「今日も休むのですか。もう三日目ですよ、いい加減部屋から出てきて下さい」


    　僕は夢を見ていた。三日前の出来事の夢を。


    　夢だけど、夢じゃなかった。


    「誰だれも心配していないですけど、むしろいない方が平和なくらいですけど、それでも学校にはちゃんと行かないと駄目ですよ」


    「そんなこと言われたら、余計に行く気をなくすわ!!」


    　布ふ団とんの中へと再び潜もぐり込む。


    　もう一度寝よう。今度は、きっといい夢を見るんだ。


    　こうして僕は、引きこもりになった。


    



    「ここからは、私の番です」


    



    　　　■　■　■


    



    「隣、いいですか？」


    　昼休みの図書室。十じゆう条じようさんは、なにをするでもなくただ外を眺めていた。


    　私が隣の席に座りながら声をかけると、十条さんは驚いた表情を浮かべる。


    「どうして、天王洲先輩が図書室に……？」


    「生徒会長から特別にお許しをもらいまして。それにしても、こうしてお話しするのも久しぶりですね」


    　十条さんは机に視線を固定し、私の方を見ようとはしない。


    　私は心の中で息をつく。


    「ノノメメさんを拒絶したらしいですね」


    　横で十条さんが拳こぶしをきつく握りしめたのを感じた。


    　相変わらず図書室は閑散としている。


    　これほどの知識を前に積極的に手に入れようとしないとは、人間とは勿もつ体たいないことをする。


    「ノノメメさんは、ああいう人ですから。拒絶するのは普通のことです。気に病む必要はありません」


    「私を責めに来たんじゃないんですか？」


    「責める？」


    　怯おびえたような目の色をした十条さんに、私は聞き返さずにはいられなかった。


    「責められるようなことを、なにかしたのですか」


    「東しの雲のめ先輩のことを傷つけてしまったから……」


    　三日前のことでも思い出しているのだろうか。十じゆう条じようさんの視線が、再び机へと張り付く。


    「あれくらい、傷つけたうちに入りませんよ。私との会話だとあの程度は日常茶飯事ですから」


    「それは、結構酷ひどいと思うんですけど」


    「そうですか？」


    　聞き返した言葉に、十条さんはなにも反応しない。


    　これ以上の前ふりは無意味か。


    「本当に傷ついているのは、十条さんの方なのではないですか？」


    　一瞬、表情にかすかな反応を見せるが、やはり十条さんはなにも言わない。


    　ここで何か言ってくれれば、他にもやり様ようがあったのだが仕方がない。


    　思考の欠片かけらを繋つなぎ合わせ始める。


    「これは、私の勝手な妄想です。独り言ですから、聞き流して下さい」


    　私は小さく息を吸うと、ゆっくりと長く吐き出した。


    「私が十条さんと過ごしている時、常に一つの疑問が付きまとっていました。それは、十条さんがいなくなった回収者のことを一切話さないことです。


    　十条さんは昨日今日ミツになったわけではありません。ということは、回収者ともそれなりの年月をともに過ごしていたはず。なのに、なぜいなくなった回収者を捜そうとはしなかったのでしょうか。なぜ、同じ回収者である私に何も聞こうとしなかったのでしょうか。


    　既に十分に捜しているけれども見つからずに、諦あきらめてしまったということも十分に考えられます。また、私にいなくなった回収者のことを聞いたところで望む答えが返ってくるとは思えないと考えたかもしれません。ですが、どうしても私の頭の中で何かが引っ掛かるのです。回収者は十条さんとの合意の上で去っていった。そう考えた方がしっくりときます。


    　そう思った大きな理由は、十条さんが友達を作ろうとしたことです。


    　今では他人を避けるように図書室で過ごしてみたり、本を読むことで自分の世界に入り込んだりしていますが、数か月前には友達を作ろうと奮闘していたのではないでしょうか。その証拠となるのが、十条さんの中に蓄積している沈殿物です。もしも、今の生活のように他人を避け続けていたのならば、金色の霞かすみは発生せず、ここまで沈殿物が溜たまってしまうようなこともなかったはずですから。


    　では、なぜ友達を作ろうと思ったのでしょうか。ミツとなったことで他人から拒絶されるという辛つらい思いを今まで幾度となくしてきたことでしょう。他人を避けるようになったとしても仕方のないことです。にもかかわらず十条さんが頑張ったのは、いなくなった回収者に心配はいらないと伝えたかったからではないでしょうか？


    　回収者との間にどんなやり取りがあったのかは、私には分かりません。それでも、十条さんは現状を変えるために努力し、その結果、上う手まくいかなかったことは容易に想像できます。もしかすると、その挫ざ折せつが暴走を促進させる一要素になっているのかもしれません。


    　なんとかしたい。でも、自分の力では出来ない。そこに現れたのが、ノノメメさんです。


    　あれほど無茶苦茶な人間はそういませんよ。人の言うことを聞かず、勝手な思いつきで行動して、自分に不幸が降りかかろうがまるで気にしない。そんなノノメメさんに、憧あこがれを抱いたのではないですか。その感情は十じゆう条じようさんに希望を抱かせ、結果、沈殿物を黒い霞かすみとして排出させるに至った。


    　このまま排出が続けられれば、暴走は完全に収まります。ですが、それは同時にノノメメさんを不幸が襲い続けるということでもある。そしてあの日、十条さんはトラックに轢ひかれそうになるノノメメさんを見て、それを強く意識してしまった。


    　あれは、十条さんに何の責任もありません。と言われたところで、納得できないでしょう。自責の念、それよりもさらに大きかったのが、親しくなった人がまた自分から離れていってしまうのではないかという恐怖。


    　ノノメメさんは大丈夫だと言っているけれど、いつ愛あい想そを尽かされてしまうか分からない。十条さんはそれが怖くてたまらなかった。だから、嫌われる前にノノメメさんを拒絶した」


    　喋しやべり終えて、息をつく。


    　言葉が全て体の外へと出ていってしまったかのように感じる。


    　それでも、まだ話を終えるわけにはいかない。


    「ノノメメさんを拒絶して、安心を得ましたか？」


    　小さく震ふるえる十条さんの姿に、心が痛くなる。


    　私たちの勝手で不幸を運命付けられ、その運命に振り回される健けな気げな少女。


    　そんな少女から発せられる不幸を食べている私たちは、なんと醜悪な存在なのだろうか。


    「私、嬉うれしかったんです」


    　机を見つめたまま、十条さんが言葉をこぼす。


    「私のせいであれだけ不幸になりながら、それでも私のことを友達だと言ってくれたことが嬉しかったんです」


    　十条さんの声が震えている。


    　その小さな体にどれだけのモノを抱かかえているのか、私には知る術すべもない。


    「だから私は、東しの雲のめ先輩のことも、天てん王のう洲ず先輩のことも不幸にしたくない」


    　机の上に、滴しずくが落ちる。


    「でも……でも、もう独りでいるのは嫌いやなんです」


    　私を見る十条さんの顔は涙で濡ぬれていた。


    　涙と鼻水で、せっかくの可愛かわいい顔が台無しだ。けれど、そんな十条さんが愛いとおしくて、申し訳なくて、私は彼女を自然と抱きしめていた。


    　突然抱きしめられて驚いた様子だった十じゆう条じようさんは、やがて私の背中へと腕を回す。


    「助けて下さい……」


    　私の心臓に、十条さんの嗚お咽えつが直接響く。


    　少女一人の願いも叶かなえられずに、なにが神だ。


    「助けて下さい、神様……」


    　私にはただ、十条さんを抱きしめることしかできない。


    「ノノメメさんを信じて下さい。私にはあなたを救うことはできないけれど、あの人はそれができる人です」


    「私、怖いです……。東しの雲のめ先輩に嫌われるのが」


    「大丈夫だから、信じて。あの人は、神すら救ってみせたのですから」


    　なにをやっているんですか、ノノメメさん。あなたの大好きな十条さんが、あなたのせいで泣いてしまっているではないですか。


    　本当に、なにをやっているんですか。


    



    　　　■　■　■


    



    　なんの前触れもなく開いた自室の襖ふすまに視線を向ける。
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    「ノノメメさん、入りますよ」


    「既に入っているだろうが」


    　天てん王のう洲ず君にはノックをするという習慣がないらしい。なんて、マナーの悪いヤツだ。


    　鍵かぎ付きの部屋ならば、完全に引きこもれるというのに、生あい憎にく鍵付きの襖など存在しない。


    「何をやっているんですか？」


    「見て分からないのか、畳の目を数えているんだ」


    「どれだけ暇ひまなんですか」


    　なんとでも言え、僕は部屋中の畳の目を数えきってやるのだ。


    　残りあと三分の一。一気に数えきってやる！


    「そんなことどうでもいいですから、話を聞いて下さい」


    「そんなこととはなんだ。これを数えきらないと、世界は滅亡してしまうんだぞ！」


    「自分ルールとかどうでもいいですから」


    　たとえ自分ルールであろうとも、僕は必ず世界を救ってみせる。


    　地球のみんな、僕に力を貸してくれえぇッ!!


    　高速で畳の目を数え始めると、天王洲君が僕の耳にそっと唇くちびるを寄せる。


    「３、８、16、35、43、１２６、２２４……」


    　耳元で囁ささやかれる意味のない数字に僕の脳内は支配される。


    　そして世界は滅亡した。


    「はい、お疲れ様でした」


    「世界の滅亡を企たくらんでいたのが天王洲君だったとは、意外な展開であった……」


    「十じゆう条じようさんのこと、諦あきらめてしまうのですか」


    　天王洲君の無感情な視線を受けて、僕は１から畳の目を数える作業を中断する。


    「拒絶されたんだ。諦めるもなにもないだろうが」


    「そんなだからフラれ続けるんですよ、ばーか」


    「うぉい、それがフラれて傷心してる人間にかける言葉か!?」


    「バカにバカって言ってなにが悪いんですか、ばーか」


    「バカって言いすぎだろ!!」


    　傷口をナイフで抉えぐりつつタバスコをかけるようなこの仕打ち。


    　一体僕がなにをしたというんだ。


    「ノノメメさんはなにもしていませんよ。だから、駄目なんです」


    「どういうことだ？」


    　意味が分からずに聞き返すと、天王洲君は呆あきれたように首を振った。


    「十条さんが本心でノノメメさんを拒絶したと思っているのですか？」


    「本心じゃなければ、なんだというんだ」


    「ノノメメさんのことを、大切に想おもっているからに決まっているではないですか」


    　大切に想っているから拒絶する。なぞなぞだろうか？


    「説明しても駄目みたいですね。直接会ってみて下さい。そうすれば、分かりますから」


    「それはできない」


    「は？　なんでですか？」


    「僕からは会わないと約束したんだ。それを違たがえることはできない」


    「そういう下らない自尊心とか、だせーんですよ。そんなことで──」


    「下らなくないッ!!」


    　畳に叩たたきつけた拳こぶしの音に、天てん王のう洲ず君の言葉が止まる。


    「約束とは、信頼関係の上に成り立つものだ。約束を破るということは、相手の信頼を裏切る行為そのもの。十じゆう条じようちゃんの信頼を崩すことは、僕にはできない」


    「まったく、本当にバカですノノメメさんは」


    　さっきから、バカバカ言いすぎじゃないか。


    　バカと言ったヤツがバカだという、この世界の真理を知らないのだろうか。


    「では、こうしましょう。ノノメメさんから会いに行かなくて、十条さんに会える方法です」


    



    　騙だまされたと思ってついてきて下さいと言う天王洲君の言葉に、僕はノコノコと登校していた。


    　騙されるのならば最初からやらなくていいじゃないか思ったのだが、食事抜きだと脅されてはついていかないわけにはいかない。十条ちゃんに拒絶されてから三日、食事も摂とらず一心不乱に畳の目の数えていたのだ。このままでは餓死しかねない。


    　天王洲君と並んで、並木道から図書室を見つめる。


    　並木道から図書室までの距離はかなりあるが、僕の超人的な視力をもってすれば本棚に並べられている背表紙のタイトルだって全て読むことができる。


    「なんだか、詐欺のような気がするのだが」


    「たまたまここに立っていたら、たまたま図書室に十条さんが入ってきただけです。偶然ですから、詐欺ではありません」


    　形の上ではそうなのだろうが、どうにも釈然としない。


    　かといって図書室から目を離すこともできず、ただじっと見つめる。


    「どうですか？」


    　図書室で一人本を読んでいる、十条ちゃん。


    　その姿がいつも以上に寂しそうに見えるのは、僕の願望だろうか。


    「あれが、本心で拒絶した人に見えますか」


    　十条ちゃんが、手を止めて俯うつむく。


    「十条さんを助けられるのは、ノノメメさんしかいないんですよ？」


    「天てん王のう洲ず君、キミはバカだ」


    　僕の言葉に、天王洲君が顔を向ける。


    「その心は？」


    「自分のこともできない人間に、他人が助けられるわけがないだろうが。僕は自分のしたいようにする、それだけだ」


    　眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「拒絶されたくせに、なに格好つけているのですか」


    「本心で拒絶されたわけではないと言ったのは天王洲君だろうがッ!!」


    「冗談です」


    　なんで、このタイミングで冗談なんて言うんだよ。


    「残念ながら、私では会長の依頼を完遂することができませんでした。ですから、私からノノメメさんに依頼します。十じゆう条じようさんの暴走を食い止めて下さい」


    「任せろ。解決屋・東しの雲のめ芽め吹ぶき、その依頼たしかに引き受けた」


    　天王洲君が掌てのひらを差し出す。僕はその手を軽く叩たたいた。


    「これから、十条ちゃんに手紙を書く。悪いが、それを渡してきてくれないか？」


    「恋文ですか。ノノメメさんらしくないですね」


    　天王洲君の言葉を否定するように、僕はニヤリと笑った。


    「いいや。果たし状だ」


    



    　　　■　■　■


    



    　腕組みしながら、屋上でじっと十条ちゃんが来るのを待つ。


    　午後の授業が終わるまで、あと三十分。あと三十分で全ての決着がつく。


    　天王洲君に頼んで、手紙は直接十条ちゃんへと届けてもらった。


    『放課後、屋上で待っている』


    　シンプルな文面だが、余計なものがないだけに内容はしっかりと伝わるだろう。


    　これが、僕にできる唯一の方法だ。


    　近づかないと言った以上、向こうから来てもらうしかない。


    　果たして十条ちゃんが来てくれるのかどうか。それは、神のみぞ知ることだ。


    　頭上ではカラスの群れが大合唱をしている。上空で旋回するその姿は、まるで闇やみが蠢うごめいているようだ。だが、カラスごとき恐るるに足りない。


    　僕は目を瞑つぶり、精神を集中させる。


    　これは、戦だ。


    　相手を侮あなどれば、いつどこから攻撃がくるのか分からない。トラックが屋上に突っ込んでくるという予想をしていても、心配のしすぎということはないだろう。


    　空にはいつの間にか、暗雲が立ち籠こめている。


    　そこから一粒の滴しずくが、眼鏡めがねの上に落ちた。


    　最初は一滴ずつ、やがて粒の数は増え、とうとう土砂降りの雨へと変化する。


    　すぐ目の前すらよく見えないほどの雨。それでも、僕は決して動かない。


    　十じゆう条じようちゃんは必ず屋こ上こへ来てくれる。


    　雨は全身を濡ぬらし、体温を急速に奪い去っていく。


    　これだけの大雨だというのに、空には依然としてカラスの群れが旋回している。その合唱が呼び寄せたのか、稲妻が黒雲を切り裂いて轟とどろいた。


    　まだなにも始まっていないというのに、このシチェーション。相手にとって不足なしとは、まさにこのことである。


    　あまりの楽しさに、口の端に自然と笑えみが浮かぶ。


    　雷の音に紛れるようにして、屋上に低い唸うなり声が響いた。


    　そっと目を開けば、どうやって屋上へ上がってきたのか、三匹のドーベルマンが口からダラダラと涎よだれを垂らしながら、こちらを威い嚇かくしている。さらには、ネズミ、蛇、ウサギ、猿と続々と屋上に姿を現す。一体、この街の生態系はどうなっているのだろうか。


    「まるで、十二支だな。最後に竜でも倒せば、クリアーか？」


    　誰だれに言うでもなく、一人ごちる。


    　時間潰つぶしには丁度いい。


    　動物たちが申し合わせたかのように、一斉に襲い掛かってくる。


    　僕はそれを見据えながら、ゆっくりと腕組みを解いた。


    



    　屋上にチャイムの音が響く。長い三十分であった。


    　殴り倒した猪いのししから、視線を屋上の出入り口へと向ける。


    　十条ちゃんの教室から、屋上まではどれくらいかかるだろうか。彼女が来るまでに、やっておかなければならないことがある。


    　首を勢いよく振り、雨粒を飛ばす。


    　屋上には死し屍し累るい々るいと倒れている動物たち。殺してはいない、気絶させているだけだ。死体だらけの場所で待ち合わせとか、怖すぎるからな。


    　来てくれたとしても、逃げられかねない。


    　大雨に紛れて、頭上からカラスが弾丸のように降り注いでくる。


    　コイツらをどうにかしないことには、十条ちゃんと話すどころではない。


    　スウェーバックで攻撃を躱かわし、三羽まとめてデコピンで落とす。


    　カラスにダーツのように人間へと襲い掛かる機能が付いているとは知らなかったが、近づかないと攻撃が届かないため非常に厄介な相手だ。それに加えて、この視界の悪さである。


    　せっかく、髪もビシリと決めて、制服も家庭科室でアイロンがけしたというのに、この雨と動物たちのせいで台無しだ。


    　苛いら立だちに任せて、カラスを指で弾はじく。


    　その際に目に水が入り、視界が遮さえぎられる。


    　だが、カラスたちは拭ふいている時間を与えてはくれない。あと何羽倒せば終わるのだろうか。


    　と、屋上の扉が開いた。


    　その音に驚いたのか、カラスたちが一斉に空へと逃げていく。


    　姿を見せたのは、十じゆう条じようちゃんだ。


    　ここで、天てん王のう洲ず君だったらしばき倒しているところだった。


    　十条ちゃんは僕の姿に、瞳ひとみを大きくする。だが、すぐに顔を伏せてしまった。


    「来てくれると、信じていたよ」


    　十条ちゃんは、何も返さない。


    　間近に雷が落ち、網膜を焼くほどの強い光に視界が奪われる。


    　よくやく視界が回復すると、十条ちゃんは屋上に足を踏み入れていた。


    　容赦なく十条ちゃんに降り注ぐ雨は、一瞬にして彼女の全身を濡ぬらす。


    「さぁ、戦おうか」


    　サイドテールから、速いテンポで滴しずくが落ちていく。


    　なにも言わず動かず、固まってしまっているように俯うつむいている十条ちゃんに、僕は構わずに話しかける。


    「十条ちゃんの不幸と、僕の体。そのどちらが強いかを決めるために」


    　一際大きな音が鳴り響き、屋上に落雷する。


    　巨大な物が落下してきたような轟ごう音おんとともに走る衝撃。


    　吹き荒れる風を腕で防ぎながら、十条ちゃんを確認する。


    　十条ちゃんの周囲だけが見えない防壁で守られているかのように、風が凪ないでいた。


    　まるで、奇跡のような光景。


    　やはり十条ちゃんは、女神に違いない。


    「そんなことをして、なんになるんですか」


    　十条ちゃんが顔を上げる。


    　雨は、泣いているように十条ちゃんの顔を濡らしていた。


    「僕は、神が勝手に決めた運命なんて信じていない」


    「それでも、実際に私は不幸を振り撒まいているじゃないですか」


    　ぞふりぞふりと、黒い霞かすみが十条ちゃんの体から溢あふれている。


    　雨と混じって薄く伸びる黒い霞が、足もとから徐々に屋上を覆っていく。


    「もう、やめて下さい。東しの雲のめ先輩」


    　僕の心がギリリと痛む。


    　今、十じゆう条じようちゃんを苦しめているのは紛れもなく僕だ。


    　本当に彼女の幸せを願うのなら、二度と十条ちゃんに会わないのが一番いいのだろう。


    　だけど、僕にはそれができない。


    「キミの不幸に打ち勝つことで、その運命を否定してやる」


    　十条ちゃんを救いたいと、傲ごう慢まんにも思ってしまっているから。


    　甘ったるい匂においが屋上に充満し、足もとから黒い霞かすみが絡からみつくようにして上ってくる。


    　最終ラウンドといこうではないか。


    「図書室で初めて会った時から、キミに心を奪われていた」


    　屋上を衝撃が襲う。


    　先ほどの落雷によって生じた屋上部分の亀き裂れつが、徐々に開いているのだ。


    　屋上全体を揺らすほどの振動に、僕はたまらず膝ひざをついた。その瞬間を狙ねらっていたかのように、亀裂は大きく口を開け僕の体を挟み込む。


    　冗談みたいな状況。物理法則を無視するミツの能力。


    　十条ちゃんの体から、尋常ではない量の黒い霞が放出されている。


    「付きまとわないでくれって言ったじゃないですか。なんで、私に構うんですか」
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    　亀き裂れつが狭まり、僕の体を圧迫する。喉のどから漏もれそうになる声を必死に飲み込む。


    「東しの雲のめ先輩を不幸にしたくないんです。お願いですから、もうやめて下さいッ」


    「まだ話は終わっていない。最後までちゃんと聞いてくれ」


    　骨が不快な音を立て始める。それが聞こえているのか、十じゆう条じようちゃんは耳を塞ふさいでしまう。


    　いいだろう、聞きたくないというのなら届くように声を張り上げるだけだ。


    「キミの悲しげな表情を取り除いてあげたいと思っていた。キミとずっと一緒にいたいと思っていた。キミの笑顔を見たいと心から思っていたッ」


    　アバラが圧迫されて声が出しづらいが、そんなことは関係ない。喉が裂けんばかりに叫んでやるだけだ。


    「キミの不幸を否定して必ず幸せにしてみせる。だからッ」


    　さぁ、決着をつけよう。


    「僕と付き合ってくれ、十条ッ!!」


    　圧迫する力はさらに強まり、体が限界に悲鳴を上げる。なんとか抜けだそうと踠もがくが、屋上の亀裂は微み塵じんも動かない。


    　そんな僕の姿を見て、十条ちゃんは泣いていた。


    　幸せにすると言いながら、僕は結局泣かせてしまった。


    「東雲先輩とは付き合えません。東雲先輩に死んでほしくないから」


    「そうじゃない。僕が聞きたいのは、そんな答えではない」


    　骨の砕ける音とともに、口の中に血の味が広がる。


    　軟弱な僕の骨どもめ。帰ったら、牛乳と小魚で強化してやる。


    「キミの本心が聞きたいんだ。僕のためとかそんなことはどうでもいい。十条の本当の気持ちが知りたいんだ」


    「そんなの、どうだっていいじゃないですか！」


    「よくないッ。僕にとって、キミの気持ちがなにより重要なんだ」


    　たかがコンクリートの分際で僕を舐なめるなよ。


    　僕の体が心配で十条ちゃんが答えられないというのならば、まずは屋上から倒してやる。


    　自由に動かせる両方の拳こぶしを屋上へと叩たたきつけ、体を無理矢理に持ち上げる。


    　ミシミシと音を響かせているのは、僕の体かコンクリートか。


    「十条、お前の心を僕に開けッ!!」


    　コンクリートを砕き、屋上の亀裂から体を抜き出す。


    　どうだ見たか。僕は不幸になったりなどしていない。十条ちゃんの運命など、所しよ詮せんその程度だということだ。


    　口の端から溢あふれる血を拭ぬぐい、ニヤリと笑えみをこぼす。


    　十条ちゃんは制服の袖そでで荒く目を拭った。


    　その瞳ひとみには、怯おびえの色は微み塵じんもない。あるのは、決意の光だけ。


    　十じゆう条じようちゃんがゆっくりと僕へと近づいて来る。


    　真まっ直すぐに目を見つめてくるのは、初めてのことかもしれない。なんだか、今更ながら緊張感が高まってくる。


    　十条ちゃんは、決意とともに息を大きく吸い込む。


    「ごめんなさいッ」


    　十条ちゃんの言葉に、脳が強制的に思考停止に陥る。


    　僕の情報処理速度が間に合わない。


    「東しの雲のめ先輩とは付き合えません」


    　ガリガリと音を立てながら情報を読み込んでいた僕の脳のう味み噌そが、ようやく結論へと達した。


    　フラれたのだと。


    　やるではないか、十条ちゃん。


    　屋上にも、ミツの運命にも打ち勝ったこの僕を、敗北させるとは。


    「私、まだ怖いんです。東雲先輩は私の運命を否定してくれましたけど、私はまだ信じきれていない。でも、これから信じてみようと思います。東雲先輩があの日中庭で言ってくれた『自分の運命を決めるのは自分だ』っていう言葉を。それができるまで、私は付き合えません」


    　僕の体を稲妻が打ちぬく。


    　口から煙を吐きながら、僕は仰あお向むけに倒れていく。まるで、自分の体ではないように、指の一本も動かすことができない。


    　視界に広がる空は、いつの間にか雲一つない茜あかね色になっていた。


    「大丈夫ですか、東雲先輩!?」


    「大丈夫ですよ、そのくらいで死ぬような人じゃありませんから」


    　体が動かせないので、目だけを動かす。すると、屋上にある給水塔の上から、傘かさを差した天てん王のう洲ず君がひょいっと飛び降りてくる。


    　いや、ダメだよこれは。


    　雷に打たれたんだよ、僕。さすがにヤバイって。


    「物理的な距離ではなく、心の距離に解決の糸口があったとは意外でした。塞ふさいでいた心を解き放つことにより、沈殿物は取り除かれたようですね。ノノメメさんは計算してやったわけではないでしょうけど、結果オーライということで。いや、よかったよかった」


    「天王洲先輩!?」


    　解説している場合じゃないからね。


    　これ、救急車呼ぶレベルよ。ほら、口から黒い煙が出ているのが見えるでしょ？


    「黒い煙より、金色の霞かすみの方が大事ですから」


    　そう言って、天王洲君は、僕の全身から立ち昇っている金色の霞を、掃除機のようなもので吸い取っていく。


    「これって……」


    「ノノメメさんも、十じゆう条じようさんと同じミツなんですよ。ノノメメさんが言おうとしていなかったので、伝えませんでしたけど」


    　十条ちゃんの顔が驚きに染まる。


    　余計なことを言うんじゃない、と言いたいが残念ながら口が動かない。


    　これ、本格的に危ないのではなかろうか？


    「それならそうと、言ってくれればよかったのに、なんで……」


    「格好つけですからね、十条さんに見栄を張りたかったんじゃないですか」


    　僕の体を持ち上げようとした天てん王のう洲ず君だったが、重くて無理だったらしい。


    　仕方なく、両足を持ち上げてずるずると引きずっていく。


    　いや、屋上で引きずるのはいいんだけど、この先階段があるよ。まさか、階段を引きずったりはしないよね？


    「本当に、バカな人ですから」


    　これで、僅わずかに頬ほおでも染めていたりすると可愛かわいげがあるのだが、完全なる無表情。


    　普通にバカにしているだけである。


    「すぐに後任の回収者がやってきますから。それまで、少しだけ辛抱して下さいね。それにしても、十条さんがここまで頑張るきっかけとなった回収者に、少し興味が湧わいてきました」


    　ねぇ、大丈夫だよね。階段はさすがに持ち上げてくれるんだよね？


    　なにも言わないけど、本当に大丈夫なんだよね!?


    「大丈夫ですよ、今晩はちゃんとカレーにしますから」


    　いやいや、今そんな心配してないから。


    　なんなら、晩ご飯食べられる状態かどうかも怪しいからね。


    「東しの雲のめ先輩、天王洲先輩！」


    　十条ちゃんの声に、天王洲君が足を止める。


    「こんなことを言って、勝手だと思われるかもしれないですけど……。私と友達になってくれますか！」


    　天王洲君と顔を見合わせる。なにを言っているんだ、今更。


    　喉のどの奥から、煙とともに失笑が漏もれる。


    「もう、友達だろ」


    「もう、友達ですよ」


    　綺き麗れいに重なる、僕と天王洲君の声。


    　屋上の扉が閉まる直前に見えた十条ちゃんの笑顔は、とても幸せそうに見えた。


    「さて、次はいなくなった回収者を捜さないといけないようですね」
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    第三話　　木場真は笑わせたい


    



    　夏の色合いが強くなり始めた六月のある日、僕は彼女と出会った。


    　並木道でビラを配っていた彼女と、ビラを受け取る僕。


    　一枚の薄い紙を通して、僕と彼女が繋つながる。


    　よく手入れのされた長い黒髪と、三年生であることを示す緑色のネクタイを風になびかせている彼女。


    　モデルのようにスラッとした体型、大人びた顔つき、余裕と自信に満ちた表情。そのどれもが、そこらの生徒たちとは一線を画している。


    　この学園に一年二か月も在籍していながら、彼女の存在に気づけなかったとは。


    　転入生なのだろうか。


    「あの、名前を伺ってもよろしいですか？」


    　僕の口から自然と言葉が出る。


    「私は木き場ば真まこと。キミの名前は？」


    　背丈は僕とそれほど変わらないというのに、不思議と見下ろすような木場さんの視線に背筋がゾクゾクとする。新しい扉が開いてしまいそうだ。


    「僕の名前は、東しの雲のめ芽め吹ぶき」


    　僕の自己紹介に、木場さんは面白いものでも見るように目を細めた。


    「キミが生徒会室の住人、東雲君か」


    　いや、別に生徒会室に住んでいるわけではないのだが。人よりも少し、呼び出される回数が多いだけのこと。しかし、木場さんに名前を知ってもらうきっかけとなっていたのなら、その呼び名も喜んで受け入れよう！


    「もし、興味があるなら、明日ここに書いてある教室に来てよ。待ってるからさ」


    　木場さんに言われて、ビラへと視線を落とす。


    　そこには、『来たれ、相方募集中!!』の文字が大きく躍っている。その下には、集合場所と時間が明記されていた。


    　再び視線を上げると、木場さんは別の生徒へとビラを配っていた。


    　これ以上話しかけるのも野暮というもの。楽しい会話は明日にとっておこうと、ビラを丁寧に折り畳んで上着のポケットへとしまう。


    「ノノメメさん、お待たせしました」


    　突然、背後から掛けられた声に、驚きのあまり二メートルも垂直跳びをしてしまった。


    「うおぅ、天てん王のう洲ず君！　気配を消して背後に立つんじゃない!!」


    　下校中の生徒たちが、「驚きすぎじゃない？」と唖あ然ぜんとした表情で僕のことを見つめているではないか。恥をかかせやがって、まったく。


    「で、何かあったのですか？」


    「何も言っていないだろうが」


    「なんとなく、そんな気がしたので」


    　なるほど、僕の体から溢あふれる幸せオーラを感じ取ったというわけか。


    　ならば、教えてやろうではないか。


    　まったく、この知りたがりめが！


    「出会ってしまったのだよ、女神とね」


    　眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「それは、お疲れ様でした」


    「おい!!　掃除機を出すのが早すぎるだろ!!」


    「え？」


    　なにを言っているのか分からないといった風に、掃除機を手に天てん王のう洲ず君が目を丸くする。


    　見ているがいい。今度こそ、幸せを掴つかんでみせる！


    「フラれたお祝いに、今日はカレーにしますからね」


    「だから、早いと言っているだろうが!!」


    



    　　　■　■　■


    



    　放課後。三階の三年生教室前には、長蛇の列ができていた。


    　あまりの長さに、先頭が見えない程だ。


    　授業を抜けてでも早めに並ぶべきだったかと思いながら、僕はビラへと目を落とした。


    「で、なんで天王洲君がここにいるんだ？」


    　ビラへと視線を向けたまま、横にいる天王洲君へと声を掛ける。


    「お気になさらずに。私はノノメメさんの監視役なので」


    「列に並んでいるだけなのに、なぜ監視がいるんだ」


    「並ぶことに飽きて、暴れかねませんからね」


    　列の前後に並んでいた生徒たちに、ざわりと緊張が走る。


    　普通に並んでいるだけでも、「なんで、破壊王がここに!?」だの「窓ガラスクラッシャーの巻き添えになる前に帰ろうかな」だのと囁ささやかれているというのに、余計なことを言うんじゃない。


    　いや、列に並んでいる人間が少しでも減るのならば、それは全然有りか。


    　むしろ、一人を見せしめにして減らしてみるというのは、どうだろうか？


    「だから、監視が必要なのですよ」


    「冗談だ」


    　人の考えを読むなと言っているだろうが、まったく。


    「それにしても、並んでいるのは男子生徒ばかりですね」


    「あの美しさだからな、色めき立たない男子などいるわけがない。しかも、相方募集ときている。二人きりでいられるこのチャンスを、逃す手はないだろう」


    「つまり、バカばかりだということですね」


    　天てん王のう洲ず君が半眼で列に並ぶ男子生徒たちを眺める。


    　ふっ、天王洲君は男というものを全く理解していないらしい。


    　僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げた。


    「男というのは、バカな生き物なのだよ」


    「だったら、いっそ滅んでしまえばいいのに」


    「言いすぎだろそれは!?」


    　天王洲君が恐ろしいことをサラリと言うから、列の前と後ろが僕らからだいぶ離れてしまったではないか。僕よりも天王洲君の方がよほど危険人物なのではないだろうか。


    「そういえば、いなくなった回収者の捜索はどうなったんだ？」


    「まったく手がかりなしですね」


    　十じゆう条じようちゃんとの一件以来、天王洲君は独自に調べているようだが成果は芳かんばしくないようだ。


    「もしかしたら、もうこの街にはいないのかもしれません」


    「例えば、人間に紛れて生活しているという可能性はないのか。見た目はほとんど変わらないのだからな」


    「人間からすればそうでしょうけど、私たちならひと目で見抜けます」


    　となると、他の街に行ってしまった可能性が高いのだろうか。


    「しかし、十条ちゃんにはすでに代わりの回収者が付いているんだろ。なら、無理に捜す必要はないんじゃないか？」


    「これは、あくまで私の個人的な興味ですから」


    　そう言われては、こちらとしては返す言葉はない。手伝おうかと言ったのだが自分一人でやるといって聞かないし、大人しく見守っているしかあるまい。


    　と、ここでまた列が動き始める。


    　前の方から聞こえてきた情報によると、どうやら一対一での面接を行っているらしい。


    　教室内で、木き場ばさんと二人きり。なんとも心躍る展開だ。


    「何か、おかしくないですか？」


    　列を見つめていた天王洲君が尋たずねてくる。


    「何がおかしいんだ」


    「列の進む速度が異様に速いような」


    　言われてみれば、確かに進む速度がどんどん速くなっている気がする。


    　この位置からでは、廊下の角が邪魔になって列の先頭が見えないのでなにが起こっているのか窺うかがい知ることができないが。


    「天てん王のう洲ず君、ちょっと先まで行って状況を見てきてくれ」


    「嫌いやですよ、面倒くさい」


    「自分で言い出したのに、見てきてくれないの!?」


    「私は、ノノメメさんの不安を煽あおりたかっただけです」


    「僕になんの恨みがあるんだ！」


    「私には恨みしかないですよ」


    「あれ、そんな殺さつ伐ばつとした関係だったっけ僕たちって!?」


    「ノノメメさん静かにして下さい。周りの人に迷惑がかかりますから」


    「大声を出しているのは、天王洲君のせいだけどね！」


    　天王洲君が言った通り、列はどんどん進んでいく。


    　待つのが得意ではない僕にしてみればありがたいことだが、同じく並んでいる生徒たちには不安が募っていくようだ。ボソボソと心配を口にする会話量が時間とともに増えていく。


    　ようやく角を曲がりゴール地点である会場の教室が見えたところで、列がぴたり止まる。


    　今までの速度から考えれば、異常事態だ。


    「なにか、嫌な予感がしますね」


    　無表情なので、まったく嫌な予感がしていなさそうに天王洲君が呟つぶやく。


    　だが、僕はまったく逆の印象を受けていた。


    「なにか楽しそうなことが起きそうじゃないか」


    　教室内から響いてくる、鈍器で殴ったような重い音。


    　それに続いて、教室のドアを吹き飛ばして男子生徒が文字通りに飛んで出てくる。


    　壁に激突して、だらりと力なく気絶する男子生徒の姿に、周囲の人間は言葉を失った。


    「次の方どうぞ」


    　教室内から男子生徒が飛び出してきたというのに、木き場ばさんは何事もなかったかのように、次の人を呼んで教室内へと引っ込んでいく。


    　教室内に入っていいものかどうかを悩んでいる、先頭の男子生徒。


    「嫌な予感、的中ですね」


    「言った通り、楽しいことが起きたじゃないか」


    　僕と天王洲君の声が重なった。


    



    　　　■　■　■


    



    　その後、再び男子生徒が教室内から飛んでくるようなこともなく列は進み、ようやく僕の順番が回ってきた。


    　天王洲君は「邪魔になるといけないので」と、廊下で待っている。そう思っているなら最初からついてくるなと言いたい。


    　教室内に入ると、中央に二組の机が向かい合わせで置かれ、残りの机と椅い子すは教室の後方に寄せられている。まさに、面接会場といった感じだ。


    「どうぞ、お座り下さい。って、来てくれたんだ？」


    　木き場ばさんが机の上に置かれた大学ノートから視線を上げ、少し驚いたような表情を浮かべる。


    　僕は促うながされるままに、席へと腰を下ろした。


    「木場さんに待っていると言われて、来ない男はいませんよ」


    　眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    　決まった。完かん璧ぺきなセリフとタイミングであった。


    　だが、木場さんは面白そうに僕を見つめながら、首を小さく傾かしげる。


    「木場さんじゃなくて、木場先輩でしょ？」


    「は？」


    「真まこと先輩でもいいんだけど、ファーストネームで呼ばれるにはまだ早いかな」


    　口元に指を当てている仕草が、なんとも艶なまめかしい。


    「ほら、言ってみて。木場先輩って」


    　従わなければならない。そんな、有無を言わせぬ雰囲気が木場先輩から発せられている。


    「……木場先輩」


    「はい、よくできました。でも、返しとしては面白くないかな」


    　木場先輩は満足したようにニッコリと笑えみを浮かべるが、瞳ひとみは一ミリも笑っていない。


    　怖ッ、なんか怖ッ。


    　でも、そんな木場先輩も素敵だと僕は思います！


    「では、せっかく来てもらって悪いんだけど、不合格なのでお帰りください」


    　笑顔のまま告げられた言葉に、僕は思わず固まってしまう。


    　椅子に座ったまま硬直している僕に、木場先輩はさらに追い打ちをかける。


    「聞こえなかったのかな、東しの雲のめ君。私は帰れって言ったんだけど」


    　口調は先ほどまでと変わらないはずなのになぜだろうか。ドス黒いものが交ざっているように感じるのは。


    　だが、僕はこんなところで退ひくような男ではないのだ。


    　まだ、全然お喋しやべりしていないしね！


    「帰れと言われて、はいそうですかと帰るわけにはいきませんよ、木場先輩」


    　木場先輩が面白そうに僕のことを見つめる。


    「さっき、男子生徒がここから飛び出していったでしょ。あれ、なんでああなったか分かる？」


    　クイズでも出しているような、木場先輩の言葉に戦せん慄りつを感じずにはいられない。


    「帰れって言ったのに帰らなかったから、私が強制的に帰らせたの」


    　木き場ば先輩の笑えみの度合いが強くなる。


    「キミはどうする。自分で帰る？　それとも私が帰らせてあげようか？」


    　なんだ、この気迫は！　この僕が圧おされているというのかッ!?


    　だがしかし、この東しの雲のめ芽め吹ぶきを舐なめてもらっては困る。


    「帰るわけにはいかないと言ったはずですよ。なんの相手を募集しているのか、その答えを知るまではね！」


    　僕の言葉に、木場先輩の表情がぽかーんとする。


    「え、知らないのに並んでたの？」


    「ここで待っていると言われたから、来たまでです」


    　クツクツと木場先輩の口の中で笑いが漏もれる。


    「キミ、面白いね。噂うわさに聞いていたよりもずっと面白いよ」


    「なにか変なことを言いましたか？」


    　自分のなにを笑われているのか、さっぱり理解できない。


    　え、もしかしてバカにされているの？


    　それはそれで、色々とくるものがあるのだけど。


    「天然か。うん、いいよ天然」


    　なにがいいのか、木場先輩が納得した様子で眼を細めた。


    「ちょっと立ってみて」


    「追い出すつもりですか？」


    「そんなことしないから。ほら、先輩の命令にはすぐに従う」


    　優しい口調とは裏腹に、四の五の言わさぬこの雰囲気。従う以外の選択肢を奪われて、おずおずと立ち上がる。


    　木場先輩も自分の席から立ち上がると、机を回り込み僕の前へと移動する。


    　木場先輩の全身から発せられる、女性特有のこの香りは一体なんなんですかッ。


    　僕の全身を舐めるように見つめる、木場先輩。


    　長い黒髪がゆらりと揺れて、先輩の香りが僕の鼻孔をくすぐる。


    　やばい、クラクラしてきたわ……。


    「ねぇ、服脱いでくれない？」


    　なんだって!?


    「ほら、さっさと制服の上を脱ぐ」


    　なんだって──ッッ！　なにこの超展開。


    　言われるがままに、制服の上着を脱いでいく。


    　これから、なにが起こるのかまるで想像できないが、これは大人の階段を昇ってしまいそうな気がするぜッ。


    「うん、思った通り引き締まったいい筋肉をしてる」


    　上半身裸となった僕の腕を、木き場ば先輩の冷たい手が滑る。


    　筋肉の感触を確かめるように、徐々に上へと昇っていく木場先輩の細くて長い指。


    　なんのプレイだ、コンチクショウ。


    　体を鍛えていてよかったと今日ほど思う日はなかった。


    「心臓、ドクドクいってるね。緊張してるの？」


    　胸に触れている木場先輩が、イタズラっ子のような表情を浮かべる。


    　ヤバイ、すごく可愛かわいい。


    　これはあれか、抱きしめてくれというサインだろうか。


    「腹筋もしっかり鍛えられてる。これなら耐えられるかな」


    　なにに耐えるというのだろうか。


    　どんな凄すごいことが、これから起こるというのですかー!?


    　何度か腹筋の感触を確かめると、納得したのか木場先輩が頷うなずく。


    「東しの雲のめ君、腹筋叩たたいてみても大丈夫かな？」


    　スパンキング!?


    　おいおい、いきなりレベルが高すぎるだろう、それは。


    　だが、木場先輩の要求ならば、どんなものだって応こたえてみせる。


    「問題ありません」


    　腹筋に力を込め、筋肉をアピールする。


    　さぁ、この強きよう靭じんな肉のカーテンにどんな攻撃でも加えてくるといい。


    「ありがと」


    　木場先輩は嬉うれしそうに呟つぶやくと、僕の左隣へと並んで立つ。


    　そして、右腕を自分の体に巻き付かせるように捻ひねった。


    　裏うら拳けんとは、なんともマニアックな。


    　木場先輩の細腕から放たれる攻撃の一つや二つ、余裕で受け止めてみせよう。


    　と、木場先輩の右腕が上半身ごと捻ねじれ始める。女性特有の体の柔らかさを活いかして、半回転してしまうのではないかと思えるくらいに捻れる体。


    　ふと、一つの思考が浮かび上がる。


    　男子生徒は、なぜ教室から飛び出してきたのだろうか。


    　自分の左側で膨れ上がる殺気にも似た悪お寒かん。


    　やばいと感じた時には木場先輩の右腕が鞭むちのようにしなりながら腹筋を打ち抜く。


    　ダメージが腹筋から背中へと駆け抜ける。


    　あまりの衝撃に、足が地面から離れそうになり、胃の内容物が激しく暴れまわる。


    「ぬあァッ」


    　上履き越しに足指でリノリウムの床を掴つかみ、内容物を胃の中へと押し留とどめる。


    　あとに残ったのは、衝撃の残響のみ。


    　内臓がやられたのか喉のど元もとまでせり上がってくる血の味を我慢しながら、木き場ば先輩にニヤリと笑えみを浮かべる。


    　それに対して、木場先輩も笑みで返してきた。


    「合格だよ、東しの雲のめ君。まさか、私のツッコミに耐えられるような人間がいるなんて正直思ってなかったよ」


    「ツッコミ？」


    　思わず聞き返さずにはいられない。


    　だってあれは、ツッコミというより人体を破壊するための必殺技ではないか。


    「これで、キミは私の相方だよ。今日から一緒に頑張ろうね、漫才」


    　腹筋を打ち抜く衝撃音が廊下まで響いていたらしい。


    　扉のなくなった出入り口から、列に並んでいた男子生徒たちが何事かと顔を覗のぞかせてくる。


    　彼らの衝撃は、どれくらいのものだったのだろうか。


    　上半身裸の僕と、嬉うれしそうに僕の手を掴んでいる木場先輩。


    　混乱を通り越して、もはや困惑であろう。


    「なにをしているんですか？」
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    　そんな彼らを代表するように、出入り口から顔を半分だけ覗のぞかせていた天てん王のう洲ず君が、冷たく言い放つ。


    　言葉に温度があるのなら、バナナを瞬間冷凍させて釘くぎを打つことができただろう。


    「なにをしているように見える？」


    　木き場ば先輩が、天王洲君を挑発するように視線を投げる。


    「そうですね、上半身裸のノノメメさんと手を繋つないでいるように見えます」


    　淡々とした天王洲君の口調に、木場先輩が口の中でクツクツと笑えみを漏もらす。


    「キミも面白いね」


    「それはどうも」


    「キミは確か東しの雲のめ君の相棒だったよね。これから詳しい説明をしようと思っているんだけど、一緒に聞いていく？」


    　僕は視線で天王洲君に「木場先輩と二人きりにしてくれ」と訴える。


    　すると、天王洲君にしっかりと伝わったようで頷うなずいて返事をしてきた。


    「私も説明を聞いていきます」


    「全然伝わってねぇ!!」


    　いつも人の思考を勝手に読んでいるくせに、なんでこういう時にかぎって読まないんだ。


    「読んでいますよ、ちゃんと。無視しただけで」


    「なんで無視するかッ」


    　僕を無視して、既に椅い子すに座っているし。


    　なんなのこの子。僕の敵か？


    「相方は東雲君に決まったから、他の人たちは帰っていいよ。並んでくれてありがとう」


    　出入り口から、ブーイングの声が響く。


    　だが、僕がひと睨にらみしてやると蜘く蛛もの子を散らすようにして逃げていく。


    　僕の機嫌が悪くて残念だったな。


    　教室の隅に寄せられていた椅子を一つ持ってくると、荒々しく腰を下ろす。


    　そんな僕たちの様子を眺めながら、面白そうに木場先輩も席に着く。


    「キミたちは本当に仲がいいね」


    「そんなことはどうでもいいです。説明してもらえますか、木場さん」


    　天王洲君の唐突な発言に、僕は顔を向ける。どんだけ急いで説明を聞きたいのだろうか。


    「それとも、回収者さんと言った方がいいですかね？」


    「元、だけどね」


    　そう言って、木場先輩は口の中でクツクツと笑う。


    「まさか、学園の中にいるとは思いませんでしたよ。いくら捜しても見つからないわけです」


    「そんなに私に会いたかったの？」


    「それは、とてもとても」


    　天てん王のう洲ず君が捜していた回収者が、木き場ば先輩だったということか!?


    　あれ、なにこの超展開!?


    「で、私になにを聞きたいのかな」


    「十じゆう条じようさんの元から去った理由です」


    　天王洲君の視線を、木場先輩は真まっ向こうから受け止める。


    　重苦しい空気にあてられて、自分が上半身裸でいることが恥ずかしくなってくる。


    「あなたがいなくなったことで、十条さんがどうなったのか知っているのですか。あなたの無責任な行動が十条さんを追い詰めたのですよ」


    「そっか、頑張ったけど暴走しちゃったのか」


    　天王洲君が椅い子すを倒しながら立ち上がると、木場先輩の襟えり元もとを掴つかみ上げる。


    「自分がなにをしたのか、分かっているのですか？」


    　冷たい瞳ひとみで見下されて、それでも木場先輩は視線を外はずそうとはしない。


    「やめておけ、天王洲君」


    「私には、このヒトを許すことはできません」


    「十条ちゃんと木場先輩にも、なにか事情があったのだろう。僕たちが介入することではない」


    　僕は溜ため息いきをつきながら立ち上がると、天王洲君の両手を掴む。それから、そっと木場先輩の襟元から手を離れさせた。


    「すみません、興奮しすぎました」


    　天王洲君は勢いよく息を吐き出すと、倒した椅子を直して座る。


    　僕は天王洲君の頭を軽く撫なでた。


    「東しの雲のめ君が尻しりに敷かれているのかと思ってたんだけど、そういうわけでもないみたいだね。キミの方がよっぽど大人だよ。彼女の気持ちも分からないではないけどね」


    　言いながら、木場先輩は乱れた襟元を正す。


    「友ともを救ってくれてありがとう。それは本当に感謝しています」


    　頭を下げる木場先輩を、天王洲君は納得がいかない様子で見つめる。


    「それでも、私にはやらなくてはならないことがあるの。それは、漫才で日本一になること。だから、東雲君。一緒に頑張ろうね」


    　天王洲君が「え、漫才やるのお前？」と無言で訴えてくる。


    　僕もさっき知ったのだが、漫才をやるらしいですよ。


    「返事は？」


    　木場先輩に目の笑っていない笑顔でそう言われては、「はい」と素直に返事をするしかない。


    「いやいや、漫才なんかやっていないで本来の仕事にすぐ戻るべきです」


    「それは無理。でね、東雲君。チラシに詳しく書いてあるんだけど」


    　木き場ば先輩が机の中からチラシを取り出すと、僕の方へと差し出してくる。


    「なに、無視しているんですか。あなたは自分の立場を分かっているのですか？」


    「この、全日本高校生演芸大会で優勝するのが、私たちの目標だから」


    「なるほど。優勝とはいい響きですね」


    「でしょ？」


    「でしょ、じゃねーですよ。いい加減、怒りますよ？」


    「ごめんね、うるさいからちょっと黙っていてくれないかな」


    　木場先輩の言葉に、舌打ちとともに天てん王のう洲ず君が立ち上がろうとするのを、肩を掴つかんで無理矢理に座らせる。


    　やばいぞ、これは。なにもしていないというのに、疲れがもの凄すごい勢いで溜たまってくる。


    「私は、真剣に漫才をやっているの。邪魔をしないでくれるかな」


    「私も真剣に言っていますよ。あなたはまず反省するべきです」


    「分かった、じゃあこうしましょう。私が東しの雲のめ君の回収者になるから、あなたは友ともの回収者になればいいじゃない。それで、万事解決でしょ？」


    　ブチリと天王洲君のなにかが弾はじける音を確かに聞いた。


    「ついてきて下さい、木場さん」


    「だから、私は東雲君と──」


    　有無を言わさぬ迫力の天王洲君に睨にらまれて、木場先輩は肩をすくめる。


    　いや、よく肩をすくめるだけで大丈夫ですね!?


    　睨まれているわけでもないのに、僕は漏もらしそうなんですけど……。


    



    　　　■　■　■


    



    「で、私のところに来たというわけなんだねぇ」


    　恵え比び寿す会長がしきりに頷うなずきながら、ゆるい声で答える。


    　今日の生徒会室には副会長がいない。


    　どうでもいい時はいるくせに、なんというタイミングの悪いヤツなんだ！


    「ですから会長、彼女に然しかるべき罰則を」


    　天王洲君の訴えに、恵比寿会長は難しい顔で唸うなる。


    「罰則って言うけど、回収者は誰だれかについていれば別にルール違反ではないんだよねぇ」


    「ですから、彼女は十じゆう条じようさんから離れているではないですか」


    「だけど、これから東雲君の回収者になるんでしょ？」


    「はっ？」


    　僕と天王洲君の間の抜けた言葉が重なる。


    「私がついているではないですか」


    「今はそうだけど、別に担当替えしても問題ないんだよねー」


    「だってさ。どうするの？」


    　木き場ば先輩が天てん王のう洲ず君へと微笑ほほえみかけると、天王洲君は舌打ちで対抗する。


    「東しの雲のめ君は、どっちがいいのかなー？　解決屋さんとして、この問題をばっちりと解決しちゃって下さい！」


    　恵え比び寿す会長が、胸を揺らしながらニヤリと笑った。


    　今、なんで胸を揺らしたのだろうか。それ、全然意味ないだろ。


    「解決しろと言われても──」


    「はい、ストップー！」


    　自分から質問をしておいて、答えの途中で遮さえぎるとかどういうつもりだ。


    　完全に、僕に答えさせる気なんてなかっただろ。


    「いいことを思いつきました！」


    　恵比寿会長が嬉うれしそうに手を叩たたく。


    　この表情を見るに、どう考えてもいいことではなさそうだ。


    「木場ちゃんさぁ、その演芸大会っていつやるの？」


    「一週間後ですね」


    「じゃあ、一週間後の演芸大会が終わったあとに、東雲君の口からどちらを回収者として選ぶのか発表してもらいましょうー」


    「なんで、そうなるんですか」


    　天王洲君の言う通りである。なんでそうなった。


    　思った通り、やっぱりロクな考えじゃなかったね！


    「もしかして、天王洲ちゃん。自分が選ばれる自信がないのかなぁ？」


    「自信とかそういう問題ではなくて、なぜ私が担当替えをされないといけないのかが分からないのですが」


    「十じゆう条じようちゃんと木場ちゃんにも色々あるんだよねー。東雲君と天王洲ちゃんみたいにね。それをほじくり返しちゃったんだから、こうなっても仕方ないよね？」


    　恵比寿会長の言葉に、天王洲君が押し黙る。


    　そうかもしれないのだが、僕の意見は全く聞くつもりがないのだろうか。


    　僕の回収者の話をしているんですよね、これ？


    「というわけで、一時的に天王洲ちゃんと東雲君の繋つながりを切っちゃいますー」


    　恵比寿会長が手をハサミの形にして、なにかを切る仕草をする。


    　それで、なにかが変わったようにも感じないのだが……。


    「どうなったんだ？」


    　天てん王のう洲ず君に尋たずねると、何度か目を瞬しばたたかせてから僕へと顔を向ける。


    「私とノノメメさんの……ミツと回収者としての繋つながりを切られました」


    　え、そんなのあったの？　初耳なんですけど。


    「これで、天王洲ちゃんも条件は一緒だねー。では、頑張って戦ってねー」


    「ちょっと待って、会長さん。まだ、条件が一緒じゃないんだけど」


    　木き場ば先輩の言葉に、恵え比び寿す会長が首を傾かしげる。


    「彼女は東しの雲のめ君と一緒に住んでるよね。その点で有利じゃないかな」


    「言われてみれば、確かにねー。じゃあ、木場ちゃんも一緒に住んじゃえば？」


    　なに言ってんですか、恵比寿会長!?


    　マズイだろ、それは色々と。マズイですよね？


    「漫才で一番大切なのは、タイミングなの。同じネタでもタイミング次第で、面白くもつまらなくもなる」


    「つまり、共同生活を送る中でそのタイミングを鍛えると」


    「その通り。冴さえてるね、東雲君」


    　なるほど、つまりこれは練習の一環ということか。


    　だから、一緒に生活しても問題ないというわけだ。


    「なにを言っているんですか。一緒に住むなんて、駄目に決まっていますよ」


    「自分はいいけど、木場ちゃんはダメってことー？」


    　恵比寿会長の言葉に、天王洲君が舌打ちする。


    「だいたい、回収者とミツがいつも一緒にいるっておかしいと思うんだけど」


    　え、おかしいのですか。これが普通だと思っていたのですが。


    「私の場合、友ともが学校に行ってるあいだは、家で留守番しながらテレビ見てたよ」


    　あれ、じゃあなんで天王洲君はいつも僕と一緒にいるんだ？


    　理由がさっぱり分からないぞ。


    「いつも一緒にいるのは、私が仕事熱心だからです。ノノメメさんがいつ告白するか分かったものではないですからね。仕方なく、ついてきているのですよ」


    　なるほど、それでは仕方がないな──って、コラァッ。


    　そんなに四六時中告白してるわけじゃないからね、僕！


    「それって過保護なんじゃないかな？」


    「あなたが職務怠慢なだけです」


    　余裕な笑えみを浮かべる木場先輩と、無表情な天王洲君の間で火花が爆はぜる。


    　なんだこれ。木場先輩が僕の家に住むかどうかという話ではなかったのか。


    「はいはいー。二人とも、ケンカしないのー。話が逸それちゃってるからね」


    　恵比寿会長の声に、二人の視線が外はずれる。


    　ナイスだ、恵え比び寿す会長。


    　あのままだったら、視線の火花で生徒会室が火の海になっていかもしれないからな。


    「とにかく、私は東しの雲のめ君のウチに住むからよろしくね」


    「だから、駄目だと言っているでしょうが」


    「そもそも、住んでいいのか決めるのは、あなたじゃなくて東雲君だと思うんだけど」


    　急に話を振られても、僕には狼狽うろたえることしかできない。


    　というか、家主は僕ではないので、僕に聞かれてもなんというか……。


    　ここで、「ウチに住みたい？　もちろん大歓迎ですよ、ハッハッハッ」と答えられたら木き場ば先輩の好感度も鰻うなぎ登のぼり間違いなしなのだが、僕も居い候そうろうの身。さすがに独断で決めることはできないのが非常に辛つらいところだ。


    　奥歯を噛かみしめ悔しそうにしている僕とは対照的に、無表情ながら僅わずかに笑えみを浮かべているように見えなくもない天てん王のう洲ず君。


    「確かに私には決定権がありません。しかし、それはノノメメさんも同様です。家主であるノノメメさんのおじさんの許可がなくては、無理に決まっています」


    「じゃあ、そのおじさんって人に聞いてみてよ」


    「そのつもりです」


    　木場先輩の言葉に、天王洲君はすぐさまポケットから携帯電話を取り出す。その顔は無表情ながら僅かに勝利の笑みを浮かべているように見えなくもない。


    　それもそうだろう。居候が三人もいるだなんて、さすがのおじさんも面倒を見きれまい。


    「…………もしもし。天王洲です。おじさん、いま少しお話ししても大丈夫ですか？」


    「天王洲ちゃん、ちょっと私に電話代わってー」


    　恵比寿会長が天王洲君の了承も聞かず、奪い取るようにして電話を代わる。


    「もしもしー、東雲君のおじさんですか？」


    　天王洲君が慌てて携帯電話を取り戻そうとするが、恵比寿会長はそれをスルリと躱かわしながら通話を続ける。普段の喋しやべり方から鈍臭そうだと思っていたのだが、なかなかの体からだ捌さばきである。


    　すると突然、恵比寿会長が通話口に向かって「だーッ!!」と、謎なぞの奇声を発した。


    　その行動になんの意味があったのかは分からないが、恵比寿会長の要件は終わったようで、天王洲君へと放ほうり投げるようにして携帯電話を返した。


    「私です、天王洲です。はい、はい。はい？　今からしばらく旅行に出かける？」


    　電話から漏もれ聞こえる言葉に、僕は首を傾かしげることしかできない。


    　なにが一体どうなっているのだ、これは。


    「改変したんだよ、会長さんが」


    「あれー？　東雲君は、天王洲ちゃんから聞いてなかったのかなー。では、説明してあげましょう。私のようなエライ神様は、なんと都合のいいように物事を作り変えることができちゃうのです！」


    　恵え比び寿す会長がボリューム感の溢あふれる胸を張りながら、エッヘンと言葉を発する。


    　エッヘンなんて言うヒト、初めて見たぞ……。


    　そして、改変とはなんだったのかさっぱりと分からなかった。


    「おじさん本当にいいんですか？　高校生の男女が一つ屋根の下で暮らすんですよ？　いや、それはそうですけど……」


    　木き場ば先輩と恵比寿会長が笑えみを浮かべる。とても邪悪な笑みを。


    「もういいです。今すぐくたばって下さい」


    　天てん王のう洲ず君が荒々しく電話を切る。今すぐくたばれってどんな会話の締め方だ。


    　やれやれと首を振りながら天王洲君は溜ため息いきをついた。


    「おじさんから許可が出ました。旅行でしばらく家にいないので、自由にやってくれと」


    　結局何が起きたのか分からなかったが、これは僕の時代が来たのではないか!?


    　唐突に舞い込んだ幸運に、興奮が隠しきれません！


    「一緒に住まわせてもらうお礼に、今日の晩ご飯は私が作るね」


    「結構です。家事全般は私が担当していますから」


    　おいッ、なぜ余計なことを言うんだ天王洲君!!


    　ここは、「では、お任せします」と言う場面だろうが。ちゃんと脚本を読め。


    「まぁまぁ、今日は私に任せてゆっくりしててよ。こう見えても、料理得意なんだから」


    　木場先輩の鋭い眼光に射い竦すくめられて、天王洲君が言葉を詰まらせる。


    　天王洲君を黙らせるとは、恐るべし木場先輩。


    「いいなぁ、楽しそうで。私も東しの雲のめ君の家に住んじゃおうかなー？」


    　恵比寿会長の一言に、僕は一瞬の躊躇ためらいもなく即答する。


    「いや、それは勘弁して下さい」


    



    　　　■　■　■


    



    「美お味いしい……」


    　木場先輩の手料理を食べた、天王洲君の第一声だ。


    　本当に普段から作っているのだろうなと感じさせる、料理の数々。天王洲君の料理も美味しいが、木場先輩の料理も箸はしが止まらないくらいに美味しい。


    「東雲君、もっと落ち着いて食べなさい。行儀が悪いよ」


    　仕方がないではないですか。こんなに美味しい料理を前にして落ち着いていられるわけがない。胃袋が「早く次をよこせ」と要求してくる。


    　あぁ、なんて幸せな時間なんだ。これこそが、僕の望んでいたものに外ほかならない。


    　このまま、時が止まってしまえばいいのに。


    「食べ終わったら、早速練習を始めようか」


    　木き場ば先輩との練習なら、それも幸せの一環である。


    　と思っていたのは、一時間も前のことである。


    　僕は今、床に這はいつくばって、木場先輩に冷淡な表情で見下ろされている。


    　一時間前の僕になにかメッセージを送ることができるのなら、一言こう告げたい。


    「あまりご飯を食べるな。全部戻すことになるぞ」


    　漫才の練習というから、セリフの練習だったり、お笑いのＤＶＤを観みたりするのかと思っていたのだが、そんな練習は一切しない。


    　ただひたすらに木場先輩の強烈なツッコミを受け続ける練習のみ。


    　要は人間サンドバックである。


    　この練習と、お笑いがどう繋つながるのかが分からない。


    「私のツッコミを受けられるとはいえ、キミ弱いんだからもっと強くなって、完かん璧ぺきに受けられるようにならないとね」


    「僕が弱い？」


    　この無敵の東しの雲のめ芽め吹ぶきが、弱いと言われたのか？


    　休息を要求してくる体に鞭むちを打ち、無理矢理起き上がらせる。


    　大丈夫だ、まだいける。愛いとしの女神に、弱いところなど見せられるわけがない。


    　震ふるえる膝ひざに力を込めて、真まっ直すぐに立ち上がる。


    「根性あるね、東雲君。私、そういう男の子好きだよ」


    　今、木場先輩に好きって言われなかったか？


    　愛の告白をされたよね？


    　ならば、それに応こたえなければなるまいッ。


    「僕も木場先輩のことが好きです!!」


    　本能の赴くままに、木場先輩にハグを迫る。


    　受け取って下さい、僕の昂たかぶるパッションを！


    　と、木場先輩の顔が視界から消える。それと同時に真下から膨れ上がる圧倒的な存在感。


    　引き寄せられるように下を向こうとした顔が、顎あごを打ち抜く衝撃とともに跳ね上げられる。


    　ごっそりと削り取られる意識。


    　体を包むこの浮遊感は、衝撃のためか、それとも実際に体が浮き上がっているためか。


    「がッ!?」


    　ようやく、僕の喉のどから声が出る。


    　屈伸運動からのアッパーカットを受けたのだと気づいたのは、目の前を木場先輩の腕が通り過ぎていってからだ。


    　その直後、僕の頭部は床へと叩たたきつけられていた。激しい上下運動に、脳が揺さぶられる。


    「これでも、まだ弱くないって言える？」


    　木き場ば先輩の素足に頭を踏みつけられていては、首を振ることも敵かなわない。


    「顎あごを打ち抜いてからの踵かかと落としとは。格闘技の練習か何かですか？」


    「何を言ってるのかな、元回収者さん？」


    　木場先輩の声がぼんやりとし始め、目の前が黒色に染まっていく。


    「ツッコミに決まっているでしょ」


    　楽しそうな木場先輩の声が、遠く遠く──。


    　────。


    　──。


    「はッ!?」


    　目を開くとそこには、自分の部屋の天井が広がっていた。


    　夢だったのか。


    　よくよく考えて見れば、昨日出会ったばかりの木場先輩がいきなりうちに住むなどという都合のいい展開があるわけがない。自分の夢とはいえ、なんてご都合主義なのだ。


    　しかし、夢だったらもう少し甘いシーンがあってもよかったと思うのだが、自分の奥ゆかしさが憎い。もっと頑張れ、僕の夢！


    「目、覚めたの？」


    　隣から聞こえた声に寝返りを打つと、すぐ目の前に木場先輩の顔があった。


    　僕の布ふ団とんは一人用の物なのですが、どうやって入っているのかな……？


    　やっぱりこれも夢の続きなのだろうか。


    　木場先輩の冷たい手が僕の頭に触れる。


    「やりすぎちゃったから心配だったけど、傷にはなってないみたいだね。よかった」


    　ニッコリと笑う木場先輩の笑顔に、心臓の鼓動がテンポアップする。


    　って、これ夢じゃねぇ!!


    　布団から転がるように這はい出て、勢い余って壁に激突。


    　見慣れた本棚、見慣れた机、無駄なものが排除されたここは、やはり僕の部屋だ。


    　その僕の部屋の僕の布団に、なぜ木場先輩が寝ているのだ!?


    「逃げなくてもいいじゃない。傷つくなぁ」


    　クツクツと口の中で笑いながら、木場先輩が布団から上半身を起き上がらせる。


    　薄暗い部屋の中に、いつ着替えたのかパジャマ姿の木場先輩。


    　恵え比び寿す会長ほどではないとはいえ十分に存在感をアピールしていた木場先輩の胸は、パジャマになったことでテレビカメラに映りたがる中学生の如ごとく激しい自己主張をしている。


    「何で僕の部屋で寝ているんですか？　木場先輩の部屋なら用意したはずですけど」


    　壁に張り付きながら尋たずねる僕に、木き場ば先輩が猫のような動きで迫ってくる。


    「一緒に生活するって言ったよね？」


    　壁を背にしていては、これ以上逃げ場がない。


    　じりじりと猫に追い詰められるネズミとはこんな気持ちなのだろうか。


    「つまり、ずっと一緒ってことだよ？」


    　なんだこれ、なんだこれ、なんだこれーッ。


    「私と一緒じゃ嫌いやかな」


    　耳元で木場先輩が囁ささやく。頭がクラクラしてどうにかなってしまいそうだ。


    　どうにかなって、またぶっ飛ばされてしまいそうだ！


    「なーに、やっているんですか」


    　唐突に部屋の明かりが灯ともり、天てん王のう洲ず君が僕たちを半眼で見下ろす。


    「誤解だ、天王洲君。僕たちはキミが考えているようなことはなに一つしていない！」


    「なに必死になって言い訳しているのですか。私は、なにをしているのかと聞いただけです」


    　違う、言い訳などしていない。僕は、事実を言っているだけだ。


    「二人きりの時間を邪魔するなんで、少し野暮じゃないかな？」


    「なにが二人きりの時間ですか。まったく油断も隙すきもあったものではありませんね。部屋を確認しに来て正解でしたよ」


    　笑顔の木場先輩と、無表情の天王洲君。


    　両者の間で爆はぜる火花を、僕は確かに見た。


    「木場先輩の部屋はちゃんと用意したはずですよ」


    「だから、いらないって言ったでしょ。私は東しの雲のめ君と一緒に生活するから」


    「そんなことが許されるわけがないでしょうが。早く自分の部屋に戻って下さい」


    「東雲君は、私と一緒に寝たいよね？」


    　寝たいかどうかと聞かれたら、寝たいです!!　と全力で答えるに決まっている。


    　いるが、さすがにそれはマズイだろうという理性だって、僕にはある。


    　なぜなら、僕は紳士だからだ！


    「ノノメメさん、はっきりと言ってやって下さい。自分の部屋に帰れと」


    　おいおい、天王洲君。僕にそんなことが言えると思っているのか。


    　木場先輩の顔を見てみろ。目が全然笑ってないではないか。


    「どうなの？」


    「どうなのですか？」


    　二人の視線が僕を捕らえて、逃がそうとはなしない。


    　なんでこんな状況になっているんだ？　背中を湿らせる嫌な汗が止まらない。


    「では、僕はリビングで寝ますので、木場先輩はここで寝て下さい。それで万事解決です」


    　逆転の発想とは、さすがの僕である。


    　これならば、なんの問題もあるまい。


    「それは違うんじゃないかな。私たちが聞いているのは、私をこの部屋から追い出したいかどうかってことだよ。質問をはぐらかすのは良くないんじゃないかな？」


    「そうですね。はっきりとさせて下さい、ノノメメさん」


    　逃がしてくれませんでしたー！


    　というか、結構仲良くないか、キミたち。


    　くそう、なんで僕は目を覚ましてしまったんだ。あのまま朝まで眠っていれば何も問題なかったというのに、健康な自分が恨めしい。


    　僕に詰め寄っていた天てん王のう洲ず君が、盛大に溜ため息いきをつく。


    「ノノメメさんがヘタレだということは前々から分かっていましたけど、まさかここまでだったとは。もういいです、私も監視のためにここで寝ます」


    「なんだと!?」


    「というか、いつもここで寝ているではないですか。なにを今さら」


    「いらぬ誤解を受けるようなことを言うな、天王洲君。一体、キミはなにがしたいんだ!?」


    「そんな照れなくてもいいのに」


    　そう言いながら、天王洲君は押し入れから自分の布ふ団とんを取り出す。


    「なんで僕の部屋の押し入れに、天王洲君の布団が仕込んであるんだ!?」


    「いつもここに仕舞っていますけど？」


    「嘘うそつけ、自分の部屋に仕舞っているだろうが!!」


    「へぇ、東しの雲のめ君たちってそういう関係だったんだ」


    　白い目で僕を見つめる、木き場ば先輩の視線が痛いッ。


    　僕への好感度が下がっていく音が聞こえるようだ。


    「別にいいけどね。じゃあ寝ようか、東雲君」


    　木場先輩が再び僕の布団に潜もぐり込む。


    　それを見ていた天王洲君は、一分の迷いもなく木場先輩を蹴けり飛ばした。


    「痛いったーい！」


    「なにしてやがるんですか」


    「だって、しょうがないじゃない。布団がないんだから」


    「用意した部屋にちゃんと置いてあるから、持って来て下さい。というか、そのまま自分の部屋で寝て下さい」


    「お構いなく。私はここで寝るから」


    　連続舌打ちで応戦する天王洲君を無視して、木場先輩は僕の布団の中で目を閉じる。


    「もういいです。私もこの布団で寝ますから」


    　おかしいだろ、なんで天てん王のう洲ず君まで僕の布ふ団とんに入ってくるんだよ!?


    「じゃあ、二人はここで寝てなさい。僕は天王洲君の部屋で寝るから」


    「私の部屋には絶対に入らないで下さい。気持ち悪いので」


    「普通に気持ち悪いとか言うんじゃねぇよ!!」


    　自分は人の部屋に入っているくせに、なんなんだ一体。


    　もうちょっと気を使えよ、マジで。


    「ほら、東しの雲のめ君の布団なんだから早く入りなよ」


    「寝る前に、電気消して下さいね」


    　言われるがままに電気を消して、布団に入る。


    　って、狭めぇ!!


    　やっぱり、一人用の布団に三人も入るとか、どう考えても無理があるでしょうが。


    　二人とも、半分以上布団からはみ出しちゃってるじゃん。


    「ノノメメさん、狭いのでもっと寄って下さい」


    「東雲君、もっと小さくならないと。私、布団から出ちゃってるよ？」


    　抱きつくような形で僕を挟む、木き場ば先輩と天王洲君。


    　もしも、天国が存在しうるのならばこんな場所なのではないだろうかという思いとともに、地獄が存在したらこんな場所なのではないだろうかとも思う。
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    　二人の服越しの肌の感触に、僕は一ミリたりとも体を動かすことができない。


    　次第に二人の吐息が僕の両耳をくすぐり、僕の目は冴さえまくるのだった。


    



    　　　■　■　■


    



    「随分と眠たそうですね、ノノメメさん」


    　朝のホームルームを前にして既に机に突っ伏している僕に、いつもと変わらぬ様子で天てん王のう洲ず君が隣の席から声をかけてくる。


    「おかげさまで、一睡もできなかったのでね」


    『一睡も』のところにアクセントを置いて言ってやる。


    　見ろ、この目の下のクマを。誰だれのせいでこうなったと思っているのだ。


    「昨晩は激しかったですからね。私も体中が痛いです」


    　ざわりと教室中が波立つ。


    「妙な言い方をするんじゃない。なにか僕に恨みでもあるのか!?」


    「恨みはありませんよ。ただ、昨晩のような行為はもうやめて下さいね……」


    「だから、行為とか言うな！　僕の評判を落として何が楽しい!?」


    　悲しそうに目を伏せる天王洲君の姿に、四方八方から囁ささやかれる「最低」という言葉。


    　お前らはなにも知らないから、そういうことが言えるのだ。


    　僕がどれだけ紳士であったかを、とくと聞かせてやりたいわ！


    「そんな冗談はともかく、冗談にならないヒトがノノメメさんの隣にいるのですが」


    　それには僕も気づいていたのだが、無視していたのだよ。


    　だって、触れるのが怖いからね。


    　窓側の天王洲君とは、僕を挟むようにして逆側の席。そこに、木き場ば先輩が普通に座っている。


    　一緒に登校したのは、まだ分かる。学校に通う必要などないのだろうが、一応生徒という体ていなので登校もするのだろう。


    　だが、同じ教室に入ってきた時点でおかしいなとは思っていたのだが、まさか、普通に着席してしまうとは。


    　なにも言わずにニコニコとこちらを見つめている木場先輩に、「もともとそこの席にいた斎さい藤とうさんはどこへ行ってしまったのですか？」とは、怖いので聞けない。


    「ほら、ホームルームを始めるぞ、みんな席に着け！」


    　ドアが開き、担任の男性教師が教室の中へと入ってくる。


    　いつも頼りないヒゲ男だと思っていたが、今日に限っては救いの神に見える。


    　さて、どう質問したものかと考えていると、天王洲君が「先生」と言って立ち上がる。


    「そこにいた斎藤さんは、一体どこに行ったのでしょうか？」


    　木き場ば先輩の座っている席を指差す天てん王のう洲ず君。


    　教室中の視線が担任へと集中する。


    　やはり、みんな気になっていたのだ。斎さい藤とうさんがどこに消えたのか。


    「えー、斎藤は昨日転校しました……」


    「えーッ!?」


    　教室中のツッコミが重なる。


    　神に見えるとか思って損したよ。完全に目が泳いでいるではないか。


    「わかりました。家庭の事情で突然転校することもあるでしょう。ですから、斎藤さんの件はいいとします」


    「いいとするのか!?」


    　話の腰を折られたのが気に入らなかったのか、天王洲君が僕を睨にらんでくる。


    　怖こええー、今日の天王洲君マジで怖えー。


    「ですが、見知らぬ三年生が教室にいるのにはどう考えても納得ができないのですが」


    「あー、木場は……」


    　担任の目が泳ぎまくってとんでもないことになっている。


    「留年したので、今日からみんなと一緒に勉強することになりました」


    「意味が分からないのですが」


    「先生自身もなにを言っているのかよく分からん。だが、生徒会長からそう言われたんだ。分からなくても納得しろ」


    　恵え比び寿す会長が裏で糸引いてたー!!


    「会長さんが言ってたでしょ。勝負は公平にって」


    　木場先輩のウィンクに、天王洲君は激しく舌打ちする。


    　天国のような地獄は昨晩で終わったものだと思っていたのだが、大きな勘違いであった。


    　一時間目が始まり、木場先輩が机をぴたりと僕の方へくっつけてくる。


    「教科書ないから見せてくれないかな？」


    　自称三年生なのだから、教科書がなくて当然だ。見せること自体はまったく問題ない。


    　だけど、なんか体の位置が近すぎませんか？


    「ごめんね、目が悪いから近くに寄らないとよく見えなくて」


    「木場先輩の方に教科書を寄せていいですよ。密着しすぎて全然授業に集中できないので」


    「悪いからいいよ」


    　どちらかといえば、こちらの状況の方が悪いですけどね。


    　教科書を見るのに腕を組む必要がありますか？


    　腕になんか当たっているんですけどッ。ヒャッホ──ッ!!


    　だけど、周りの男子の視線にも気づいて下さい。視線で人が殺せるのなら、僕はもう千回くらい死んでいますよ？


    「木き場ばさん、私の教科書を貸しますよ。私は、ノノメメさんと一緒に見ますから」


    　くそッ、残念。残念だが、ナイスアシストだ、天てん王のう洲ず君。


    　天王洲君が教科書を手渡すと、木場先輩はそれを掴つかみ真っ二つに引き裂いた。


    「あれ、破れちゃった。これじゃあ読めないから、東しの雲のめ君と一緒に教科書見るね」


    「破れたんじゃなくて、破いたのでしょうが。これ、漫才の練習と関係ねーと思うんですけど」


    「そんなことないよ。完かん璧ぺきに呼吸を合わせるためには、いつも一緒に行動しないとね」


    「四六時中一緒にいる漫才師なんて聞いたことがありませんよ。むしろ、仲が悪い方が多いと聞きますけどね」


    「人は人、私たちは私たちだから」


    　天王洲君は舌打ちすると、自分の机を僕の席へとくっつける。


    「ノノメメさん、教科書がなくなってしまったので見せて下さい」


    「これでよかったら使う？」


    　木場先輩が両手に持った教科書の残ざん骸がいをヒラヒラと振ってみせた。


    



    　こうして午前中の授業が終了した。


    　半日もこんな調子の二人に挟まれていては、いくら僕といえども精神的に瀕ひん死しの状態だ。


    　昼ご飯を補給することで回復しなければ、午後の授業を乗り切ることはできそうにない。


    　机に突っ伏しながら、鞄かばんからお弁当箱を取り出そうとする。だが、鞄の中にお弁当箱が見当たらない。どうやら、家に忘れてきたらしい。


    　終わった。


    「なにをやっているのですか、ノノメメさん」


    「東雲君、早くお弁当を食べようよ」


    　両側からのステレオボイスに、机から顔だけを上げる。


    　すると、木場先輩と天王洲君が、それぞれの机の上に二人分のお弁当を広げている。


    　なるほど、お弁当箱を入れ忘れたのではなく、どうやら僕は嵌はめられたようだ。


    　じっと見つめてくる二人。その視線の意味は分かっている。「お前は、どっちのお弁当を食べるのか？」だ。


    　なぜ、三人で食べようという選択肢がないのだ。


    　回復するために昼食を摂とろうとしていたのに、ヒットポイントがギュンギュン減っていく。


    　ここで、行き倒れろということか。


    「一つ提案があるのだが……」


    「三人で一緒に食べようっていうのは、なしね」


    「その選択肢はあり得ませんね」


    　はい、言う前に潰つぶされました。


    　ならば、僕に残された選択肢は一つしかない。


    「昼食を我慢するッ」


    　あぁ、さようなら。僕の昼休み。
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    　一日の授業が終わり、僕は机に突っ伏すどころか机の一部に成り果てていた。


    　この状況だけを見れば朝とさほど変わらないのだが、精神的にもガリガリと削られ瀕ひん死しを通り過ぎてオーバーキルだ。


    「授業も終わったし、練習を始めようか」


    　顔を上げると、木き場ば先輩が目の笑っていない笑顔で僕を見下ろしていた。


    　あぁ、やってやるとも。


    　どんな逆境に立たされようとも、一度言ったことはやり切る男。それが、東しの雲のめ芽め吹ぶきだ。


    「練習の前に、東雲君のためにセーターを編んだんだ。着てくれないかな？」


    　今、六月ですよ？


    　というか、いつ編んだんですか。昨日、ずっと家にいましたよね？


    　木場先輩が鞄かばんから手編みのセーターを取り出す。


    　鈍く銀色に輝くセーターを。


    「なんですか、これは？」


    　それは名状しがたきセーターのようなものであって、決してセーターなどではない。


    　どう見ても毛糸の類たぐいは一切使われておらず、代わりに強力そうなバネで編み込まれている。


    　どちらかといえば、鎖くさり帷かた子びらに属するものだろう。


    「どこからどう見ても、セーターでしょ？」


    　これをセーターだと言い張りますか？


    「新しい拷問器具」


    　じっとやり取りを見守っていた天てん王のう洲ず君が、ポツリと呟つぶやく。


    　木場先輩はそれを完全に無視して、僕に着るように促うながしてくる。


    　大丈夫なの、これ着ても大丈夫なの？


    　素肌に直接着ろということなので、僕は服を脱ぎ銀色のセーターを装着。


    　素肌に直接着るセーターってなんだよ。


    　全身にずしりと伸のし掛かる重み。見た目以上に重く、そして金属特有の冷たさが体温を奪っていく。天王洲君の指摘は正解であった。これは、どう考えても拷問器具だ。


    「うん、なかなか似合ってるね」


    　僕の周りをくるくると回りながら、木き場ば先輩が満足そうに頷うなずく。


    　似合っていると言われても、正直どう反応していいのかが分からない。


    　僕の背後で足を止めていた木場先輩が、セーターもどきを引っ張る。


    　その瞬間、手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜いたような音とともにセーターもどきが関節を全て逆向きにしようと稼働し始める。


    　やっぱり、大丈夫じゃなかったー!!


    「名付けて、漫才養成ギブス『フォルター君』よ」


    「フォルターとは、ドイツ語で拷問という意味ですね。やはり、拷問器具でしたか」


    　冷静に解説していないで助けてくれ、天てん王のう洲ず君。全身の関節が折れ曲がってしまうッ。


    「考えたんだけど、体を強化してから漫才の練習をするって時間がかかりすぎちゃうでしょ。だから、体を強化しながら漫才の練習をすることにしたの」


    　したのって、僕の意見はどこに行ったんですか。


    「本当は、漫才の歴史を学んでもらったり、実際の漫才を観賞してもらったりしたかったんだけど、時間がないからとにかく台本を覚えてね」


    　台本を覚えるとか、そういう次元じゃないですから。


    　フォルター君に拮きつ抗こうするためには、常に全力を出していないとならないのですが。


    「大丈夫、東しの雲のめ君ならできるよ。私、信じてる」


    　両手を組んで瞳ひとみでも潤うるませながら言ってくれれば気力も湧わくのだが、木場先輩はこちらに視線すら向けていない。


    　なにか、新たな扉が開ききってしまいそうだぜ。


    　木場先輩は鞄かばんの中から台本を取り出して、机の上に置く。


    　僕はそれを油の切れたロボットのような動きで開いた。


    　中にはビッシリと書かれた文字の列。


    　紙面が文字で黒く埋まっているだけで、読む気をだいぶ削そがれる。


    「とにかく、セリフを覚えることだけに集中してね」


    　集中したいのはやまやまなのですが、どうにもこの〝服〟が気になってですね。


    「時間はぴったり四分よ。一秒たりとも無駄な時間はないから、しっかり覚えてね」


    　横から天王洲君が台本を覗のぞき込む。


    「これだけの文字をノノメメさんが覚えられるとは、とても思えないのですが」


    「天王洲君、僕を誰だれだと思っているんだ。台本の一冊や二冊簡単に──グハッ」


    　気を抜いた瞬間、フォルター君が牙きばを剥むく。


    　もう少しで、肩の関節が持っていかれるところだった。


    「覚えるどころではないみたいですね」


    　この試練を乗り越えた時、僕はさらなる強さを手に入れているだろう。


    　まるで、少年漫画の主人公のようではないか。


    「東しの雲のめ君。私はキミを利用する。だから、キミも私を利用して」


    　木き場ば先輩の真剣な眼まな差ざしに、僕は可能な限りいずまいを正す。


    「どうしても勝ちたいから。勝たないといけないから」


    　木場先輩の瞳ひとみに灯ともる、仄ほの暗ぐらい炎。


    　冷たく力強い光に、僕は視線を外はずせなくなる。


    「私を漫才の日本一にして、東雲君」


    「僕が大会に出る以上、結果は優勝以外にはあり得ない」


    　眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「木場先輩のその望み、僕が必ず叶かなえてゲボァッ」


    　フォルター君め、いいところで噛かみ付きやがる。


    　少しは空気を読んだらどうなのだ。


    「東雲君、一緒に頑張ろうね」


    　今抱きついたらダメです、木場先輩。


    　てか、力が強い。強すぎますよ！


    　フォルター君が僕の肌に食い込んでいますから！


    　鉄が筋肉を破壊している感触しかしないですから!!


    「練習する前に死にますね、これは」
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    　木場先輩による練習の日々は、苛か烈れつを極めた。


    　最初の日の夜に地獄だと言った気がするが、今にして思えば。あれは天国であった。


    　地獄を舐なめていて、すいませんでした。


    　フォルター君装着から二日が経過し、僕は相変わらず自室の床に這はいつくばっている。


    　顔を木場先輩に踏みつけられながら。


    「だから、違うって言ってるでしょ。そこは『僕が娘さんのストーカーだと知ってて言ってるんですか!?』じゃなくて、『僕が、娘さんのストーカーだと知ってて言ってるんですか!!』だってば」


    「すいません……」


    　踏まれている僕の頭ず蓋がい骨こつが、ミシミシいっているのですが。


    　これ以上やると、相方が壊れてしまいますよ。


    「もう三回目だよ。タイミングと発音に気を付けて」


    　頭部の圧迫感が消えて、僕は床に大の字になる。


    　視線の先には、Ｔシャツに短パン姿の木き場ば先輩。長い髪を後ろで簡単にまとめているところが高ポイントだ。


    　練習は動きやすい格好の方がいいと、この姿で登場した時にはテンションが上がりまくったものだが、それは過去の話。


    　今ではこの格好を見ると、恐怖しか浮かんでこない。


    　ごめん、嘘うそ。やっぱりテンション上がるわ、この格好。


    　木場先輩に腕を引っ張られて立ち上がると、肩で大きく息をつく。


    　体に蓄積したダメージが、なかなか抜けていかない。


    「じゃあ、『娘さんを僕にください』から行くからね」


    　呼吸を整えながら、コクリと頷うなずく。


    「娘さんを僕にください！」


    「貴様のような奴やつに娘をやれるわけがないだろうが」


    「お父さんは僕のなにを知っていると言うのですか!?」


    「貴様を知る必要などないッ」


    「僕が娘さんのストーカーだって、知ってて言ってるんですか!!」


    「だから、違うってば！」


    　木場先輩の華麗な後ろ回し蹴げりが僕のこめかみを蹴けり抜き、僕の意識は一瞬にしてブラックアウトした。


    



    「またやられたのか……」


    　気づけば、僕は自分の部屋の布ふ団とんに寝ていた。


    　これで、二日連続だ。情けないにも程がある。


    　左右には、それぞれの布団を並べて寝ている、木場先輩と天てん王のう洲ず君。


    　さすがに三人で一つの布団は無理があったので、妥協案として三つの布団を並べることで納得してもらった。


    　それでもまだ寝にくいのだが、くっつかれて寝るよりはだいぶマシである。


    　残念だという気持ちもなくはないのだが。


    「起きたの？」


    　木場先輩の声に、僕は小さく「はい」と答えた。


    　横を見れば、木場先輩は真まっ直すぐに天井を見つめている。


    「すいません、覚えが悪くて」


    「仕方ないよ。キミは初めて漫才をやるんだから」


    　どんなことでも完かん璧ぺきにやり遂とげてみせるという自負のあった僕だが、こと漫才に関してはどうにも上う手まくいかない。


    「それでも、最初よりだいぶ良くなってるよ。このまま練習を続ければ、いいところまでいけると思う」


    「木き場ば先輩は勝てると思いますか？」


    　木場先輩が天井から僕へと視線を移す。


    「正直に言えば、このままでは勝てないと思う」


    　フォルター君に締め上げられている関節がミシリミシリと鳴る。


    「私が本気でツッコミをできるのは、キミしかいない。キミ以外の相方は今の私には考えられない。でも、今のままじゃダメなんだ」


    　漫才のことはなにも分からないが、このままでは勝てないということくらいは僕にも分かる。


    「僕が大会に出る以上、優勝以外はあり得ないって言いましたよね」


    「言ってたね」


    「もちろん、木場先輩のためというのもあるのですが、負けるのが死ぬほど嫌いなんです。だから、出る以上は負けたくない」


    　眼鏡めがねのブリッジを押し上げようとするが、眼鏡がない。


    　くそう、こんな時にどこに行ったんだ、僕の眼鏡。


    「練習しませんか？」


    「体力は大丈夫なの。だいぶ疲れてるみたいだけど」


    「この程度、僕にとってなんでもありません」


    「そっか。じゃあ、練習を再開しよう」


    　僕と木場先輩は布ふ団とんから起き上がると、部屋から出て行く。


    「本当にバカですね、ノノメメさんは」


    　と、背後で聞こえたような気がするが、返す言葉が僕には見つけられなかった。
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    「うん、完かん璧ぺきだ」


    　木場先輩が満足そうな声でそう言ったのは、大会前日のことだった。


    　特別棟の中庭でしていた通し稽げい古こが終わり、僕は満足感と疲労から大の字に倒れこむ。


    　思い切り背中に石が当たるが、フォルター君のおかげで痛みはさほどない。


    「なんとか間に合いましたね」


    「私もここまで完成度を上げられるとは思ってなかったよ。東しの雲のめ君、よく頑張ったね」


    「木場先輩が一生懸命に教えてくれたからですよ」


    「私は、東雲君を殴ったり蹴けったりしてただけだよ」


    　照れたように木場先輩が頬ほおを掻かく。


    　本当に、殴ったり蹴けったりしていましたけどね。


    「あなたも色々とありがとう」


    「私はなにもしていないですから」


    「最初は嫌いやなヤツだなと思っていたけど、今はキミのこと結構好きだよ」


    「私は木き場ばさんのこと嫌いですけどね」


    　無表情の天てん王のう洲ず君と、笑顔の木場先輩。


    　この絵面だけ見ると険悪に見えるが、共同生活を送る中で二人の間にも友情めいたものが生まれたみたいだ。


    「東しの雲のめ君の回収者になるのは、私だけどね」


    「一昨日おとといきやがれです」


    　どうやら、僕の勘違いだったようだ。


    「漫才に正解はないから練習すればするだけ良くなっていくけど、体を壊したら元も子もないからね。今日はもう終わりにしとこう」


    「では、帰ってご飯にしましょうか。今日は私が作りますけど、問題ないですよね」


    「もちろん。キミに任せるよ」


    　とうとう完成した。


    　地獄を乗り越えて、僕はついにやったのだ。


    　だけど、なぜだろうか。なにかが歪ゆがんでいるような気がするのは。


    　木場先輩が機嫌よく歩いて行くのを天王洲君と眺めながら、僕は得体の知れない違和感の答えを掴つかめないでいた。


    



    「ここからは、私の番です」
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    　夕暮れに染まる町並みを望むことができる、神社に至る大階段。


    　そこに腰掛けながらぼぅっと風景を眺めていると、程なくして目当ての人物は現れた。


    「珍しいね、キミが私を呼び出すなんて。東雲君のご飯の用意はいいの？」


    「少し、確認したいことがあるので、ノノメメさんには待ってもらいます」


    　私の横に木場さんが座ったのを確認してから、ゆっくりと口を開く。


    「木場さんは、なぜ隣りん会かい学園で相方を募集していたのですか？」


    「高校生の漫才大会に出るために高校生の相方を捜すことは、別に不思議じゃないと思うけど」


    「近隣に高校ならいくつかあります。なのに、わざわざ隣会学園を選んだ理由が分かりません」


    　木場さんが口の中でクツクツと笑う。


    「探偵でも気取ってるつもり？」


    「気になったことは、確認しないと気が済まないもので」


    「損な性格だね」


    「自分でも、そう思います」


    　言いながら、思考の欠片かけらを繋つなぎ合わせていく。


    「これは、私の勝手な妄想です。独り言ですから、聞き流して下さい」


    「随分と大きな独り言だね」


    　木き場ばさんは笑いながら、目をすぅっと細める。


    　横から感じる、強い圧迫感。気を抜くと一飲みにされてしまいそうな錯覚に陥る。


    「木場さんが隣りん会かい学園に潜入していた理由は、果たしてなんだったのでしょうか。


    　正直、会長がいる学園内で相方を捜すことはリスクが高すぎます。会長に見つかれば、その場で天の国に強制送還される危険だってあるのですから。にもかかわらず、あなたはビラまで配って相方を募集していた。


    　強制送還されることも辞さない破れかぶれの行動だった、とはとても思えません。第一、そんな無茶をするくらいなら、他の学校で相方を募集すればいいのですから。


    　つまり、隣会学園でなければならない理由があった。それと同時に、自分の存在をアピールする必要があったのではないでしょうか。


    　では、隣会学園でなければならない理由とはなにか。


    　この答えはすぐに導き出すことができます。木場さんと隣会学園を結ぶもの、それは十じゆう条じようさんの存在です。


    　あなたは十条さんの様子を確認するために、隣会学園へと潜入した。そして、十条さんに自分はしっかりとやっていると、知らせたかったのではないでしょうか。


    　二人の間になにがあり離れ離れになったのかは、私には分かりません。ですが、想おもい合う絆きずなはあったはずです。だからこそ、十条さんの様子を確認したかったのではないですか？」


    　ずっと私の瞳ひとみを見つめ続けていた木場さんが、喋しやべり終わると同時に目を伏せた。口元に笑えみを浮かべながら。


    「ないですかって、独り言じゃなかったの」


    「そうでした。忘れて下さい」


    　言い終えて考える。


    　結局、私はなにが知りたかったのだろうかと。


    　私は、回収者とミツとの関係になにを求めているのだろう。


    「当たらずも遠からずってところかな。確かに、友ともの様子を見たかったってのもあるけど、私は逃げたり隠れたりしたくなかった。だって、自分の夢を追ってるだけなのに、そんなことする必要ないでしょ？」


    「その結果、強制送還されたとしてもですか」


    「うん、されたとしても」


    　木き場ばさんが、凝った体を解ほぐすように両腕を空へと伸ばす。


    　息とともに圧迫感が吐き出されていく。


    「半分正解したご褒ほう美びに、とある昔話を聞かせてあげましょう。


    　昔、神々が住まう天の国に名前を削り取られた一人の神様がいました。彼女は元々有名な神様でしたが世代交代の折に新しい神様によってその能力と名前を奪われてしまったのです。


    　ある日、彼女は新しい神様たちによってミツが発生させる金色の霞かすみを収穫するという仕事を与えられ、地上へと落とされました。地上は不浄なる土地で、化け物どもが住み着く地獄。そう教わって育てられた彼女は自分の境遇をたいそう嘆きましたが、実際に辿たどり着いた地上は聞いていた世界とはまるで別のもの。彼女たちと同じ見た目をした人の住む世界でした。


    　そこで出会ったミツと過ごすうち、彼女は今まで自分が食べていたモノが人の不幸だということを知りました。彼女はなんとかして、ミツから不幸を取り除けないかと試行錯誤を繰り返しましたが、残念ながらミツの寿命が先に尽きてしまいました。


    　失意の中で天の国に帰った彼女に、新たなミツの回収者としての仕事が回ってきます。彼女は今度こそはと頑張りますが、やはり先にミツの寿命が尽きてしまいました。


    　それを何度繰り返した頃ころでしょうか、彼女はミツから不幸を取り除くことは不可能だという事実に辿り着いてしまいました。彼女が今までやってきたことは一体なんだったのでしょうか。神様としての力も失い、人を不幸から助けることもできない。自分という存在はなんのために存在しているのだろうか。


    　力を失ったところで神は神。その強きよう靭じんな肉体のため自みずから命を絶つこともできない。生き続けなければならない。時間の感覚が摩ま耗もうしても死ぬことは許されていない。私たちには死という概念が存在しないのだからッ。


    　迷い迷って巡り巡って、彼女は光を見つけました。


    　不幸を取り除くことはできないけれど、人に幸せを与えることはできると。だから、彼女は一人の少女と約束をしました。多くの人に笑顔を与えてみせると。


    　そして、彼女は多くの人に笑顔を与えるために今日も努力を続けるのです。おしまい」


    　木場さんは細く息を吐き出すと、長い髪を手で梳すいた。


    「私に守りたいものなんて、ないんだよね。全部なくなっちゃったの。だから、私は与える側に回る。お笑いで人を幸せにしてみせる」


    　その寂しそうな呟つぶやきには、どれほどのモノが込められているのか私には想像もできない。


    「私は、木場さんにも幸せになってもらいたいです」


    「キミは優しいね。私はキミの敵だっていうのにさ」


    「私たちは同じですから」


    　町の奥に夕日が沈んでいく。


    　空に浮かぶ淡い月。それを追いかけるように星々が瞬き始める。


    「すいませんでした。私は木き場ばさんのことを勘違いしていたようです」


    「随分と素直じゃない？」


    「私は基本的に素直なんです」


    　私の返しに、木場さんがクツクツと笑う。


    「東しの雲のめ君は私のことも助けてくれるかな」


    「助けてくれますよ。ノノメメさんは、どんなことだって解決してみせる解決屋なのですから」


    「キミは東雲君のこと信じているんだね」


    「信じているのではなく、願っているのです」


    　神が人に願うなど、とんだ笑い草だ。


    　だけど、なりそこないである私には、願うことしかできない。


    　誰だれも救えないのだから、せめて願うだけでも。


    「私も信じてみるよ。東雲君のこと」


    　話は終わりだ。


    　私は立ち上がると、大階段を下り始める。


    　早く晩ご飯を作らないと、お腹なかを空かせたノノメメさんがうるさい。


    「キミは、東雲君に幸せにしてもらわなくていいの？」


    　背中にかけられた言葉に、私は足を止める。


    「私が言うのもなんだけど、キミって色々なものを溜ため込んでそうだよね。だって、どう見ても幸せそうには見えないもん」


    「私は十分に幸せです」


    「そうやって誤魔化す」


    　後ろから追いかけてきた木場さんが、とんと私の背中をつつく。


    「やっぱり私、キミのこと好きだわ」


    「私はあなたのことが嫌いです」


    



    　　　■　■　■


    



    　過ぎてしまえば、あっという間の一週間だった。


    　このまま大会に出場し、結果はどうであれ終わり、いや、優勝するに決まっているのだが、この関係がこれからも続いていくのだろうか。


    　木場先輩は、はっきりと「キミを利用する」と言っていた。


    　つまり、大会が終われば用済みというわけだ。


    　あれ、告白するタイミング、今しかないんじゃない？


    　しかし、これだけ好感度が上がっている状態であり得ないとは思うが、万が一フラれたりしたら、漫才をやるどころではない。


    　いやいや、そんな弱気でどうする、東しの雲のめ芽め吹ぶき。


    　今までずっと攻めの姿勢でやってきたじゃないか。


    　だけど、フラれる以上に蹴けり飛ばされるのが怖こえぇ……。


    「東雲君、大丈夫？　緊張してるの？」


    　木き場ば先輩の声が、僕を現実へと呼び戻す。


    　いかん。既に会場にいるというのにこんな注意力散漫でどうするのだ、東雲芽吹！


    「あれだけ練習したんだから、絶対できるよ。頑張ろう、東雲君」


    　木場先輩の真剣な表情に、気合いを入れ直す。


    　告白は、木場先輩に優勝トロフィーを捧げながらでいいではないか。


    「今日は、優勝は決まらないよ？」


    「へ？」


    「今日は予選会だって前にも言ったじゃん。今日の上位二組が本大会に出場できるんだよ。予選会といっても手を抜いて勝てるような相手じゃないけどね」


    　そんな話を、以前聞いたような聞かないような。


    　とにかく、相手にとって不足なしということらしい。


    「ヒトの話を聞かないのは、ノノメメさんの仕様ですから」


    「いたのか、天てん王のう洲ず君」


    「最初からずっとね」


    　天王洲君に半眼で睨にらまれて、視線をそっと外はずす。


    　教室を二つ繋つなげた広さの部屋に、参加者たちがぎっしりと詰められている。


    　壁に向かって練習する者、落ち着かずにうろうろとしている者、余裕で談笑している者など部屋での過ごし方はそれぞれだが、そこら中からピンと張り詰めた緊張感を感じる。


    「少し練習しておこうか？」


    　台本を渡してくれようとしていた木場先輩に、手で大丈夫だと伝える。


    　セリフは全て頭の中に入っている。


    　そんな僕に、木場先輩は満足そうに頷うなずくと、空いている壁の前へと行く。


    　なるほど、壁を前にすれば周りが気にならなくなる上に、壁に反射して自分の声がよく聞こえるというわけか。


    　練習を始めてすぐに、今までしてきたことの効果を実感する。


    　木場先輩のセリフに対して、自分でも驚くほどスラスラとセリフが出てくる。


    　焦あせりも恐れもない。


    　実にフラットな状態。これを完かん璧ぺきと言わずして、なにを完璧というのだろうか。


    　だが、なんだろう。


    　なにかが違うような気がしてならない。


    「うん、完璧だ。これならいける」


    　木き場ば先輩も言っているように、セリフもタイミングも完璧だ。いや、漫才で完璧などというものは存在しないのだろうが、少なくとも今の自分たちの力量ではこれが完璧だ。


    「本当に完璧ですか？」


    　つい思いついたことを口にしてしまう。


    　しまったと思った時には既に遅い。なぜ、好感度が下がることを言ってしまうんだ、僕!!


    「完璧だったら、なぜ木場先輩は笑っていなのですか？」


    　うおー、止まれ僕の口!!


    　なにこれ、やだ怖い……。


    　木場先輩と天てん王のう洲ず君の視線が僕に集中する。


    　無言の圧力に、背中にじわりと汗が浮かぶ。


    「東しの雲のめ君、ここだと迷惑になるから表に出ようか」


    　表に出ないと迷惑になることってなんだろう。


    　あれですか「表に出ろや、コラァ」的なことですか。


    　すいません、嘘うそです。ウソウソ。と今更言えるわけもない。言った瞬間に、十連コンボを食らってゲームセットだ。


    「生きて帰ってこれることを、眠りながら祈っています」


    「ついてきてくれないのか、天王洲君!?」


    「zzz……」


    「もう寝ていたッ」


    　天王洲君を舌打ちで攻撃しながら、部屋から出ていった木場先輩を追いかける。


    　どこに連れて行かれるのだろうかと震ふるえながら付いて行くと、辿たどり着いた先は駐車場だった。


    　ここで、どんな惨劇が繰り広げられるというのか。生なま温ぬるい風が背中の汗を冷やす。


    「風が気持ちいいね」


    　すいません、気持ちいいかどうかを感じる余裕がありません。


    　どちらかと言えば、吐きそうですから。


    「で、なんだっけ？」


    　風に揺れる髪を押さえながら、木場先輩が振り返る。


    　顔が完全に笑っていなかった。


    「怖こえ──ッ」


    「え、なに？」


    　しまった、心の声が表に出てしまった。


    「完かん璧ぺきなのに、木き場ば先輩はなぜ笑っていないのですか」


    　ゴクリと喉のどを鳴らす。


    「緊張しているからじゃないかな？」


    「確かに予選会を前に緊張しているのかもしれない。でも、練習の時からずっと笑っていないですよね」


    　心臓の鼓動が速くなる。


    　ここまでのプレッシャーを未いまだかつて受けたことがあっただろうか。


    　木場先輩の体からドス黒いオーラが滲にじみ出ているような気がする。


    「ずっと違和感が拭ぬぐえない。木場先輩が漫才を本当に好きなことは、一週間の共同生活で嫌いやというほど理解しました。でも、僕は一度も木場先輩が笑ったところを見たことがない」


    「そうかな。結構笑っていると思うけど？」


    　木場先輩お得意の、笑顔に似た表情。


    　口は笑っているのに、目が一ミリも笑っていない。


    「木場先輩、漫才をやっていて楽しいですか？」


    　僕と木場先輩の間を風が流れていった。


    　終わった。完全に終わった。


    　違うんですよ。僕はこんなことを言いたかったんじゃないんですよ。


    　愛を囁ささやきたかっただけなんですよ。


    「キミ、やっぱり面白いね」


    　木場先輩の笑えみもどきが強くなる。


    「面白すぎて、ぶっ飛ばしたくなったよ」


    「ぶっ飛ばすのは、勘弁して下さい!!」


    　ツッコミであれですからね。本気でぶっ飛ばされたら死にますよ、マジで。


    「東しの雲のめ君は私のなにを知っているのかな？」


    「僕は、木場先輩をなにも知りません」


    「なにも知らないのか。それはちょっとショックだな」


    　木場先輩が口の中でクツクツと笑う。


    「一週間で少しは仲良くなれたのかなって思ってたんだけど、私の勘違いだったのかな？」


    　本気とも冗談ともとれる木場先輩の言葉に、僕は苦笑いを浮かべた。


    「僕も仲良くなれたと思っていますよ。でも、木場先輩は笑ってくれないじゃないですか」


    「じゃあさ、東雲君が私を笑わせてよ」


    　木場先輩が僕の瞳ひとみを鋭く見つめる。


    　挑戦的な、こちらを叩たたき潰つぶすような視線にゾクゾクしてくる。


    　新たな扉、完全に開いてしまったようです。


    「僕に挑むつもりですか、木き場ば先輩？」


    「東しの雲のめ君じゃ相手にならないんじゃないかな」


    　強気に言ってみたものの、人を笑わせることは苦手だ。人に笑われることはなぜか多いが。


    　しかし、挑まれたのなら受けなければなるまい。


    　それが大切な相手であるのなら、なおさらだ。


    　眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「木場先輩」


    　言葉を止める。


    　想おもいの全てを言葉に閉じ込めるための儀式だ。


    　息を吸い込み、言葉とともに吐き出す。


    「僕と結婚して下さい。あなたを必ず幸せにしますからッ」


    　声が反響して、風と一緒に空の彼方へと消えていく。


    　木場先輩が目を丸くする。


    「冗談だよね？」


    「嘘うそや冗談で僕はこんなことを言いません」


    　言ってしまった。


    　言ってしまったが、凄すごい解放感に包まれております!!


    　やっぱり、言って正解だった。このあと、蹴けり殺されるかもしれないけどね。


    　僕の言葉を黙って聞いていた木場先輩が不意に吹き出す。


    「私、神様なんだよ？」


    「知っています」


    「それなのに、告白しちゃうんだ」


    「神様に告白してはいけないというルールはありませんから」


    　木場先輩がクツクツと口の中で笑いを漏もらす。


    「やっぱりキミは面白いね。うん、最高だよ」


    　笑いはクツクツから自然な笑い声へと変わっていく。


    　しまいには、体をくの字に曲げお腹なかを抱かかえだす。


    　木場先輩の笑い声。


    　一週間ともに過ごして、初めて聞いた声。


    「まさか、本当に笑わせてくれるとは思わなかったよ。私の負けだね」


    　瞳ひとみの端を指で拭ぬぐいながら、木場先輩の笑いはまだ止まらない。


    「僕は真剣だったのですが」


    「ごめんごめん、フフッ。別にキミのことをバカにしてるわけじゃないんだよ」


    　これだけ爆笑されて、バカにしていないと言われても納得できない。


    　いや、笑われるのはいいんですけど、僕の告白の答えはどうなっているのでしょうか？


    「そっか、答えを言わないのは失礼だね。でもさ、考える時間をくれないかな」


    「いつまでですか？」


    「がっつく男は嫌われるよ？」


    　うっ、そう言われたら聞くに聞けないではないか。


    「じゃあ、予選会が終わったあと。で、どうかな？」


    　冷静に考えると、とてもいいタイミングではないだろうか。


    　今ここでフラれたら、とてもこのあとの予選会にまともな状態で出られるとは思えない。


    　漫才とか言ってる場合じゃねぇ!!　という気持ちもあるが、一緒に頑張ってきたのだ。


    　参加するからには本大会まで行きたい気持ちも嘘うそではない。


    　僕は首しゆ肯こうする。


    「そうだ、勝者の東しの雲のめ君には賞品をあげないとね」


    　木き場ば先輩はイタズラっぽく言うと、反応できていない僕に抱きついてきた。


    　暖かさと柔らかさといい匂においが合わさって、僕の脳のう髄ずいを揺さぶる。


    「ありがとう、東雲君」


    　耳元で囁ささやかれる、木場先輩の声。


    　なにこれ、なにこれー!!


    　僕はどう反応したらいいのだろうか。手を回した方がいいのかな？


    　チューか。


    　チューをした方がいいのか!?


    「はい、おしまい」


    　声と一緒に、木場先輩の体が離れる。


    　うおぅ、考えているうちに終わってしまった。


    　なんだよ、チクショウ。僕の意気地なし!!


    　まるで夢の中での出来事だったように、全てがぼんやりと消えていく。


    「東雲君は紳士だね。誘っているのに、なにもしないなんて」


    　クツクツと笑う木場先輩に、僕は絶叫しそうになるのを全力で押し留とどめる。


    　誘ってたのかよー!!


    　もう、言ってよ。そういうの分からないんだからさ。


    「ねぇ、もう一回私と勝負しない？」


    　これを受けないバカがどこにいるというのだ。


    　ヘッドバンキングのごとく、猛烈に首を縦に振る。


    「じゃあ、これはもういらないね」


    　そう言って、取り出した台本をビリビリに破くと紙吹雪ふぶきのように駐車場へと散らせる。


    　なにやってんすかー!!


    　いや、全部頭の中に入っていますけど。


    「この台本はもう使わないから。せっかく覚えてもらったのに、ごめんね」


    　使わないとはどういうことなのだろうか。


    　え、今までの努力は無駄だってことですか？


    「無駄じゃないよ。これはお互いを試す勝負。相手をより理解している方が勝ち」


    「つまり？」


    「つまり」


    　木き場ば先輩は勿もつ体たい付けるように言葉をためて、宝物を見せる子供のような無邪気な表情を浮かべた。


    「アドリブで漫才をやるってこと」


    　素しろ人うと相手になんという無謀な挑戦を突きつけるのだ、このヒトは。


    　さすが、木場先輩だ。


    「私ね、キミに告白されて思ったんだ。考えないで行動するってすごいなって」


    　僕は一応、結構考えながら行動しているのですが……。


    　なんか、木場先輩にずっとバカにされているような気がしてならない。


    「褒ほめ言葉だよ。私は色々難しく考えちゃって、いつの間にか一番大切なことを忘れていたみたい。自分が楽しまないで人を笑顔にできるわけがないよね」


    　自分の言葉に木場先輩が苦笑する。


    「でも、キミは違う。いつも真剣で、いつも楽しそうで。私も東しの雲のめ君みたいになりたいって思ったんだ。だから、本能の赴くままに漫才がしてみたい。私のわがまま受け入れてくれるかな？」


    「勝負は既に受けています。そして、受けたからには必ず勝つ」


    　僕がニヤリと笑うと、木場先輩も挑むように口の端を吊つり上げる。


    「私、負けるの嫌いだから」


    「僕は木場先輩以上に負けるのが嫌いです」


    　僕たちは揃そろって駐車場をあとにする。


    　舞台の上で決着をつけるために。


    　そして──。


    



    　　　■　■　■


    



    「随分と嬉うれしそうですね」


    　会場外のベンチに腰掛けている木き場ば先輩に、天てん王のう洲ず君が無表情で話しかけてくる。


    「嬉うれしそうに見える？」


    「それなりに」


    　天王洲君の言う通り、木場先輩は随分と嬉しそうに見える。


    　何位だか言うのも悲しくなる程にボロボロだったというのに。


    　ガックリとはこういう状態を表す言葉なのだろう。ベンチに座って肩を落とすことしかできない。


    「本当にバカですね二人とも。せっかく練習したんだから、台本通りにやっていれば本戦に進めたかもしれないのに」


    「仕方ないじゃん。楽しみたくなっちゃったんだから」


    「楽しむなら、予選会を勝ってからでもよかったのでは？」


    「その発想はなかったなぁ。でも、やっちゃったものは仕方ないよね？」


    　同意を求められれば、仕方ないと答えるしかない。


    　折角得たチューのチャンスも失われてしまったが、それもまた仕方のないことだ。


    　だが、試合に負けた悔しさだけは、どうやっても抑えきれそうにもない。


    　うぅ、俯うつむくと涙がこぼれ落ちそうになる。


    「勝とうが負けようが私にはどうでもいいことです。ノノメメさん、泣いてないで帰りますよ」


    「ちょっと待ったー」


    　ゆるい声が辺り響き、どこに隠れていたのか恵え比び寿す会長が唐突に姿を現す。


    　天王洲君の陰から登場したように見えたが、恐らく目の錯覚であろう。


    「みんなお楽しみ、回収者決めのコーナーだよー」


    　恵比寿会長、マジで空気読んで下さいよ。


    　すごく落ち込んでいるの、見たら分かりますよね？


    「ではでは、東しの雲のめ君。どっちを選ぶのか発表して下さいー！」


    　恵比寿会長が僕にエアマイクを突きつけてくる。


    　うざったすぎるな、このヒト。怖いから言わないけど。


    「選ぶもなにも、最初から僕の回収者は天王洲君しかいませんよ」


    「え？」


    「えって、なんで驚いてるんだ？」


    　天王洲君が意外そうな顔で僕を見つめてくる。


    　なんだ、そのリアクションは。


    「あらら。即答だったねぇ」


    「答えが一つしかないのだから、即答に決まっているではないか」


    　恵比寿会長と木場先輩が顔を見合わせて、笑っている。


    　なにが面白いのか、まるで分からない。


    「ではでは、勝利者の天てん王のう洲ずちゃん。コメントをどうぞー」


    「いや、えーと、あの……。ありがとうございます」


    　いや、なにがありがたいんだ、天王洲君。さっきから、僕だけ蚊か帳やの外な気がしてならないのだが。


    「ではでは、天王洲ちゃんは東しの雲のめ君の正式な回収者として、再び結び直します」


    　そう言って、恵え比び寿す会長は僕と天王洲君の手を取り、握手させる。


    「なにが変わったんだ、これ？」


    「ノノメメさんは、気にしないで大丈夫です」


    　なんで、天王洲君は嬉うれしそうなんだ？


    「で、会長さん、選ばれなかった私はどうなるのかな？」


    「色々考えたんだけどねー。木き場ばちゃんはさ、友ともちゃんの回収者に戻るつもりはないかな。ほら、友ちゃんの回収者をやりながらお笑いをやってもいいわけじゃない。それに、友ちゃんの回収者だったら、学校で会えるしー」


    「そんな勝手なこと、友が許してくれないですよ」


    「違う違うー。友ちゃんから言ってきたアイディアなんだよ。どうかなー？」


    「今、十じゆう条じようさんについている回収者はどうするのですか？」


    「そんなの、替えちゃえばいいじゃん」


    　木場先輩はクツクツと口の中で笑う。


    「あの子もアナタも大概ね。分かりました、私は友の回収者に戻ります」


    「これにて、一見落着!!」


    　ん、なんか収まったような感じになっているけど、大丈夫なのかそれで。


    　そんないい加減な感じでいいの？


    「東雲君、私を誰だれだと思ってるのかな。私がちょいと言っておけば、大体のことは収まっちゃうよー。なんたって、私はエラい神様なんだから」


    　なんか凄すごそうな感じもするが、結局どう凄いのかは一切伝わってこないな。


    　聞いたところで分からないだろうから、いいけれども。


    　では、いよいよお待ちかねの木場先輩の答えである。


    　ずっと、気になって仕方がなかったんですよ、これ！


    　視線を向けると、木場先輩も視線を向けてくる。


    　見つめ合う僕たち。


    「一応確認するけど、あれって冗談じゃないよね？」


    「もちろん、本気です」


    　僕たちの会話に、天王洲君が「また告白したのですか？」と視線を飛ばしてくる。


    　色々あったのだよ、キミの知らないところでな。


    「ごめんなさい、東しの雲のめ君とは付き合えません」


    「あっさりフラれたー!!」


    　あまりのあっさりさに、ベンチから転げ落ちる。


    　正直、ちょっと期待していました。


    　考える時間があったじゃん。つまり、考える余地があったってことじゃん？


    　しかも、誘ってたとか言ってたしさ。


    　うわー。なんだもう、うわー。


    「東雲君のことは好きだけど、付き合うとか考えられないんだ」


    　付き合うとか考えられないって、最初からダメじゃないですか。


    　言ってほしかったわ。せめて、それだけは言ってほしかったわ。


    「言ったはずだよ。キミを利用するって」


    　言っていました。


    　確かに言っていました。


    「ご愁傷さまです」


    　足だけベンチに乗せて倒れている僕を、天てん王のう洲ず君と恵え比び寿す会長が拝おがむ。


    「私はキミのことを利用するから、キミは私のことを利用してねって言ったのに、結局、私に利用されただけで何もしなかったね」


    「僕は利用されていないですよ」


    　僕を利用できる人間など、この世のどこにも存在しない。たとえ、木き場ば先輩であってもだ。


    「自分がやりたいからやった。それだけです」


    　木場先輩は僕のことを無言で見つめていると、急に吹き出す。


    「地面に転がって格好つけても、全然格好良くないよ」


    　地面に転がっているのをすっかり忘れていた!!


    　寝転がって格好つけるとか、アホ丸出しではないか。


    「どうせ、いつも阿あ呆ほ丸出しじゃないですか」


    「そうだよねぇ、東雲君の格好いいところ見たことないよねー？」


    「余計なことを言うんじゃない！」


    　いつも絶妙なタイミングで挟んでくるが、狙ねらっているんじゃないだろうな。


    「狙っているに決まってるじゃないですか」


    「狙ってたのかよ!?」


    　びっくりしたわ。


    　びっくりしている間に、木場先輩が帰る用意をしているではないか。


    　転がっている場合ではないと、腹筋の力で起き上がる。


    「それじゃあ、私行くね。また学校で」


    　周囲に広がる甘ったるい香り。


    　横では、天てん王のう洲ず君が掃除機のようなものを用意して待機している。


    「木き場ば先輩」


    　弾はずむように歩いて行く木場先輩が、僕の声に振り返る。


    「結婚がダメだったら、姉弟になるというのはどうですか？」


    　ニヤリと笑う僕に、木場先輩は最高の笑顔でツッコミを入れてくる。


    「なんでやねん！」
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    エピローグ


    



    　会場をあとにし、自宅近くの駅に着いた時には辺りはすっかり夜になっていた。


    　今日からゆっくり眠れるのかと思うと、嬉うれしくもあり同時に寂しくもある。


    　もう少し堪たん能のうしておけばよかったなぁ。僕の意気地なし!!


    「ノノメメさん」


    　横を歩く天てん王のう洲ず君の声に、僕は首を向ける。


    「ノノメメさんは私といて、不幸ではないですか？」


    「なんの話だ？」


    　天王洲君の言葉の意図が分からない。引っ掛け問題か？


    「いやいや、普通の質問ですよ。私たちのせいで不幸を運命付けられたのに、私のようなのが側そばにいて不幸だと思わないんですか」


    「そういや、そんな設定もあったなぁ」


    「数時間前に、そのせいでフラれたばかりじゃないですか……」


    　不幸を運命付けられている、と言われても正直ピンとこない。


    　不幸なんて目に見えるものでもないしな。


    「天王洲君は僕のことを不幸だと言うけど、僕はそれほど不幸ではない」


    　完全に幸せだと言い切れないところが悲しいところだが、幸福しかない人間なんて存在しない。それなりに幸せで、それなりに不幸で。普通というのはそういうもんじゃないのだろうか。


    「数か月を振り返っただけでも、大おお崎さきさんと出会って、十じゆう条じようちゃんと出会って、木き場ば先輩と出会った。それを、僕は幸福なことだと思うが」


    「でも、どんなに好きになっても、ノノメメさんは絶対にフラれてしまうじゃないですか。その運命を変えることは誰だれにもできないんですよ」


    　本当にそうか？　本当に運命は変えられないのだろうか。


    　僕は運命のせいで、フラれ続けているのだろうか。


    「本当にそうだと、どうやって証明する？」


    「私は神です。あなたの運命が私にははっきりと見える」


    　なるほど、そう言われては返す言葉もない。


    　天王洲君は自分で言った言葉に自分で傷ついたのか、顔を伏せる。


    　普段人のことをバカだバカと言っているくせに、よっぽど自分の方がバカではないか。


    「そんなこと、自分が一番理解しています」


    「勝手に人の頭の中を読むな」


    　駅から家までの道のりは遠い。


    　行って帰ってくるだけで、相当の運動量だ。まぁ、僕にとってはたいしたことないが。


    「僕は天王洲君がいてくれてよかったと思っているよ」


    「嘘うそです」


    「嘘うそじゃない。頭の中を読んでみろ」


    「ノノメメさんが読むなと言ったから、読みません」


    　面倒くさいヤツだな……。


    　なんで読むなと言った時は読むくせに、読めと言ったら読まないんだ。天あまの邪じや鬼くか！


    「鬼じゃありません、神です」


    「読んでるじゃないかッ!!」


    　なにコレ、僕をからかってそんなに面白いのか。


    　人が真ま面じ目めな話をしているというのに。


    「天てん王のう洲ず君は、僕の回収者となって不幸だったか？」


    「はい、不幸です」


    「即答かよ!!」


    「十じゆう条じようさんの回収者になりたかったです……」


    「そんなこと言うなら、十条ちゃんの家の子になっちゃいなさい！」


    「どこのお母さんですか。木き場ばさんが復帰して、十条さんのところには空席がないので、仕方なくノノメメさんの回収者をやってあげますよ」


    　なんでこんなに偉そうなのだ、コイツ。


    「十条ちゃんな、僕たち以外にも友達ができるといいけど」


    「できますよ、いい子ですからね」


    　天王洲君の意見には全くの同感だ。


    　ついでに、女の子の友達を紹介してくれたりするとさらにいい子な気がする。


    「最低ですね、ノノメメさん。もう、十条さんには近づかないで下さい」


    「読まないんじゃなったのかよ。読みまくってるじゃないか!!」


    　冗談に決まっているだろうが。本気にするんじゃないよ、まったく。


    「で、なんで私がいてよかったと思うんですか？」


    　天王洲君が無表情な瞳ひとみをこちらへと向けてくる。


    「楽しいからに決まっているだろうが。天王洲君が来るまでの生活も楽しかったが、来てからはさらに楽しくなった」


    「私といて、楽しいですか？」


    「君は無茶苦茶だからな。毎日いても退屈しない」


    「ノノメメさんに無茶苦茶と言われるなんて、心外です」


    　二人揃そろって、空を見上げる。


    　黒色に浮かぶ、眩まばゆい点。あのどれか一つが、天王洲君たちの世界なのだろうか。


    「それじゃ宇宙人じゃないですか。飛んでいっても宇宙に出るだけで、天の国には行けませんよ」


    「え、そうなの？」


    　だったら、どうやって天国に行くというんだ。


    　死んで昇っていったら、みんな宇宙に出てしまうだけではないか。


    「死んだら分かりますけど、一回死んでみますか？」


    「無表情で言われると、めっちゃ怖いなッ」


    「生まれつきこういう顔なんです」


    　天てん王のう洲ず君が半眼で睨にらみつけてくる。いや、だから怖いってば。


    「人は神に願いますけど、神は何に願えばいいんでしょうか？」


    「そんなの決まっている」


    　僕は眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げる。


    「僕に願えばいい。キミの願いは僕が叶かなえてやろう」


    「傲ごう慢まんですね」


    「傲慢ではなく、余裕だ」


    　ニヤリと笑うと、天王洲君が鼻で笑う。


    「では、私の願いを叶えて下さい」


    「なんでも言ってみろ。世界征服でも叶えてやろうじゃないか」


    「私の願いは、東しの雲のめ芽め吹ぶきが幸福になることです」


    　天王洲君の声が夜の闇やみに紛れて流れていく。


    　今度は僕が鼻で笑う番だ。


    「そんな簡単なことでいいとは。意外と謙虚だな、天王洲君。分かった、その願い必ず叶えてみせよう」


    「では、私は神としてノノメメさんの願いを叶えましょう」


    「僕の願いを叶えようとは、傲慢だな」


    「傲慢ではなく、余裕です」


    　二人揃そろって、クツクツと笑う。


    　道路の奥に我わが家が見えてきた。長かった一日もようやく終わる。


    「僕の願いは、天王洲君が幸福になることだ」


    　終わって始まる新しい一日。


    　どんな一日だとしても、この相棒がいればそれほど悪くもない。


    「天王洲君の笑顔が見られると、キミも僕もそこそこ幸せになれると思うのだが？」


    「本当にバカですね、ノノメメさんは」


    　僕の言葉に天王洲君がどんな表情を浮かべたのか。それは二人だけの秘密である。


    



    
      ──了──

    

  



  
    　あとがき


    　はじめまして。この度、第７回小学館ライトノベル大賞・審査員特別賞を頂きました、近この村むら英えい一いちと申します。


    　あとがきを書くというのは、僕にとっての一つの憧れでして、どんなことを書こうかなーとあれこれ考えたわけですが、あとがきが一ページしかないというね……。うん……。


    　以下、謝辞です。


    　審査員の皆様、ゲスト審査員の賀が東とう招しよう二じ先生。本作を選んで頂き、本当にありがとうございます。やっぱ選ぶんじゃなかったわーと言われないよう、日々精進して参ります。


    　イラストの竜りゆう徹てつ様。素晴らし可愛いイラストをありがとうございます。女の子がみんな可愛いのですが、特に天てん王のう洲ずが可愛すぎますね！　あれで毒舌とか、もうね、もうね!!


    　担当編集の濱はま田だ様。要領の悪いド新人をいつも優しく指導して下さって、ありがとうございます。これからも、どうぞよろしくお願いします。あと、散髪して爽やかになりましたね！


    　僕を支えてくれた、仲間や友人や家族のみんなにありがとう。ここに細かく書くと長くなるので、割愛！　近々、直接お礼参りに行きますよ。ククク……。


    　そして、この本を手にとってくれた、皆様。本当にありがとうございます。少しでも面白いと思ってもらえたなら、それ以上の喜びはありません。


    　それでは、またお会いできることを祈りつつ！

  



  
    近村英一


    Eiichi Konomura


    



    東京在住の迷子スキル持ち。地図を片手に歩いているのに余裕で迷子に。駅の出入り口の真ん前にある小学館にたどり着くのさえ迷子になるという始末。
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